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w．調　査　結　果

A．植生　単　位

a。ヤブツバキクラス（常緑広葉樹林）

　　CameHietea　japo煮童cae（1膿mergr種neLa曲w銭lder）

　御前崎を中心とした地域は年平均気温約16。C，年降水量約2，！00mmと温暖，多雨な気候条件

下にある。このためヤブツバキクラスにまとめられる常緑広葉樹林の発達が良好であり，丘陵地

や台地斜面にはスダジイ萌芽林が広くみられ，また社寺林としてスダジイ，タブノキ高木林が各

地に残されている。この常緑広葉樹林は組成的にも豊富であり，前報（宮脇・村上・鈴木1980）

では5群集，2群落が報告されている。1984～1985年の調査では51洋集，2群落の植生調査資料

が収集された。

　1）　トベラーウバメガシ群集

　　　Pit重osporo－Quercetum　phil叢yraeo藍d童s　Suz．圏Tok．etHatiya195肇（7ab．4）

　御前崎の海岸断巌恥部，あるいは浜岡砂丘の陶砂丘上セこは強い風衝条件下で常緑広葉樹低木林

が発達している。この低木林はウバメガシ，トベラなどを標徴種，区分種としてトベラーウバメ

ガシ群集にまとめられる。

　林分は植生高2～8m，樹高12mのクロマツ磁木を伴なう林分も含まれる。ウバメガシ，ヒメ

ユズリハ，トベラが優占するほか，低木騨にはヤブツバキ，ヤブ鑑ッケイ，カクレミノ，ヤマモ

モなど，草本層にはヤブコウジ，マンリョウ，ネザサなどが生育している。出現種下は17～27種，

平均22種であった。生育地は旧砂丘の尾根状地および海岸断崖の肩部である。御前崎地方は年間

を通じ強い西風が吹き，御前崎先端付近にはメダケの優駕した風衝増生が広く発達している。ト

ベラーウバメガシ群集はこの風衝草原中にモザイク状にみられ，断崖凸部でややまとまった林分

を形成している（Fig．8）。旧砂丘上のトベラーウバメガシ群集はウバメガシースダジイ群落（p．

24）に移行的な林分で乾燥しやすい尾根上に成立している。

　御前崎地方のトベラーウバメガシ群集は，宮脇・奥田・原田・中村（1977）で報告されている。

二二（宮脇・村上・鈴木1980）ではウバメガシを含む海姥風衝低木林の調査資料が得られず，

マサキーートベラ群集が報告されている。

2）　イノデータブノキ群集

　　Polysticlto－Perseeもum毛hunbergi量Suz．・70k．1952（Tab．5）
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　　　F量g．8御前崎の海岸断崖地に生育するトベラーウバメガシ群集

　　　　　　　　（黒くみえる部分）。白い部分はメダケ植分。

Pittosporo－Quercetum　phillyraeoi〔lls　aufMeeresfelsen（Omaezaki）．

　イノデータブノキ群集は沿海部の適潤地に発達するタブノキ優占林である。御前崎地方ではキ

チジョウソウ，ナキリスゲ，クロマツなどを地域的区：分種としてまとめられる。

　イノデータブノキ群集は磐田郡浅羽町から1林分が植生調査された。植生高は17mに達する。

高木層は植被率80％に達し，優占種タブノキのほか，クロガネモチ，モッコク，クロマツなどが

混生している。亜高木層，低木層はヤブニッケイ，ネズミモチ，カクレミノ，モッコク，タブノ

キ，モチノキ，ヤブツバキなどほとんど常緑広葉樹で占められている。草本屠はキヅタが優占す

るほか，キチジョウソウ，テイカカズラ，マンリョウ，ジャノヒゲ，ヤブランなどが生育する。

出現種数は22種であった。

　御前崎地方は砂丘地帯の後背に低地が広がっている。この低地はイノデータブノキ群集の潜在

自然植生域と判定されるが，現在その大部分は畑耕作地や水田耕作地，市街地で占められ，残存

林分はほとんど残されていない。タブノキの単木が浜岡町周辺の屋敷林としてみられるにすぎな

い。浅羽町のイノデータブノキ群集はやや未発達な林分で生育面積もせまい。種組成的にヤブコ

ウジースダジイ群集に近似している。
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　3）　ミミズバイースダジイ群集

　　　Symploco　glaucae－Casもa双opsietu聡　sieboiδi隻遜iyawak隻et翫1．197i

　　　（7ab・5）

　御前崎地方のやや内陸側の丘陵地にはミミズバイ，ツルコウジなどを林床に伴なったスダジイ

高木林が発達している。このスダジイ林はミミズバイ，ハナミョウガ，ツルコウジ，サカキカズ

ラ，ヤマビワ，イチイガシなどを標徴種，区分種としてミミズバイースダジイ群集にまとめられ

る。

　ミミズバイースダジイ群集は1984～1986年の調査で2林分が植生調査された。林分は植生高15，

22mに達する。スダジイが優捌するほか高木層，亜高木層にはイチイガシ，モチノキ，カゴノキ，

クロガネモチなどの常緑広葉樹が生育している。低木層は植被率30，40％でヤブツバキ，ヤブニ

ッケイ，ミミズパイ，タイミンタチバナ，ヤマモモ，ヒカサキ，サカキなどにより構成されてい

る。草本層は植被率30％蔚後でツルコウジ，テイカカズラ，ベニシダ，キヅタ，ハナミョウガ，

アリドオシ，ヤブラン，ナガバジャノヒゲ，イタビカズラなどが生育している。全層を通じ，ほ

とんど常緑植物によって占められている。｝＝Ll現回数は35，39種である。生育地は丘陵斜商のやや

尾根状の立地である。浜岡町新野の林分は隣接地が伐採を受けており林分の残存面積がわずかと

なってきている。一方掛川市臼坂宮村の林分は胸高直径1mに達するスダジイ，イチイガシから

なる林分で今1高値生調査された常緑広葉樹林中でもっとも自然度の高い林分を形成している。

　御前崎地方沿海部は年平均気温が16。Cに近く，温暖な気候条件下にある。このため沿海部は

ほとんど気候的にミミズバイースダジイ群集の潜在的生育域と主1‘掟される。しかし剛寺に御前崎

地方は西風の強風地帯であり，風成砂が沿海部2～4kmを覆っている（Fig．4）。このためミミ

ズバイースダジイ群集はそれら風成砂の及ばない内陸側地域に限ってみられ，風成砂の及ぶ地域

（旧砂丘）にはミミズバイースダジイ群集の貫三相であるヤマモモ～スダジイ群落，ウバメガシ

ースダジイ群落などが発達している。

　4）　ヤマモモースダジイ群落

　　　吻rεcαγπbrα一〇α8’απqρ8εεcπSPε4α亡αvar．8εθboZ4混脚Gese茎韮schaf毛　（緊ab．5）

　ヤマモモースダジイ群落は御前崎沿岸部，球趣丘上を中心に発達するスダジイ林である。1984

～1986年の調査では浜岡illT佐倉から3林分が新たに植生調査された。

　植生高は15～16mに達する。高木層は己様率80～90％で，優占種スダジイのほかヤマモモ，タ’

ブノキなどを混じえる。亜高木暦は植被率20～30％で，高木層構成種のほかタイミンタチバナ，

カクレミノ，ヒメユズリハ，モチノキなどが生育している。低木層は植被率30～40％でカクレミ

ノ，ヒサカキ，サカキ，ネズミモチ，ヤブツバキ，オガタマノキ，タイミンタチバナ，ツルグミ，

イヌビワなどがみられる。草本層は植被率10～30％と未発達でアサドオシ，センリョウ，ジュズ

ネノキ，ベニシダ，テイカカズラ，マンリョウ，オオイタチシダ，キヅタなどが生育している。
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瞥

　　　　Fig．9浜岡町桜ケ池に残されたヤマモモースダジイ群落
鈎ノゴぐαノ噂’めノu・Cα∫如ノ～oが～5α碑）1ぬオαvar．∫～凶oZ4ガ・Gesellschaft　am　See　Sakuragaike

（Hamaoka－ChO）．

廷1現』種数は28～38種，平均33種であった。生育地は旧砂丘上の小丘地で自然林，工、次萌芽林ある

いは萌芽林から復元途上の林分も含まれる。

　ヤマモモースダジイ群落は浜岡町桜ケ池に典型的な林分が発達している。1984～1986年に調査

された常緑広葉樹林の植生調査資料ではやマモモースダジイ群落はセンリョウ，オガタマノキ，

ジュズネノキで区分される（Tab．5）。しかしより広域的に比較した場合，ヤマモモースダジイ群

落はミミズパイースダジイ群集の砂丘地における欝欝相として位概づけされる（宮脇・村上・鈴

オく　1980；p．31）。

　5）　ホソバカナワラビースダジイ群集

　　　Arachniodo－Castanopsietum　sieboldii　Miyawak童eもal・19ア1（Tab・5）

　小笠町下平川，島田市千葉では高木層にスダジイが優馨し，林内にウラジロガシ，イズセンリ

ョウ，ホソバカナワラビを伴なう常緑広葉樹高木林が発達している。この林分はホソバカナワラ

ビースダジイ群集にまとめられる。

　林分は高さ16，18mに達する。高木層には優占種スダジイのほかクロガネモチ，アラカシなど

を混じえる。亜高木層には高木層構成種に加えモチノキ，タブノキ，カゴノキ1ヤマモモなどが
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生育している。低木層はネズミモチ，ピサカキ，タイミンタチバナなどが高い植被率で生育する

ほかカクレミノ，ツルグミ，イズセンリョウ，モチノキ，ヤブニッケイなどがみられる。草本層

は植被率30％以下と未発達で，テイカカズラ，アリドオシ，オオイタチシダ，ベニシダ，マンリ

ョウ，ホソバカナワラビ，コウヤボウキなどが生育している。出現種数は35，37種である。生育

地はタブ林に隣接した凹状斜面，山腹斜面の谷状地でいずれも水分条件に恵まれた適潤地である。

　御前崎地方のホソバカナワラビースダジイ群集は沿海部の林分が報告された（宮脇・村上・鈴

木1980）。本報でまとめられた2林分はいずれもやや内陸地の林分である。ウラジロガシ，アラ

カシなどカシ類の混生が特徴的である。

　6）　ヤブコウジースダジイ群集

　　　Ard量s圭。鱒Casta狙opsieもum　s玉eboiδii（里ab．5）

　小笠郡菊川町西方，磐田市浅羽，掛川市曽我などの内陸側地域には林床にヤマイタチシダ，ト

ウゴクシダなどを伴なうスダジイ林がみられる。これらの林分はヤブコウジースダジイ群集にま

とめられる。

　林分は高さ13～22mに達する。高木層は植被率70～95％でスダジイ，ときにタブノキが優占す

るほかクロガネモチ，クスノキなどを混じえる。植被率10～30％の亜高木層にはタブノキ，アラ

カシ，モチノキ，サカキ，テイカカズラなどが多くの林分でみられる。低木層は植被率30～50％

でネズミモチ，ヒカサキ，カクレミノ，サカキ，ツルグミ，ヤブツパキ，アラカシ，ヤブニッヶ

イ，イヌビワなどにより構成される。草本層は二二率！5～30％でテイカカズラ，ヤマイタチシダ，

マンリョウ，ベニシダ，アリドオシ，ヤブコウジ，ナガバジャノヒゲ，ヤブランなどが生育して

いる。廷｝二種数は31～37種，平均34種であった。生育地は茶畑に隣接した丘陵尾根部，台地斜面

三部などでいずれも乾性な立地である。

　御前崎地方に発達する常緑広葉樹高木林は海岸の旧記丘上にヤマモモースダジイ群落，沿海部

の温暖な地域にミミズバイースダジイ群集が中心的に分布している。ヤブコウジースダジイ群集

はミミズバィースダジイ群集より内陸側に多くみられ，サカキーコジイ群集などの発達するカシ

林域に隣接している。1984～！986年の植生調査資料ではやブコウジースダジイ群集はヤマイタチ

シダ，トウゴクシダ，クスノキを地域的区分種としてまとめられた。しかしより広域的にはミミ

ズバィースダジイ群集やホソバカナワラビースダジイ群集の群集標徴種の欠如したスダジイ林と

して位置づけされる（宮脇・村上・鈴木！980；Tab。5）。

　7）　ウバメガシースダジイ群落

　　　Q猷θrcμ8　p1εεπ〃｝’αeoε｛」θ8－Cα8’αηop8ε8　cπ｛塑εdαfαvar・sεεboεdεε一Gesellschaft　（饗】al）・5）

　ウパメガシースダジイ群落はウバメガシ，アカマツ，ヤマツツジ，コシダによって特徴づけら

れるスダジイ萌芽林である。袋井市豊沢，相良町笠名から2林分がまとめられた。
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植生高は9，14mである。高木層にはスダジイが優占し，アカマツ，コジイ，ウバメガシなどが

混生する。亜高木層，低木層にはピサカキ，アラカシ，ネズミモチ，ウバメガシ，ヤマツツジ，

サカキなどが生育している。草本層は未発達でヤブコウジ，ムベ，コウヤボウキ，コシダ，マン

リ。ウなどが低い被度で生育している。鵬現種数は33，34種であった。生育地は丘陵部の尾根状

地である。優占種スダジイは根ぎわから5，6本萌芽している。

　ウバメガシースダジイ群落は前報（宮脇・村上・鈴木1980）では御前崎地方沿海部の旧砂丘

上に生育する先駆常緑低木林を中心にまとめられた。1984～1986年の調査ではより内陸側地域に

生じた萌芽再生林の三生調査資料がふくめられた。いずれも土壌は未発達であり，乾性な立地に

生育している。

b，ブナクラス（夏緑広葉樹林）

　　Fagetea　crenaもae（Sommergr賎汎eLa組わw下闇der）

　御前崎を中心とした地域は温暖，多雨な気直下にあり夏緑広葉樹を中心としたブナクラス植生

は＝二次林としてごく局地的にみられるにすぎない。1984～1986年の調査では掛川市，小笠郡袋井

市の境界となっている小笠山（264m）i⊥1腹のアカマツニ次林がブナクラス植生としてまとめら

れた。

　8）　モチツツジーアカマツ群集

　　　Rhododen（1罫。烈acrosepa叢藁圏P三黙etum　deRsif藍。罫㍑e　Suz．印70k．1966

　　　（愛ab．6）

　品品市，掛川市，小笠郡の境に位置する小笠山（264m）は山腹が広くアカマツ林に覆われて

いる。このアカマツ林は林床にモチツツジが特徴的にみられ，モチツツジーアカマツ群集にまと

められる。

　モチツツジーアカマツ群集は小笠山1｝男辺の林分がまとめられた。植生高は6～13mである。林

冠に相幽する高木層は植被率20～60％と疎開している。アカマツ，クロマツ，コナラなどにより

構成される。亜高木層，低木層は植被率50～90％に達し，ウバメガシ，ピサカキ，ソヨゴ，モチ

ツツジ，ヤマウルシ，ネジキなどが生育する。草木層は植被率！5～90％とオ木分により差がみられ，

多くの林分でコシダが優占する。さらにシャシャンボ，ウバメガシなどが混生している。出現種

数は11～34種，平均21種であった。調査林分は標高145～240mに分布している。

　小笠山のモチツツジーアカマツ群集は尾根部では植生高も低くなり，林内低木層にウバメガシ

が密生する。林冠のアカマツ，クロマツは植被率20～30％を占めるにすぎず，相観的にはウバメ

ガシ低木林に近い。小笠山山頂付近の岩角尾根地からは自然度の高いウバメガシ林が報告されて

おり（静岡県1978），これと類似の植生と推定される。

　モチツツジーアカマツ群集は西日本に広く分布するアカマツニ次林である。御前崎付近はその
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分布東限に近い（宮脇編1985）。

c．クサギーアカメガシワ群団（暖地生夏緑広葉樹林）

　　Clerodendro・MailotioR　japon玉cae（Thermophilesommergr甑e

　　Laubw灘der）

　ヤブツバキクラス域の谷部崩壊地，あるいは伐採跡地などの先駆林としてアカメガシワ，カラ

スザンショウ，クサギなどを優占種とした夏緑低木林が生育する。この夏緑低木林；クサギーア

カメガシワ群団は御前崎地方にも小規模な林分が広くみられる。1984～1986年の調査では4林分

が植生調査された。

　9）　ヌルデーアカメガシワ群落

　　　Rゐπ8ゴαoαπεcα騨！吻ZZo∫πsゴαpoπεcπ8・Gesellschaft（Tεむb．7）

　小笠郡小笠山，浜岡町桜ケ池で植生調査されたヌルデ，アカメガシワなどの優占林はアカメガ

シワ，タラノキを区分種としてヌルデーアカメガシワ群落にまとめられる。植生高は4～9mに

達する。高木層あるいは低木層には前述の優占種，区分種のほかフジ，ミツバアケビ，トコ購，

ヘクソカズラなどのノイバラクラスの種群が高常漆塗で生育している。草本層は植被率50％以下

でヨモギ，ススキなどが生育している。ヌルデーアカメガシワ群落は地域，生育立地により構成

種に差がみられる。内陸側の小笠山の林道辺に生じた高さ6～9mの林分にはクサギ，モミジイ

チゴ，マルバウツギなどが特徴的である　（クサギ下位：単位）。また旧砂丘地である浜岡町桜ケ池

付近の高さ4mのヌルデ優立偏はヌルデ，ハゼノキ，ノブドウによって特徴づけられる（ヌルデ

下位単位）。群落を通じての出現歯数は21～42種，平均29種であった。ヌルデーアカメガシワ群

落の生育地は伐採地あるいは崩壊性の斜面である。裸地もしくは草原から遷移した先駆的低木林

として生育している。御前崎地方での生育面積は少なく，！00nれこ満たない小規模の林分が各地

に点在している。

d．夕ニウツギーヤシャブシオーダー（先駆性低木林）

　　Weigelo・Ahetaha　firmae（Pio鷺ierwa霊dgese1霊schaf重e皿）

　山地の渓谷崩壊地にはタニウツギ属W擁g8ぬ，ハンノキ属躍耀5などを優占種とした先駆

生夏緑低木林がみられる。この植生はブナクラス域を中心にみられ，全域ヤブツバキクラス域に

含まれる御前崎地方では局地的に生育するにすぎない。！984～！986年の調査では小笠1⊥【から1群

落がまとめられた。

10）　ヤシャブシーヤブウツギ群落

　　ノizππs　fかηLα一｝γθfgθZαノ，Zorεゐ1‘πdα願Gesel玉sc蓋a釜t　（Tab．8）
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Laufende　Nr：

Feld－Nr．：

　Tab．8　ヤシャブシーヤブウツギ群i落

A伽z♂∫∫どプ〃薦一．W6’望♂αノ70ガ伽π滅z－Gesellschaft

　　　　　　　　　通　し番号

　　　　　　　　　調査番号

Gr6＄e　d，　Probeflache（mxm）l

H6he君．　Meer（m）：

Exposition＝

Neigung（Q）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d，　Strauchschicht（％）；

R6he　d．　Klrautschicht（m）・

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Artenzahl：

調査面積
標　　　　四

方　　　　面

面　　　　斜

低木層の高さ
低木層の植被率

草本層の高さ
草本層の植被率

出現種数
Trennarten　d．　Gesellschaft：

　翫’9ぞ」αノZoパδz〃～面

　五四～‘∫ノ『ノフ〃α

Sonstlge　Arten＝

　CαZ々ごαノブ〉αノ砂。ノ～’αz

　RんZ‘5　オ1ゴCゐ0ατアブ）α

　ハ4～∫6αノz〃LZ‘∫5乞ノz（ヲノz5∫∫

　▽宏ゐμ〃躍〃3（η一〇∫Z〃π

　Ezψ鷹・癬〃Z　61～ゼ1Z召・．～∫θvar．∫∫ノ〃’ぐヴb伽μ

　Bノ闇OZ‘∬01Zθ’ぬるごZ堵’ノ～0た∫

　／）α‘護恵α5ατろ1u

　5，π∫zα記c1厚ノzα

　猛たθ房α診ノガb〃α’α

　Dピ0∫ご0ノで‘Zブ妙0ノ～∫ごα

　Ro∫αブα∫〃～．’πo’‘1β∫

　ぬア「αゐε〃π0’ノZ♪1實θCOエ

群落区分種

　ヤブウツギ

　ヤシャブシ

その他の．種

　ムラサキシキブ

　ヤマウルシ

　ススキ
　　ぐ　　　　　　　　　　　　　　　

　コハノガマスミ

　ヒヨiごリノミナ

　コウゾ

　ーマノレ！ミウソ薪ゴ

　サルi・リイバラ

　ミツバアケビ

　ヤマノイモ

　モリイバラ

　アプラチャン

S

S

　S
　S
　K
　S
　K
S・K

　S
　K
S・K

　K
　S
S・K

　1　　2　　3

MM　M［M　MM
33　　32　　35

3×3L2×43×4
！70　　　170　　　170

NE　NE　　N
40　　40　　20

4　　1．4　　2

95　　90　　90

0．5　　0。8　　0，5

10　　10　　30

18　　20　　22

5・5

十

十

2・2

十

十・2

十

十

±

十

十

±

十

o

o

5・4　5・5

十　　1・2

十

十

1・2

十

十

。

・

，

り

■

十・2

十

2・2

十

1・2

0

0

1・2

十

十

十

十

土

出現1圃の種AuBerdem　je　einmal　in　Lfd．　Nr。1：RILκ∫5z4ご。ε4αノ～8αハゼノキ　S一＋，　G8ノ「απ∫z〃μ

　砺‘1め81書ガゲンノショウコK一十，＆α～己漉。厩αゐ儂砂ん），〃αムベK一十，山岨8群。η‘απα融榔∫5ヒメム

　カシヨモギK一十，Ibu∫ξτ6’喝’∫‘あ’．漉‘～4α’αヤクシソウK一十，　Coごα‘Z～‘∫oノ層海6’4Zα‘～4∫アオツヅラフジ

　K一十，（塑Zf5〃～ω～～‘s配η♂～41α彦げb♂f～‘∫var．ノ妙。／z’‘z‘5コチヂミザサK一十，　iu　2：．乙8砂α海羅ろz卿君リブ∫キ

　ハギS一十，RILO40盈π4プ。π刀～αご7つ∫砂召Z’〃～zモチツツジS－1・2，　Cα∫’αηρρ3∫5‘κ功∫ぬ’αvar．5館う。♂読∫

　スダジイS一十，銘αc‘加’π〃zoZ〃～α7π∫εナツハゼS一十，　Q～∠o／rα∬〆》海Zらワ「αθoご礁5ウバメガシS一十，

　＆zJ虚η～砂加αキツネヤナギS一十，槻た∫ケ08〃’～α∫読。た～αノzαガンピS－1・2，　Cα∫‘απ8αcアro〃α∫αクリ

　S一十，乃麗ノ躍5z，8ノ・㏄～切磁カスミザクラS一十，　Qμ御τ榔58／7π如コナラS一十，廊癬α㍑z耀η読πぼご8α

　オニウシノケグサK一十・2，in　3：Z）βκ‘恵α‘1・8〃磁αウツギS－1・2，5捻η～ろz♂α‘∫5ゴ8ろoZ4∫απαニワトコ

　S一十，α8疏プα6α1わ∫1zθ1魎5リョウブS一十，島‘1っノαノ41）ωzf‘αピサカキS－1・2，7腕σ漉5〃～αcr｛功。ぬ

　ヤマホトトギスK一十，Rz‘うん∫’加。πψ1～メZ螂ニガイチゴKl一十，遅yめuπ8磁∫πηo伽ση如タマアジサ

　イK一十・2，1馳8ノ宵ぬπ‘認αニガナK：一牽，ゐα‘孟鷹απZ磁～α〃αvar．8♂α’αヤマニガナK：一十，　Cαノ’8¢

　吻Z勲05彦α魂yαvar．4始62・7・f〃～μミヤマカンスゲK一＋．

調査地Lage　d・Aufn：Berg　Ogasa・Daito℃ho・Ogasa－gun小笠郡大束二四笠山（13・，ぎuni，1985）．

調査者Aufgenommen　durch　K。　S，ンYM．　u．　a．
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　小笠郡小笠山の山腹はスダジイ萌芽林，モチツツジーアカマツ群集などの二次林で広く覆われ

ている。その二次林中に建設された林道辺には主にヤブウツギを優占種とした夏緑低木林が広く

みられる。このヤブウツギ低木林はヤブウツギ，ヤシャブシを区分種としてヤシャブシーヤブウ

ツギ群落にまとめられる。

　ヤシャブシーヤブウツギ群落は3楠分がまとめられた。植生高は1．4～4mに達する。低木層

は植被率90～95％で，優占種ヤブウツギのほかムラサキシキブ，ヤマウルシ，ヤシャブシ，マル

バウツギなどが混生している。草本層は三二率10～30％と未発達である。ススキ，ヒヨドサパナ，

サルトリイバラなどが生育している。出現回数は18～22種，平均20種であった。生育地は林道の

り面で傾斜20～40。の急傾斜地である。土壌は基岩上に浅くみられ，崩壊し易い。

　ヤブウツギ低木林は本州中部以西，四七のヤブツバキクラス域にみられる。静岡県はその分布

のほぼ東限にあたる。

e．ノイバラクラス（林縁下低木一つる植物群落）

　　Rosetea　multif至orae（Ge焼sch一統賑d　Lia簸e韮一reiche腋脇憾geseHschaf亀en）

　森林群落の林縁には，陽地生のつる植物や低木類が生育し林縁生低木群落；マント群落を形成

する。このマント群落は，ノイバラ，．トコロ，スイカズラ，クズ，ノブドウ，センニンソウなど

つる性，半つる性植物，モミジイチゴ，ウツギなどの低木によって構成され，ノイバラクラスに

まとめられる。

　lD　メダケ群集

　　　P茎eioblastetum　s三mo無i三厳孟namikawa197G（饗轟b．9）

　メダケは高さ4～5mにも達するササで，河辺などでしばしぼ密生し，メダケ群集を形成する。

優占するメダケを標記種とするメダケ群集は21習構造をとっている。草本層の植被率は低いが，

テイカカズラ，ヤブツバキ，ジャノヒゲ，マンリョウなどのヤブツバキクラスの種や，ヤブカン

ゾウ，スギナ，ホシダ，イタドリなどが生育している。

　メダケ群集は林縁植生ではないが，スイカズラ，ノブドウ，ヤマノイモなどの林縁生植物が多

く混生している。このような傾向はメダケ群集をはじめ，ネザサ属πεゴ。配α3伽5の優占三分に

一般的である（宮脇他！972，大場・菅原1980）。

　12）　クコ群落

　　　L〃¢ε拠ηε｝．苑。灘屍fo麗郡」π一（美esellsc翫a£t（T続b．10）

　クコ群落は相良町須々木で植生調査されたクコ優占殖分である。海津砂丘後背部のクロマツ低

木林に接する海側に生育しており，クロマツの他，コウボウシバ，ハマヒルガオ，ギョウギシバ

などの砂丘植物が混生している。優占種のクコは，強風を受けて砂が移動しやすいため，根元や
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Lfd．　Nr．：

Fel（1－Nr，：

Datum　d．　Aufn．：

H6he廿．　Meer（m）：

Expositlon＝

Neigung（。）：

Gr6Be　d．　Probefiache（m2）l

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

H6he　d．　Krautschicht（m）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）；

Artenzah1：

Tab．9メダケ群集
Pleioblastetuln　Sllnon1】
　　　　　　　　　　通　し番号

　　　　　　　　　　調査番号

言調査年月　｝ヨ

海

方

副

詞

註

記　面

高

位

斜

積

．低木轡の高さ

低木溜の植．被率

草本層の高さ
草本願の植生早

出　現　種　数

Kennart　d．　Ass．：

　π8∫0ゐ」α3☆‘∫∫∫刀凄0〃～∫

Kenn－u．　Trennarten（1．　Rosetea　multiflorae＝

群集標徴種

　メダケ

ノイバラ．クラスの．種

　スイカズラ

　ノブドウ

　アケビ

　ヤマウコギ

　ヤマノイモ

　ツルウメモドキ

随伴種

S

　五〇πガC8／rαノ‘4）0ノ～∫Cα

　ノ1〃ψθz砂5～5δノー8．びψ8‘！～〃1α‘1α’α

　Aた召ゐ’α（μ∫〃α如

　蓋ごαノZ〃zg♪α〃α∠君3」ウ’〃05～’5

　1）ガ0∫‘0ノでαノ‘ψ0〃ガCご～

　C‘メ‘z∫々w50ノーゐ～α’Zα’．～f∫

Beg互eiter：

　Eσ～45砿♂θ〃αノー曽召’エ∫8

7｝π伽伽P召〃〃・‘’ノ・・磁・々α〃〃va・ゴ・顧〃顧’・〃・

　7フ躍4）φ’．8’巳な【zα‘ノ〃ガ〃α’α

　Cα〃z8〃αノ妙。／z∫cα

　∬ゾヒ～ノノ～6ノーocζzJ♂～5　プを4Zてノご‘　f＿　た・乙び‘z’～50

スギナ

テイ応機スラ

ホシダ

ヤフツバキ

ヤブカソゾウ

K
S

S

K
K
K

　　K

　　I（

　　K

S，K
　　K

1　　2　　3

∫K　SS　MM
35　　20　　5
’84　　　，84　　　，85

10　　10　　6

31　　29　　12

28　　10　　100

W　　NE　SE
30　　40　　10

15　　16　　12

4　　3．5　　4

！00　　　100　　　90

0，3　　玉　　0．5

1　　5　　20

3　　11　　20

5。5　　5。5　　5・5

十

●

●

●

o

．

十

・

●

o

■

●

十

・

o

o

o

　十

十・2

十・2

　土

　十

●

o

十

十

十

十

十・2

十・2

1・2

　十

　十

出現1圃の種AuBerdem　le　e玉nmahn　Lfd・Nr・2；／わ’‘”颪～αoατ”05αvar・Zαoη∫5　カマツカ　S一十・

　君α‘∫召，一α，如イヌビワS－1．！，Gαノぜ6〃～αノα5〃～∫ノ～o’4β5　f．9πzノ～4》70ノ・α　クチナシ　S一十，0ρ配（4》ogoπ

紳・〃∫・・∬ジ。ノ・ゲK一＋・2，β・81・∬・漉…〃・・望・ゴホタルカズラK一＋，i・3・ゐ∫9…’・w’

　‘，配～‘∫施♂f’〃’‘イボタノキS一十，飾4επ∂流。〃めωキヅタK－1・2，P～宴）ωwμ∫8∬f♂6ホウチャクソウ

K－1．2、砲・伽・ブ・ψ…’・…フキK一＋，孟…加ノ・ψ…～・・アオキK一＋，ρ〆f・〃・・・・・・…1・4・・磁ヴb伽

　ケチヂミザサK一十・2，んτ！1∫fαθ－6π‘漉‘マンリョウK～十，乃4y80川〃μα砂∫ぬ‘ど↓ノπイタドリK：一十，

　2くα‘ムμノ‘αノ‘ψ0ノ敢rαビナンカズラK一十，五ご1りη’α〃躍β∫ブζψ0癬‘αヒカゲイノコズチK一十．

調査地Lage　d．　Aufn．；Lfd．　Nr．！；FluB　Benzalten，　Osuka－cho，　Ogasa－gun小笠郡大須賀町弁財天川，

　2：Jitokata，　Sagara－cho，　Haibara－gu11榛原君lll・【浪町地頭方，3：Sug三sawa，　Oka，　Stadt　Shimada島田

　市相賀杉沢
調査瀟Aufgenolnmen　durch；Lfd。　Nr，1；Y．　N．，　T．　T．，　Jw．　K．，2：K．　S．，　S．　S．，3：KS．，　Y，　M．　u．　a．



38

Lfd．　Nr．；

Fel〔1＿Nr．：

Datum（L　Aufn。（1984）：

Exp・sition：

Negung（o）：

Gr6βe　d．　Probefぬche（n12）；

H6he　d．　Vegetation（cm）；

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

Tab．10　ク コ　　群　　落

々yc∫z〃ノzブ110〃めヴbZ∫μ〃多一Gesellschaft

通　し　番　号

調査　番　号

調　査　月　日

方　　　　急

傾　　　　斜

調査灘　積
植　　生　　高

植　　被　　率

1：1：｝現　種　数

Trennart（1．　Gesellschaft：

　左y磁〃ノLプ1zo〃めぴbJ’～’〃’

Begleiter＝

　Cα1で」じ／，μ川’Zα

　P加‘5〃z～〃～伽二9’f

出現1圓の種Au8erdem　le　einmal　in　Lfd．　Nr．1

群落区分種

　クコ

随伴種

　コウボウシパ

　クロマツ

1　　　　2

SS　　SS
33　　　34

10　　　10

30　　　30

｛　　　　E

O　　　　5

6　　　6

80　　　80

80　　　90

6　　　　6

5・4　　5・5

十・2　　1・2

十・2　　王・1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　孟c1Lツノ『α’z”L65ノα汐。～～ど。α　イノコヅチ　1・2，　CαZ」y5∫βg∫α

5・Z4α2z〃αハマヒルブ甥一＋，　M肋6燃ノα＠αオシロイバナ＋，　ln　2：Aπ8〃庸α♪廟α脚ヨモギ＋・2，

　Z〃ψ8πz如。5疵π6〃’‘αvar．走08〃fgffチガヤ十，　Cツノzo401z　4αc妙Zoπギョウギシバ十．

調査地Lage　d．　Aufn。　l　Susukl，　Sagara－cho，　Ogasa－gun小笠郡相良1町須々木

調査者Aufgenommen（1urch　K　S．，　S．　S．

枝が部分的に砂に埋れてfl雛∬しており，群落の高さは80cmにとどまっている。

　クコ群落は河川敷や砂丘後背地の寵栄養地に多く，各地で報告されている　（奥田1978，宮脇

編1985）。

　13）　クズ群落

　　　Pπcrα吻励α♂α一Gese茎玉schaft（愛ab．の

　マメ科の夏緑藤本植物であるクズは主として林縁に生育するが，造成地などではススキと共に

先駆群落を形成する。また，しばしぼ密生し，他の樹木の樹冠を覆い隠すように繁茂することが

ある。今回植生調査されたクズ群落は，不定期な刈り取りが行なわれる茶畑の土手に生育する植

分である。クズ群落は区：分種のクズが優占度5で密生し，ススキ，ノコンギク，コマツナギ，ア

キカラマツなどのススキクラスの種群，ヨモギ，イノコズチ，フキなどのヨモギクラスの種群，

ヘクソカズラ，フジなどのノイバラクラスの種群など様々な種が生育している。クズ群落は刈り

取りが定期的に行なわれれば，ススキの優占するススキクラスの植生に移行すると考えられる。

14）　センニンソウーボタンヅル群落

　　CZθ配αfε8彦θ2「πε’～orα・C’erπαガsα」Pεε∫「oZεα・Gese垂｝schaft　（【珍a蓋）・12）
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Feld．Nr．：

H6he茸。　Meer（m）：

Exposition：

NeigUH9（O）：

GrδBe　d．　Probef1註che（m2）：

H6he　d．　Vegetatlon（m）l

Deckung　d．　Vegetat玉on（％）；

ArteHzah】：

Tab．11　ク ズ　　群　　落
君fθノτじズ～α　Joウα’α胴（｝esellschaft

調査番号

海

方

傾

調

馬

植

田

抜

二面
生

被

現種

高

位

斜

積

高

率

数

E SS
3

150

SE
10

50

1

95

14

Trennart　d．　Gesel｝schaft＝

　1㍉‘8ノπノr如∠0んZ如

Kennartend．Rosetea　multiflorae：
　剛5彦61・∫αノZoノ・∫伽ノ～4α

　ぬ8481・’α5εαη46ノ～5Var．ノ〃αf7・β’

Kenn－u．Trennartend．Miscantlletea　sinensis：
　ム密∫6απ〃zz‘5∫∫πω．～∫δ

　蔀‘θノ・σ9脚孟0泌∫Var．・ηα君～‘∫

　Zπ漉9（ゾ診ノ鴇がθz‘40診∫ノzdoノー’α

　η漉C瑠〃踊6〃Z8刀∫8　var．1り卿α6α〃π

Kenn－u，Trennartend．Artemisietea　principis：
ん惚〃zゴ∫ぬρノー∫ノ～αψ5

Ac1～ツノw～置ん83ブ砂01～どαz

魚ごα∫卿∫∫妙。ノ～ガα5

ゐαc‘z‘cαfノ～読6α

群落区分．種

　クズ

ノイバラクラスの種

　フジ

　ヘクソカズラ

ススキクラスの種

　ススキ

　ノコンギク

　コマツナギ

　アキカラマツ

ヨモギクラスの種

　ヨモギ

　イノコズチ

　フキ

　アキノノゲシ

5・5

十

十

1・1

十・2

十

十

1・2

十

十

十

その他の種Sonstige　Arten：捌‘！8ノ～∫ノ〉’侃40∫αアメリカセンダングサ＋，・Fb砂90〃’‘〃40’～9f5θ’～〃’zイヌタデ

十，E厚98プ0ηCαπα4θπ∫f5ヒメムカシヨモギ十．

調査地（調査年月｝三DLage　d．　Aufn．（Datum　d．　Aufn，）：Tomita，　Kikugawa－cho，　Ogasa・gun小笠郡菊／11

　四丁寓1王i　（Okt．　28．1984）．

調査者Aufgenommen　durcll　K．　S．，　S．　S．

　センニンソウーボタンヅル群落は，ボタンヅル，センニンソウ，ヒヨドリジョウゴによって区

分されるマント群落である。低木層にはヤマノイモ，トコロ，アケビ，ノブドウ，ツルウメモド

キ，フジなどのつる植物，コウゾ，ウツギ，ヌルデなどの低木類，ノイバラなどがみられる。草

本層の植被率は低いが，ヨモギ，ヒカゲイノコズチ，ヤブカンゾウなどのヨモギクラスの種が生

育している。センニンソウーボタンヅル群落は，スギ植林およびクサイチゴータラノキ群集の林

縁に生育した適潤立地生のマント群落である。

15）　アオツヅラフジーエビヅル群落

　　Ooce麗ετ‘s　or6εαεZα彦麗s・γεだ8　fεcεfoZεαvar・Zoわαfα一Gesel夏scha｛t（Tab．茎3）

御前崎の海岸断崖基部で植生調査されたマント群落は，ハマサオトメカズラ，テリハノイバラ，
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Feld．Nr．；

　Tab，12　センニンソウーボタンヅル群落
αω～α’～5’81フ～瀦01一‘τ一α8〃zα∫～∫妙どびbJ∫α一Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　調査番丹

｝｛6he廿。　Meer（m）：

Gr6Be　d．　Probefiache（n蒐2）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

H6he　（1．　Klrautschicht（1n）：

Deckung　d．　Krautschic｝ユt（％）＝

Artenzah1：

海　抜　　高

調査面積
低木層の高さ
低木潭｝の植被率

草：本1習の高さ

草本層の植被率

出　現　種　数

∫K：

20

120

12

2

100

0．6

5

23

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　αθ〃zαオ’∫ψ’施々α

　CZ8〃‘z’～∫オ8ノフ～らθoノγz

　30ZαπZ4〃Zらη「α彦Z〃ノ’

Kenn－u．Trennartend．Rosetea　multiflorae：
　RO∫αノπZ‘♂‘1アZO’・α

　D∠0∫ぐ01－8αノ‘ψ0〃fご‘‘

　βrOZ‘∬0π（～彦∫αんα驚1ノ～0た∫

　Dガ0∫CO1’εαオ0ゐOrO

　五た6δ’α9κ加α’α

　ノ1〃ψoz砂∫～5ゐ’一⑳ψ64～〃～α．4α’‘客

　C6Zα5‘1マ4301一～〉’α‘Z‘‘改6

　耳礁山州1・！ζz／Zoノ瀞～〃～磁

　1）α‘オ．之’αcノ・｛～πα’‘‘

　5〃”zα諏‘ん〃～α

随伴種Beg！eiter：習α1θゐ♂α∫’～’∫‘！～5〃（ゾ～．～’∫var．9／‘め‘ノ1一ネザサ　S一十・2，

群落区分．種

　ボタンヅル

　セン’ニンソウ

　ヒヨドリジョウゴ

ノイバラクラスの種

　ノイバラ

　ヤマノイモ

　コウゾ

　i・コロ

　アケビ

　ノブドウ

　ツルウメモトキ

　フジ

　ウツギ

　サルトリイバラ

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

s

4・4

2・3

2・2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rん㍑∫ノαηα〃～（7αヌノレテ’S一十，

　G‘zZ∫z〃μψ～〃”～〃”£∫’ノ『’8η5’〃ノ’ヤエムグラS一十・2，撫ノ〃βズ。α”ノ∫ノ｝1Zτ，‘z∫．たτθαノ250ヤブカソゾウK一

　十，1％5如ατ！）‘ゲ沈μκノノ～αトボシガラK一十，勘4ygoノμ〃πα‘ψ∫‘～乙伽濯イタドリK一十・2，　P‘θ1安痂”π

　ασ’”∫ノ～’〃πvar．　Zα頗‘∫α‘Z～〃μワラビK一十，＆‘み～♂∫♪‘zノ¶’ぴ瀦。／uナワシロイチゴ1〈一十・2，ノ1ノ僧’d〃～∫5fα

ノ〉ノカ～cψ∫ヨモギK一十，湾c1め靴切疏β∫ノ41）oノゴαこヒカゲイノコズチ十．

調査地（調査年月日）Lage〔L　Aufn．（Datum　d，　Auf11，）：Yamam◎to，　Stadt　Fukuroi袋井｝＝：［：∫由本（Okt．30．

　1984）。

調査者Au．fgenommen（lurch　Y．　N，　Jw．　K．

2・2

1。2

1・2

1・1

十・2

十・2

十・2

十・2

十

十

アオツヅラフジを区分．種として，アオツヅラフジーエビヅル群落にまとめられた。アオッヅラフ

ジーエビヅル群落は高さ80cm，植被率60％で，他にハチジョウススキ，ノブドウ，ネザサ，ハ

マヒルガオ，オオバイボタ，スイカズラなどがみられる。つる植物は通常支持植物や垣根などの

支持物が必要であるが，アオツヅラフジ～エビヅル群落は支持植物がなく斜面に糊狂した形態で

生育している。海雑沿いの陽地に生育している植分である（Fig．10）。

f。ハマボウフウクラスほか（海岸砂丘草本植生）

　　G韮e1職Rietea　　l　i重重oralis　　u．　a．　（Kt童s｛；eRd蓑】臓en営Wiese期しvege£a£io鰍）
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Feld－Nr．

　　　Tab．13　アオツヅラフジーエビヅル群落
Co‘α‘Jz430治ガα‘伽‘z4∫一V読5プΣα施ZガαvaL　Zo6α’α一Gegellschaft

　　　　　　　　　　　　　　調査番号

H6he廿．　Meer（m）：

Waldrand－Exposition：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

海　　按　　高

林縁方位
調査面
植　　生　　高

植　　被　　率

出現種数

YA
2

5

S

10

0．8

GO

1！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唱Trennarten（1．　Gesellschaft：　　　　　　　　　　　　　　群落区分種

　君駕磁ノ・如∫6απ4εノz5　VaLη1αノゴ孟功雄　　　　　　　　　ハマサオトメカズラ　　　　　　　1・2

　Ro5ατσ図譜”u∫αノzα　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テリハノイバラ　　　　　　　i　　1・1

・・副…・齪・・…　　　　　アオ・ヅ・・ジ　　｛・
Kennartend．Rosetea　multiflorae：　　　　　ノイバラクラスの種　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　τη下達‘施磁var　Zoδαごα　　　　　　　　　　議ビヅル　　　　　　　　　3・3

　ノレノψ8Zo1》5お∂ノ翌びψ8八洲。認α∫α　　　　　　　　　　ノブドウ　　　　　　　　　　十・2

　ゐ。厩ご。薦ノ妙。疵。α　　　　　　　　　　　　　　　　スイカズラ　　　　　　　　　　十・2

随伴睡Begleiter：M∫50αノz”耀∫co〃46〃5‘z‘”∫ハチジョウススキ2・3，　jPZ皮。δZα∫’～‘54∫∫’ガ61Lz‘∫va鵡gZα加1闇ネ

　ザサ1・2，L忽ど4∫’ノwノ～oηαZケbZ’～〃；aオオバイボタ1・1，ゐψ汐’αノzo‘ゐノZo／rαイワダレソウ1・1，　CαZly5’09～α

　∫oZ4αノZ（ぜZαハマヒノレガオ÷．

調査地（調査年月日）Lage　d．　Aufn，（Datum　d。　Aufn．）：Kap　Omaezakl，　Omaezaki．cho，　Haibara．gun榛

　垢7〔君Bf麟11｝節1晦旧∫手口龍山麟矛　（Okt．30，1984），

調査者Aufgenommen　durch　Y．　M．

　御前崎地方には，浜澗砂丘をはじめとして千浜砂丘，御前崎海羅など海端｝と砂丘が発達している。

これらの海岸砂丘には，コウボウムギ，コウボウシバ，ハマヒルガオ，ケカモノハシなど砂の移

動や乾燥に耐える特有な草本植物から成る砂丘植生が成立している。海癖砂丘欄生嫡汀線か．らの

矩離や微地形によって，一定の植生配分を示す。しかし，当地方の海燦は土地造成や，釣り人，

オートバイの乗り入れによってかく乱され，砂丘植生も破壊，改変されている所が多くなってぎ

ている。

　16）．ハマグルマーコウボウムギ群集

　　　Wedelio－Caricetu搬koわol臓ugi　Ohba，賄yawakieもTx．1973（Tab．14）

　ハマグルマーコウボウムギ群集は海燦砂丘の最前線に生育するコウボウムギ優占群落である。

砂丘の後背部でも風による砂の移動の激しい立地にはハマグルマーコウボウムギ群集が成立する。

群落の高さは15cm内外であるが，砂の移動により植物体の大部分が埋ることも多い。ハマグル

マーコウボウムギ群集には，ハァヒルガオ，ハマボウフウ，ハマニガナ，コウボウシバ，コマツ

ヨイなどが混生しており，コウボウムギの純群落を除くと2～6種と種組成は単純である。群集
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　　Fig．10　海岸部に生育するアオツヅラフジーエビヅル群落（御前崎）

Cocα4～‘∫or玩α‘♂‘～’～f5－W”∫fcヴb〃αvar．　Zo6α‘ζ己一Gesellschaft　an　der　K荘ste（Omaezaki）．

の区：分種であるハマグルマは，今回の植生調査資料では見鴫されていない。ハマグルマーケカモ

ノハシ群集の場合も同様であるが，砂の移動の激しい立地に生育している砂丘植生や人為的影響

の強い海岸砂丘ではハマグルマが欠ける傾向がある。

　17）　ハマグルマーケカモノハシ群集

　　　Wedelio．lschaemetum　a烈傭ephoroi6is　Ollba，Miyawakieも響x．19ア3

　　　　（饗ab．14）

　ハマグルマーコウボウムギ群集の後背部に接して生育しているのがハマグルマーケカモノハシ

群集である。ハマグルマーコウボウムギ群集よりも砂の移動の少ない立地に生育している。群落

の高さは20～30cmであるが出穂期には60cmを越える。ハマグルマーケカモノハシ群集は，優

占種のケカモノハシが島状に株立ちしており，ハマヒルガオ，ハマボウフウ，ハマエンドウ，コ

ウボウムギ，コマツヨイなどを混生している。2～8種から構成されている。

18）　ハマグルマーオ漏シバ群集

　　Wedelio　prostratae・Zoysietum膿acrostachyae　Ohba，Miyawaki

　　eもTx．葉973　（T3b．14）
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　ハマクルマーケカモノハシ群集に接した風背斜面にはハマクルマーオニシバ群集が生育してい

る。ハマクルマーオニソバ群集は高さ10cm以下のオニシバ優占植分である。ハマクルマーケカ

モノハシ群集よりも風や砂の移動の影響の少ない立地に生育している。構成種はオニソバの他，

ハマヒルガオ，イワダレソウなど2～3種にとどまる。

　19）　ハマニガナービロードテンツキ群集

　　　Ixer三do・Fimbristyliδeもum　sericeae　Ohba，M：iyawakietTx．19ア3（Tab・14）

　砂丘後背部の凹状地や鋸鎌斜面にはハマ懲悪ナーヒロートテンツキ群集が成立している。ハマ

ニカナーヒロートテンツキ凝集は，ヒロートテンツキが小塊状に散生し，ハマヒルガオ，ハマニ

ガナ，ハタカヤ，メヒシバなどが混生する。出現種数は3～5種にとどまっている。ハマグルマ

ーコウホウムギ群集など他のコウボウムギ群団の植生と異なり，広而積の植分を形成することは

比較的少ない群集である。

　20）　：コウボウシバ群集

　　　Ca罫icet臆m　pumllae　Shi面zueもNagata1980（Tab．14）

　コウホウソバはコウボウムギに類似したカヤツリグサ科の多年草である。コウホウシバはコウ

ボウムギ，ケカモノハソなどと混生することもあるが，コウホウシバの優占植分はコウホウシバ

二二。

媛響

懇勢
撚

・鍵

i照門灘

糠無　　瞭譲物
鷺霧

　　　騒

発鰻饗騨蘇罷

幕際
　　　僧

門

騰堀罵一羅

・幾三二

　　馨

甕濃．

　　　　　難g．！1　ハマニカナヒロートテンツキ群集（浜岡砂丘）

IXerldO－FlmbrlSty11〔letUm　SenCeae（KUStendUnenbelHamaOka）
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群集にまとめられている　（清水・永田1980，大場1985）。コウボウシバ群集は砂丘内陸側の水

はけの悪い凹状地やゴミ投棄のみられる比較的富栄養な立地に生育している。また，人為的に破

壊された立地にも二次的に生育する傾向がある（宮脇御玉979）。構成種はハマヒルガオ，コマ

ツヨイなど3～5種があげられる。

　コゥボゥシバ群集はコウボウムギ群団，ハマボウフウオーダーに，まとめられる。

　2D　ギョウギシバ群落

　　　0μπodoπ4α吻Joπ・Gesellsc難a｛t（Tab．14）

　海岸砂丘あるいはその澗辺の表爾が固くなった砂地には，ギョウギシバがカーペット状に優占

するギョウギシバ群落が成立する。人為的な骨質により固結した砂地にもみられ，踏跡植生とし

ても観察される。群落の高さは出穂期でも15cm余りで，構成種もメヒシバ，ハマヒルガオなど

が低い被弾で混生しているにすぎない。ギョウギシバ群落は砂丘後背部の砂の移動の少ない立地

では自然状態で生育するが，二次的な管区が多く，後背地に設置されたグラウンドなどではシバ

草原のような面的な広がりをみせることがある。

　22）　イワダレソウ群落

　　　五＠εαπodεf’orα一Gesellschaft（騒】aわ．14）

　イワダレソウはわが国では奄美大島，沖縄など並熱帯地方の海岸に広く分布しているが本州で

は稀である。海岸沿いに局地的に分布し房総半島を北限としており，御前崎にもみられる。

　イワダレソウ群落は優占するイワダレソウを区分種とする高さ20cm以下の多年草群落である。

砂丘後部の砂の移動の少ない立地に生育しているが，二次的に成立した櫨分も多い。

　イワダレソウ群落は2つの下位単位に区分される。コウボウシバで区分されるコウボウシバ下

位群落は防砂堤の石垣セこ生育している二次的な施与である。テリハノイバラ，オニヤブソテツで

区分されるテリハノイバラ下位群落は，砂丘内陸側の安定地に生育している。

　イワダレソウ群落の植物社会学的な位置付けに関しては，ハマボウフウクラスに含まれると考

えられるが，亜熱帯との比較が行なわれておらず未決定である。

　23）　コマツヨイゲサーチガや群落

　　　0θπo漉θrαZαcεπεαεα一伽θrα彦αc〃伽drεcαvar．んoeπεσfε一Gesellsc蓋afも（Taわ．14）

　砂丘後部の安定帯にはチガヤ，ハマゴウ，テリハノイバラなどによって特徴づけられるチガヤ

ーハマゴウ群集が配分していることが普通である。浜岡砂丘からチガヤーハマゴウ群集の先駆的

楠分としてハマゴウ群落が報告されているが（宮脇・村上・鈴木198G），今回はハマゴウ植分の

植生調査資料は得られなかった。

　優賑するチガヤによって区分されるコマツヨイグサーチガや群落はチガヤーハマゴウ群集とほ
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ぽ同じ砂丘後部安定帯に生育しており，クロマツ植林に接している。群落の高さは50～80cmで，

コウボウムギ，言詞シバ，ハマヒルガオ，ケカモノハシなどハマボウフウクラスの種を混生して・・

いる。生育不良の低木状のクロマツ植林では疎生するクロマツが混生して2層群落を形成してい

る。

　24）　ツルナ群集

　　　Tetragonietum　teもragonoiδes　OhbaetSugawara1979（Tab．15）

　海岸の海からのゴミや海藻類が打ちあげられ堆積している立地は富栄養になっており，ツルナ

が優幽する植分がみられる。このツルナ面分はツルナを標微種としてツルナ群集にまとめられる。

今回植生調査された植分は，ツルナ1種から成る単純群落である。しかし，汀線沿いではオカヒ

ジキやハマアカザと混生したり，内陸側ではハマダイコン，ギシギシ，ノゲシなどと混生するこ

ともある。

Fei（1．Nr。：

Gr6Be　d，　Probe｛lache（m2）：

H6he　d，　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　VegetatiQn（％）：

Artenzah】：

Tab．15ツルナ群集
Tetragonietuln　tetragono三des

調　査番　号

調　査　面　積

高　　生　　高

植　　被　　率

繊　現　「種　数

Kennart　d．　Ass．：

7擁ノ「α8切πα観1鴇goノ～o’【！6ぶ

群集標徴種

　ツルナ

SS
！5

2

10

95

！

5・5

調査地（調査年月日）Lage　d・Aufn．（Datum　d．　Aufn・）＝Shirobane，　Omaezaki－cho，　Haibara－gun榛原君ll

　御1前ll噺1［1∫白∫鍔　（O正（t．　29．！984）．

調査者Aufgenomlnen　durch　K．　S，，　S．　S．

　9．ススキクラス（イネ科草原）

　　　Miscanthetea　s玉煎e且sis（Gr装ser－reicheRasen）

　毎年定期的な刈り取りを受ける土乎や道路法面，あるいは放置された造成地や畑放棄地にはス

スキの優占する二次草原が成立する。これらの植分はススキ群落にまとめられる。また，海辮断

崖地に生育している自然生のススキクラスの植生はイソギクーハチジョウススキ群集にまとめら

れる。

　25）　ススキ群落

　　　！砿ε8cαπオぬ膨s　sεπθπsε8－Gesei玉schaf乞　（里ab。16）

　ススキ群落は道路法面，畑の土手に生育しているススキ優占二分である。群落の高さ0．7～1。2

1nで植被率95％と密生した植分となっている。構成種にはススキの他，ワレモコウ，ノコンギク，
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Lfd．　1N「r．：

Feld－Nr．＝

Datum　d．　Aufn．：

H6he廿．　Meer（m）；

Exposition：

Neigung（o）：

Gr6f3e　d．　Probeflache（m2）：

Hδhe　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d。　VegetatiQn（％）：

Artenzah1：

Tab．16ススキ群落
M～∫6αη疏π∫5カ～8郷f5－Gesellschaft

　　　　　　　　　通　し番号

　　　　　　　　　調査番号

調査年月日

海　　抜　　高

方　　　　位

傾　　　　斜

調査廊積
植　　生

植　　被　　率

出　現種数

Trennarten　d．　Gesensch．　u．　Keanarten　d．　Kiasse：

　ハ4f∫‘αノz〃Lπ55カzθπsガ5

　磁η9κゴ∫o治α（～がΣo∫ノ～αZf∫

　Rzめz‘5ρα7－oヴ薇z‘∫

　み吻・α8ヨ1’α6・∫4θ5var．0・びα齢

　ル彦r’刀忽ημZO5α

　乃z漉9（ゾ診1「αρ5θκ4b廊ノz6∫o’ゾα

　五θ幼8漉之αδ∫‘oZoノーf．αα‘’肋Z∫α

　50Z漁80ゆ即τ‘ノでαvar．α5忽’‘㍑

　ゐ燦ηゼ548／z∫α’α

P’6ア溜酬α9」‘漉ノ～2‘〃3var．1α∫々‘3α‘！～‘〃～．

　／12惚〃凄厩αノ妙。π’cα

　〆1π〃κ1加θzzα1L∫’．・’α

　沢05αてe’C1π‘ノrα’αノ～α

　αψ〃ψθ読〃ノ’♪α7・・ひケZoノ・’‘〃’

・488ぜπθ加ゼ〃4磁var．9ノ如〃∫

　石y5ゴノ〃α61Lfαぐ♂〃Lノ・o～4β∫

　L85♪6漉辮が♂05α

・4‘1επ砂1z微≠7ψ1～ッZZαvar．ブ砂0’～fcα

　Eぐco∫Z（ψz‘5‘o∫μ♂〃乙ノ・

Begleiter；

　Aπθノ厩∫’αρノ伽ごゆ5

　∫セ84（ηゴα5αZノ～48ノ～5var．〃1‘Z’ノ・6’

　．Pb4ygoノ㍑‘〃みα‘功’4α’κ’〃

　5〃3∫♂α∫oん∫πα

　R郡6∫ααゐαノz8

群落区分種およびクラス標微種

　ススキ

　ワレモコウ

　ナワシロイチゴ

　ノコンギク

　オトコエシ

　ロマツナギ

　ヤマハギ

　アキノキリンソウ

　ニガナ

　ワラビ

　オトコヨモギ
　　　　　　　　　　　ぐ
　i・タシバ

　テリハノイノミラ

　ヒメアブラススキ

　ナンバンギセル

　オカトラノオ

　ネコハギ

　ツリガネニンジン

　アプラススキ

随伴．種

　ヨモギ

　ヘクソカズラ

　イタiごり

　サルトリイバラ

　アカ不

　1　　　2

MM　JK
52　　1
’85　’84

6　　10

14　　29

170　110

S　　N
45　　10

30　　25

L2　0。7

95　　95

24　　38

4・4

十

十

十

十

十

十

十

畢

，

o

・

．

．

o

o

●

レ2

十

十

3・2

2・3

1・2

12
十

〇

o

●

　●

2・3

2・3

2・2

14
1・1

十・2

十・2

十・2

十・2

　十

十

十。2

　十

十

　十

出現1回の種AuBerdeIn　je　elnmal　in　Lfd．　N覧1：＆∫彦zκuα1w～4∫ノzαc6αオユウシノケグサ1・2，髭∫α誼85

ブ妙07zぬ’5フキ十・2，　AπzZfαco’・ぬ’αウド十・2，30πcん～450Z81rαc8～‘5ノゲシ十，　RZめz‘∫1z’牌漉‘∫クサイチゴ

　十，ル飯。詫の1αごorぬ如タケニグサ十，　乃僻「αノ毎Zoろα雄クズ十，　ルノ厩諾6ガ5ゐ〃がα‘伽’αヤクシソウ

　十，7｝ガb1∫z〃μノ・砂8〃5シロツメクサ十，　ln　2；αノ楡‘〃πα〃盈α6ノハラアザミ1・2，　Z〃ψ6rα’α《yZ∫ノκ〃fαこ

　vaL々。θ漉gガチガヤ2・2，　Cα1rθ躍δ耀〃～8αコゴメスゲ1・2，ゐ01z∫6εノπノ64＞o漉αエスイカズラ十・2，五ゼ2☆ψ8

　ノ’～加。ノ’ヒメヤブラソ十・2，エ〈ygo4’2〃πノ妙。ノ～’α4η3カニクサ十・2，　Pf2zz‘5漉ノ～∫ヴZoπzアカマツ　十，
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　滋プ4∫5～αブ畷）01～～‘αヤブコウジ十，　＆（4）♂万口～〃2zゴα！＞o／z∫o～〃μオオハナワラビ十，　Cooα‘♂3‘∫01わ’6κZα∫～‘∫

　アオツヅラフジ十，丁加誼〃μclz切8η∫8カナビキソウ十，ん漁照工。πん砂∫4郡コブナグサ十，　Cαπ切

　18z’‘06配。プαアオスゲ十，α8〃’α’～∫彦8プノ～耀02こ口センニンソウ十，　Egぬ58’～〃μα卿8刀∫8スギナ十，　Eπ1）α∫o一

・加・・勧4め，…’〃サワヒヨ籾＋，Df…”・・’…ψ・・加・v…1・・9∫・め・∫・・〃・カワラナデシコ＋，

　ノ1刀gβZ／Cα68ぐπ7r画定ノαノダケ十．

調査地Lage　d．　Aufn．；Lf⊂L　Nr，1：Tomita，　Kikugawa・machl，　Ogasa・gun小笠郡菊川II汀寓田，2：Yamase，

　Osuka－cho，　Ogasa－gun小笠郡大須賀町【一1．1瀬．

調査者Aufgenommen　durc11；Lfd．　Nr．1：K．　S．，　Y．　M，2：Y．　N，　Jw．　K．

ナワシロイチゴ，オトコエシ，ワラビ，オトコヨモギ，トダシバ，ツリガネニンジンなどのスス

キクラスの高島，ヨモギ，ヘクソカズラ，サルトリイバラ，アカネなどがみ舅）れる。草本群落と

しては種組成は豊富であり，24，38種をかぞえる。

　ススキ群落は毎年定期的な刈り取りや火入れによって維持されている二次草原植生である。ス

スキクラスの種群を多く伴っているが，種組成的にネザサなどの群集標徴種を欠いているため群

落として記載するにとどめる。

26）　チガヤ群落　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　∬即erαオα　e〃Zεπdrεcαvar．た。επε9εε一GeseUsckaft　（Tah．17）

島田市の大井川沿いで’チガヤ優占増分が植生調査され，チガヤ群落に区分された。チガヤ群落

Feld．Nr．：

H6he蔭．　Meer（m）＝

Gr6Be　d．　Probef】老iche（m2）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

　　Tab．17チガヤ群落
Z〃ψ8剛α¢蜘z4ガ。αvar．ん08πゼ9’∫一Gesellschaft

　　　　　　　　　　　調査番号

海　　抜　　、呈i畠

調査面
植　　生

植　　被　　率

　　現．種数

Trennart　d．　Gesellschaft：　　　　　　　　　　　　　群落1…ζ分．毬

　1〃4）8πZ∫α‘ツ1∫η‘」万ぐαvaLた08加8ガ　　　　　　　　　　チガヤ

Kenn－u．Trennartend．Miscanthetea　sinensislススキクラスの種
Ro∫ατθゴ‘ゾ～z‘1η～α刀α

Mf∫cαノπ1η，∫∫加8ノ～5∫∫

Z〃漉19の砲躍！，∫α’40”ノ～ε’θノ・～α

ゐ8∫♪θ4傑‘zぐ’〃～8α！‘～

テリハノイバラ

ススキ

コマツナギ

メドハギ

MM
4

10

16

1

90

14

5・5

2・2

十・2

十

十

Begleiter随伴種：G6，‘’刀65（ヴαッルマメ1・2，1七Z）ノgo〃〃刀ぐ～’5♪～ごZα頗η’イタドリ！・2，δα4の5’‘〃〆）rαgだf5

　タチヤナギ1・1，・翫8（劾漁3α〃κ1β〃∫vaL〃～α∫ノ窃ヘクソカズラ十・2，！肋∫α〃zκ〃げZo1㍑ノイバラ十・2，

　君σ～’1∫8細〃～‘〃一こ昭ノ～c8スギナ十，　A〃ψ8Zoが～∫ゐノrα，ψ6‘ん〃α‘Zα∫αノブドウ十，　C8Zα鋤・r’∫oノ・ろ’c認碗μ5ツル

　ウメモドキ十，R～’ゐ1α盈‘切6アカネ十．

調査地（調査年月i≡DLage（1．　Aufn．（Datum（L　Aufn．）：BrUcke　Shin－o｝gawa－bashi，　Stadt　Shimada　島

　田市議大井川橋（Jun．12．1985）．

調査者Aufgenommen　durch　K．　S，，　Y．　M　u．　a．
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　　　　　Fig．！2　河川の堤防沿いに生育するチガヤ群落（島田了｝了）

Einen　FluB　begleitencle∫〃ψρノ毎‘～‘ッ1～ノ～4がωvar．た。‘ノ〃～gノ’一Gesellschaft（Stadt　Sllimada）．

はチガヤを区分糎．とし，テリハノイバラ，ススキ，コマツナギ，メドハギなどのススキクラスの

種群，ツルマメ，イタドリなど14種から成る。鴻川敷後方から護爆用の土手にかけて広がってお

り，より河川の前線側ではタチヤナギ群集などヤナギ林の潜在自然植生域に盗1三育している。

　27）　イソギクーハチジョウススキ群集

　　　Chrysant黙emo－Misca隷thetu職co難densaもi　O数ba1971（Tab．i8）

　海からの強風，土壌の薄い急斜面という厳しい環境にある海岸断崖にはイソギクーハチジョウ

ススキ群集が成立する。関東，東海に分布域をもつイソギクーハチジョウススキ群集は，調査地

域内では既に御前崎の断崖地から報告されている（宮脇・村上・鈴木1980）。

　今回植生調査資料が得られたイソギクーハチジョウススキ群集は御前崎海霧沿いの道路法面に

生育している二次的な植分である。優醸するハチジョウススキとイソギクによって区分される。

群落の高さは1mで，他にヨモギ，ハマエンドウ，ハマスゲ，トベラ，ヒメヤブランなどが生育

している。イソギクーハチジョウススキ群集は御難崎地方が分布の西限にあたり，紀伊半島では

キノクニシオギグーアゼトウナ群集に置き替わる。
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Feld．Nr．：

　　Tab．18　イソギクーハチジョウススキ群集

Chrysa蹴hemo－Miscan亡he亡umcondensati
　　　　　　　　　　　　　　調　査番　号

H6he　U．　Meer（m）：

Gr6Be（L　Pr・beflache（！n2）：

H6he〔L　Vegetation（ln）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahi；

海　　抜　　高

調　査　瀟　積

植　　生　　高

顧　　被　　率

出　現　種　数

Kelmarten　d．　Ass．：　　　　　　　　　　　　　　　　　　揖竃三重徴種

　盛方∫α’ノ’！1～〃3ω〃‘1‘ノ〃∫‘～細5　　　　　　　　　　　　　　ハチジョウススキ

　Cん：y∫α1～11～‘ぞ〃1～〃〃ノ，αビび7θ〃〃　　　　　　　　　　　　　　　　　イソギク

その他の種Sonstlge　Arεe11：・4〃‘・〃溶ノζ～汐ノカ～αがヨモギ1・2，

SS
19

5

30

1

100

11

5・5

2・2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加／みツ～w5ノζψo〃記～びハマエンドウ　1・2，

　α～7α1∫3coノブ～1α’1‘～’αカタバミ十・2，　Rz‘～♂‘ぞ’ゾα∫α躍6～‘’ノ～5　var．〃’‘τ～’癖ヘクソカズラ十・2，　C♪｛ρ8ノマ’5ノ「θ々〃z‘／～’∫

　ハマスゲ十・2，P液。∫ρωwμ如演ノuトベラ　十，ノレ〃ρ610∫）∫～∫ゐノ贋，ψ8‘1”濯～’1α如ノブヂウ十，ゐ11ゾ砂8

　ノ〃加ω噂ヒメヤブラン十，∫《‘，∫α型’ビ1擢’U～α〃σテリハノイバラ十．

調査地（調査年月目）Lage（L　Aufn．（Daklm（L　Au‘n，）＝1くap　Omaezakl，01naezaki－cho，　Haibara－9uI1榛

　屑〔君【～三型i∫山奇田∫顧蓬1撹fll寄　（Okt．　29．1984）

言説査者AuFgenommeI｝durch　K　S．，　S．　S．

h．ヨシクラス（湿性多年生草本植物群落）

　　Phragl縦童tetea（Rδhrichte　und　GroBsegge灘胴（；｝eseHschaften）

池沼や河州の浄辺，地下水位の高い湿地など湛水状態が続く立地では，ヨシ，ガマ，マコモ，

カサスゲなど多年生の草本植生が成立する。今回，水田放棄地，姓水池，河「1などからヨシクラ

スにまとめられる植生調査資遷1斗が得られた。

　28）　ヨシ群落

　　　pんrαg配髭es　α配sfrα翫ερGeseUschaft　（Tab，19）

　ヨシは湿性立地に広く生育し，種子散布も早いためにいち早く侵入し優占卜分を形成する。ヨ

シ群落はヨシが優占し，ヨシ1種あるいはタネツケバナ，セリなどが低い被度で混生するにすぎ

ない単純群落である。群落の高さは2．5mにも達する。水田放棄地では先駆槌生としてヨシ群落

が成立するほか，水深の深い密栄養な立地でも抽水植物群落としてヨシ群落がみられる。

　29）　チゴザサーヨシ群落

　　　∬sαcんπε　σZoわ08α一1）1Lrασ配εオθs　α麗8frαZεs－Gese難scha£t　（τal⊃．20）

　チゴザサーヨシ群落は密生するチゴザサを区分種とし，ヨシ，アキノウナギツカミ，シロバナ

サクラタデなどが混生する湿性多年生1｛｝1〔物群落である。チゴザサーヨシ群落は放棄後4～5年の

水田放棄地に生育しており，比較的栄養塩類の供給が少ない立地のヨシ草原である。
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Lfd．　Nr．：

Feld－Nr．：

Da亡um　d．　Aufn．：

Hdhe茸，　Meer（m）：

Gr6Be　d。　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（m）l

Deckung　d．　Vegetation（％）

Artenzahl：

Tab．19ヨシ群落
勲7π9〃3漉∫αzぜ5磁Zf∫一Gesellschaft

　　　　　　　　　通　し　番　号一

　　　　　　　　　調　査　番　号

調査年月日

海

調

植

植

出

　抜

査　面

　生

　被

現　種

醒諭’

積

高

坪

数

Trennart　d．　Gesellschaft：

P／L／ugノμ鉱8∫απ5彦7・α距5

群落区分種

　ヨシ

1　　　2　　　3

JK　MM　MM
ll　　44　　46

’84　　　’85　　　’85

10　　6　　　6

30　　14　　14

2　　　8　　　8

16　　8　　　9

2。5　　　1．2　　　1．5

工00　　90　　70

5　　　1　　　3

5・5

嵐現1回の種AuBerdem　le　einmal　ln　Lfd．　Nr．1：」～〃～czf∫φ2’5～∬var．漉‘，～♪’ピ’～∫イ　十，

　プZ∬z’05βタネツケバナ÷・2，204）go／z／4〃勘ノ4ノー曜）ノノ）〃ヤナギタデ→一，0読漉5‘wフ～∫‘・〃10！θカタバミ

　in　3：0θ1～α2z〃L8ブαηαノzf（πセリ　1・2，　Rz〃7～e灘ブ昭）o／zノご〃5ギシギシ十・2．

調査地Lage　d．　Aufn，：Lfd．　Nr．1：Asaoka，　Asaba－cho，　Iwata－gun磐田郡浅羽1町浅岡，2，3：Kato，　Ogasa－

　cho，　Ogasa－gun小笠郡小笠田丁河東

調査老Aufgenommen　durch：Lfd．　Nr．11　Y．　N．，」．　K．　u．　a．，2，3＝K．　S．，　Y．　M　u　a．

5・5　4・4

・Cα1・読〃〃ノ刀｛～

　　　　十，

Feld－Nr．：

　　　　Tab．20　チゴザサ・一ヨシ群落

途αc肋8gZo∂o∫の昂、7π9髄η漉8∫αz‘5‘ノ泌∫∫一Gese11schaft

　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　番　号

H6he菰．　Meer（m）：

Gr6Be己Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（cm）＝

Deckung　d，　Vegetation（％）

Artenzahl；

海

調

櫨

植

｝il

抜

査　禰

　生

　被

現　種

積

1＝…期

率

数

Trennarten（1．　Gese：lschaft；　　　　　　　　　　　　　　　群落区分雁巨

　為α疏肥gZo∂05α　　　　　　　　　　　　　　　　　　チゴザサ

　rb4ygOπ㍑ノπノ昭）0πfCZ〃π　　　　　　　　　　　　　　　　シロバナサクラタデ

K：ennartend．Phragmitetea：　　　　　　　　　ヨシクラスの種
　Pゐプα9ノπ髭β5αZ‘舘7rα距5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨシ

　，ノ～‘η6μ5轟〃5z’5　var．♂86ゆfωz5　　　　　　　　　　　　　　　イ

随伴種Begleiter：・42・‘ゐ耀£oπ屠砂勲．‘5コブナグサ十，

　5∫8ろoZ読fアキノウナギツカミ1・1，　・Eo1～～ア～o‘配。αcブ～’∫一gπ1！fイヌビエ→一，

　ソバ　十．

JK
6

2

36

90

90

9

5・5

十・2

Ky∠f刀9召8フマ～び〃～〃雄ヒメクグ十，

　　　　　　　　　　　PbZツ8御～τ〃〃1ノ躍ノ～ゐ8ノ客ガミゾ

　3・4

十・2．

fbらP8切～〃〃’

調査地（調査年月日）Lage（1．　Aufn．（Datum　d。　Aufn．）：玉gooka，　A漁ba・cho，　Iwata－9un磐田書1i浅羽町：7i二

　十岡（Okt．30．1984）

調査者Aufgenommen　durch　Y．　N．，3w・Ku．　a・



δ1

　30）　チゴザサーアゼスゲ群集

　　　Isachno－Ca罫量cetum　thunbergii　M隻yawakietOkuda1972（Tal｝．21）

　画すじの比較的貧栄養な水田放棄地にはチゴザサーアゼスゲ群集が成立する。袋井市山本の小

笠沢川上流の水田放棄地で植生調査資料が得られた。一般にチゴザサーアゼスゲ群集はチゴザサ

やアゼスゲが優占するが，この二分ではチゴザサを欠き，優占しているアゼスゲを標三種として

まとめられる。2層群落を形成しており，草本第1層にはヨシ，マアザミ，アブラガヤなどが生

Feld－NL：

H6he慧，　Meer（m）：

Exp◎sition：

Neigung（。）：

Gr68e（1．　Probeflache（1112）：

H6he　d．王くrautschicht－1（m）：

　Tab．21　チゴザサーアゼスゲ群集

Isachno－Caricetum　thunbergii
　　　　　　　　　　　　調i査　番　号

Deckung　（1．　Krautschicht－1（％）：

H6he　d．　K：rautschicht－2（m）・

Deckung〔L　Krautschichレ2（％）＝

Deckung　d．　Moosschicht（％）＝

Artenzahl：

海　　抜　　高

方　　　　位
．傾　　　　斜

調　査　面

草本第1層の高さ

草本第1暦の植被率

草本第2暦の高さ

草本第2層の植被率

コケ層の植被率

掴ll　現　種　数

Kennart　d．　Ass．；

　Cα’・α〃配〃め81君”

Kenn－u．　Trennarten　d．　Phragmitel：ea：

測zノ駕9ノμ’螂α’‘∫彦1マzz∫∫

7偽磯yμ6’廊♪αz～‘5彦ノ・δ

Lツ5∠川αご痂αノbノ・∫槻。∫

E～ψα’o’ゾz‘〃’Z〃～4」¢yα〃～〃〃

1ゐ・仰”5／u〃’0∫～∬～ノ”・・∫var4ψ・〃’α’∫

．E∠ω6ゐα1ゾ5て扉C1，～〃せ～‘♂

C～，・∫々‘〃～、∫～酌。♂‘！’～

5c〃診～’5四～‘ヲ昭1ττ‘ノ

ム♂oZ《，Z6ごθ〃ん1YZ，〃6ヂ∫

ゐ〃zαβ‘ガ｝’5〃5var。‘た6ψ1β〃5

群集標徴－種

　アセ1スゲ

ヨシクラスの種

　ヨシ

　ヒメシタ

　ヌマトラノオ

　サワヒヨヂリ

　コシロ不

　シカクイ

　マアザミ

　アブラガヤ

　スイラソ

　イ

1（2

K：1

K2
K2
K2
K2
K2
Kl
Kl
K2
K2

JK1

26

120

N
5

2

1．8

4G

O．5

90

60

25

随伴種Begleiter；M！50‘班‘1L’‘∫5♂〃召’z5’5ススキK1－1・2，　E望κ’5θ‘μ〃Lαノwノ～∫6スギナK2緑・2，

4・4

2・2

2・3

1・2

1・2

十・2

十・2

1・2

1。2

十・2

　十

丁ん厩6おπη凄

　sp．シノブゴケ属の一種M－4・4，勘1～αg〃κ〃ψαZ螂‘測オオミズゴケM一十・2，ルz〃読η詔α1癖如トダ

　シバK1一十・2，　C），〃め砂ogo〃’01廊”∫var。8’061カ～4fオガルカヤKl一十，ルプπα∬如ρα」τ‘∫孟ガ∫ウメパ

　チソウK2一一ト・2，∠）ノ・05ωτこ宴）α疏”♂α∫αコモウセンゴケK2一十・2，0∫〃耀π4αノα1）011なα一ビンマイK2一

　十，ゐ厩｛ψ6〃’∫’zoノ’ヒメヤブランK2一十・2，魚Zoπz9’5〃zゼ。／r侃孟11αアジノトウグサK2一十・2，　Cαプαむ

　sp・スゲ属の一種K2一十・2，　R1λy〃ご1LO∫♪o／rαノa～‘ノゼ厩オオイヌノハナヒゲK2一十・2，　V「fo♂αη8rθ6ππ4α

　var．56ノπ南口α厚∫アギスミレK2－1・2．

調査地（調査年月i三DLage　d．　Aufn．（Datum　d．　Aufn．）lYamamoto，　Stadt　Fukuroi袋井市山本（Okt．30．

　1984）

調査者Aufgenommen　durch　Y．　N．，　Jw．　K．　u．　a．
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育している。草本第2層にはアゼスゲ，ヒメシダ，ヌマトラノナ，サワヒヨドリ，コシロネなど

ヨシクラスの種群が生育している。この他，ススキ，トダシバ，ウメバチソウ，コモウセンゴケ，

オオイヌノハナヒゲ，オオミズゴケなど多くの種がみられ，磯三種数25種とチゴザサーアゼスゲ

群集としては構成種の豊富な植分である。

　31）　シオクゲ群集

　　　Caricet疑m　scaわr董foliae　Miyawak裏etOhba　1969（Tab・22）

　シオクグは潮の影響を受ける河口の干潟や波の静かな入江の岸辺に優占し，シオクグ群集を形

成する。シオクグ群集はシオクグ1種から構成される植分も多いが，耐塩性の強いヨシが混生あ

るいは優占することもある。構成種は1～2種にとどまる。シオクグ群集は大東町の菊川河口で

植生調査資料が得られており，本州，四国，九州の沿燦に広く生育する塩沼植生のひとつである。

1♂fd．　Nr．；

Feld．Nr．：

Datum　d．　Aufn。＝

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）；

H6he　d．　Vegetatio11（夏n）：

Deckung　d．　Vegetat三〇n（％）：

Artenzah1＝

Tab．22シオクグ群集
　Caricetu111　scabrifoliae
通　 し　番　号

調　査　番　号

調査年月　日

調　査　画　積

梶〔　　生　　高

植　　被　　率

出　現　種　数

Kennart　d．　Ass．＝　　　　　　群集疲雲徴．種

　Cαノ・o露50αゐノガb〃α　　　　　　　シオクグ

Kennartd．Phragi1ぬtetea：ヨシクラスの種
　習z1Yエ9〃慮85α～醜ノuどf∫　　　　　　ヨシ

Begle三ter；　　　　　　　　　随伴種
　C1昭ノ～oρo‘」∫～‘〃’α〃」わノ鳥。∫∫o∫485　　　ケアリタソウ

1

MM
31

’85

6

13

4

0．4

70

2

2

JK
39

’84

10

31

！

o．4

80

！

3

JK
40

’84

10

3／

16

0，4

80

1

4

∫K
4！

’84

五〇

3／

16

0．5

90

1

5

JK
42

’84

10

：31

16

2

8〈）

2

6

MM
28

’85

6

13

9

1．2

90

2

7　　　8

MM　MM
29　　30
’85　　，85

6　　6
13　　13

9　　　4

0．8　　0．8

80　　7｛｝

2　　　2

4・4　　5。5　　5・5　　5。5　　3・3　　1・2　　4。4　　4。3

十・2　　・

・　　　4・4　　5・5　　1・2　　÷。2

調査地Lage　d．　Aufn。；Lfd。　Nr．1，6～8：Brucke　Kikugawa，　Daito－cho，　Ogasa－gun小笠郡火身｛町菊川橋，

2～5：Flu30ta，　Fukude・cho，　Iwata・gun磐ili：磯1福田町太「llりil．

調査者Aufgenommen　durch；Lf（1．　Nr．1，6～8：K．　S，，　Y．　M．　u．　a．，2～5＝Y．　N，，」．　K，　u。　a．

　32）　マコモ群落：

　　　Zεzαπεα　Zαf〃ro髭α＿Gesel蓋scka£t　（Tab．23）

　流れの緩やかな河川の池沼や羅辺にを柔マコモの優占植分が生育する。このマコモ群落は高さ2

m近くに達する抽水草本群落である。マコモ群落は小笠町河東の貯水池や浜岡町箴州沿いで植盗L

調査資料が得られている。水深の深い貯水池ではヨシを交える程度であるが，水深の浅い富栄養
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な河辺ではミゾソバ，アメリカセンダングサなどのタウコギクラスの種やセリ，イ，ジュズダマ

などを混生している。

Lfci．　Nr。：

Fe1〔しNr．：

Datum〔1．　Aufn，：

Hむhe漬。　Meer（m）：

Gr68e　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（ln）：

DeckUn9〔L　Vegeta亀三〇n（％）；

Artenzahl：

Tab．23マコモ群落
　Zノ潔〃1‘zZご～’～γみZ1π一Gesellschaft

　　通　し番号
　　調　査　．番　臨

調i査年月日

海　　抜　　『綜「

調　査　面　積

植　　被　　率

　現回数
Trennart　d．　GeseUschaf亀＝

　z’溜〃’αzζz’ヴb々α

13egleiter：

　P尻ツgo〃’‘〃↓〃耀ノ～δ6ノニ9万

群落区分種

　マコモ
随伴．種

　ミソソハ

1　　2　　3　　4

MM　MM　SS　KK
43　　45　　エ　　69
’85　　　’85　　　’84　　　’85

6　　6　　10　　9

14　　14　　28　　5

8　　8　　55　　8
4　　　　4　　　2。4　　4．5

1　　！．3　　L8　　1．8

90　　　　90　　　　90　　　　90

2　　2　　4　　6

5。4　　5・4　　5。5　　5。4

。　　　　・　　　！・2　　3・3

出現1剛の種AuBerdem　le　einmal　in　Lfd．　Nr．1。7》πραノα♪o〃’cαヒシ十，　in　2；P1ηπ91厩’6∫απ∫々πZf5

　諏シ十，1113：刀”π8’〃‘～’6∫メαρo〃ズぐαツルヨシ1・1，　Co〃〃ノ」6♂∫παco〃z11‘z‘π∫5ツユクサ十，　｛114：Co配

　♂α‘ノツ〃～αゾ。演ジュズダマ1・2，八｛yガ。カ1び必‘ノπあ遅5’♂∫o〃∫8オナフ→売モ十・2，，乃〃zcκ∫《〃を‘5ご‘5　var．460ψf6ノ～∫

　イ　十，易”9ぴθ〃5’〃〃ζτ”℃〃5’∫オオアレチノギク十・2，0ε1～α〃”昭ブαてノα雇ぐαセリ十・2，β∫‘Z6〃∫力心。π405α

　アメリカセンダングサ1・2，E‘漉ノ，’αノη’o∫”u’‘zタカサブロウ十．

調査地Lage〔L　Aufn，；Lf〔L　Nr．1，2：Kato，　Ogasa．cho，　Ogasa．gun　小笠郡小笠町河鱗芝，3；Nishikata，

Kikugawa－ch・，　Ogasa－9un，小笠郡菊川11｝晒力，4：FluB　Osa・gawa，　Hama・ka℃hQ，　Ogasa－guH小笠郡浜

　岡町箴川

調査者Aufgenolnmen　durch；乱fd．　Nr．1，2：K：．　S．，　Y．　M．　u。　a，，3，4：K．　S．，　S．　S。

　33）　ガマ群落

　　　丁〃Pんα’αfεfo髭α脚Gesellschaft（饗ai）・24）

　ガマはヨシやマコモとも混生するが，湿田の放棄地では衝占植分を形成することがある。ガマ

群落は浅羽町浅岡の水田放棄地の植分がまとめられている。優占するガマの高さは2mに及び，

その下にサヤヌカグサ，イ，セリなどが生育する2層構造をとっている。ガマを主体とする群落

は種組成的な特徴が少なく，未だ植物社会学的な植生単位は決定されていない。
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Feld＿Nr，：

H6he荘．　Meer（m）：

Gr68e　d．　Probeflache（m2）：

H6he　（1．王（rautschicht－1（鶏）：

Deckung　d．1くrautschicht－1（％）：

H6he　d．　Krautschicht－2（m）：

Deckung　d．　Krautschicl覚一2（％）：

Artenzah1：

Tab。24　ガ マ 群　　落

7地11α♂α‘ごノわ♂～α，Gesellschaft

調　査　番　号

海　　抜　　高

調査　薗　積
草本第1層の高さ

草本第1層の理由率

草本第2層の高さ

草本第2艘の植被率

出　現　種　数

Trennart　d．　Gesellschaft＝

辺yカんαZα耐協α

群落区分種

　ガマ K1

JK
10

2

25

2

80

0．5

50

5

5・5

その他の種Sonstige　Arten：加6ノ下～α5のノζzπz’たαサヤヌカグサK2－3・4，」～’〃α‘∫（ミが｝’∫～’∫w竃r．4α，ψ∫ε〃5イ

　K2一≒ト・2，08／zα漉118ノαuα〃～cαセリK2－1・2，　Jz‘〃‘～びZβ∫ご11ε〃α”♂‘～∫？コウガイゼキショウの一種K2一

　十．

調査地（調査年月日）Lage　d．　Aufn．（Datum　d．　Auf11．）：Asaoka，　Asaba－cho，1wata－gun磐｝i日郡浅羽町浅

　隣1　（Okt。　30．1984）

調査者Aufgenommen　durch　Y．　N．，　Jw．　K　u．　a。

　3の　ツルヨシ群集

　　　1）Lragmitetum　japonicae亜namikawa1963（Tab．25）

　河川の中～上流域の7可床にはツルヨシが特微的に生育し，それらの植分はツルヨシ群集にまと

められている（南川1963）。ツルヨシ群集はツルヨシが根茎を張りめぐらせ河床に定着するので，

急流の不安定な立地でも一定の面積をもった植分を形成する。種組成は単純でツルヨシ1種のみ

から成る植分もあるが，2～3種で構成される場合が一般的である。ツルヨシ群集はツルヨシ以

外に特徴的に結びつく種はみられず，植分により構成種が異ることが多い。

i．ヒルムシロクラス（浮葉沈水草本植物群落）

　　Pota澱ogetonetea（Schwhnmb茎aもt・u蹴d　Laichkraut・Gesellschaften）

　池沼や山水池にはヒルムシロ類，ガガブタ，ヒシ，クロモなど浮葉，沈水植物から成る草本群

落が形成される。ヒルムシロクラスの植生は今回はヒシ群落が記録されたにとどまる。
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Lfd．　Nr．：

Feld－Nr．：

DatUm　d．　Aufn：

H6he　U．　Meer（m）：

Neigung（o）＝

Gr6儘e（しProbef互ache（m2）：

H6be　d．　Vegetation（m）；

Deckung　d．　Vegetation（％）＝

Artenzah1：

Tab．25ッルヨシ群集
Phragmitetumlaponicae

　　　　　　　　　通　し番号

　　　　　　　　　調査番号

調査年月日

海　　抜

傾　　　　斜
調　査　簡

植　　生

植　　・被

現種数
Kennart　d．　Ass．：　　　　　　　　　　　　　　　　群集標微種

　揚π馨ノπ露65ブ‘ψ01～～Cα　　　　　　　　　　　　　ツルヨシ

随伴種Begleiter；Lfd．　Nr．1：凸fω切滋Zoδ‘」’‘‘クズ十・2，

　五ノ弼〃憲む。π1～醐ρ1滅’5コブナグサ牽・2．

1　　2

MM　SS
51　　2
’85　’84

6　　10

14　　28

60　　55

0　　0
5　　2．8

！．2　　1

90　　70

2　　3

5・5　4・4

2；ゐビ6ヂ5’α5‘げα川読α　サヤヌカグサ　玉・2，

調査地Lage　d．　Aufn．；Lfd．　Nr．1：Tolnita，　K：ikugawa－cho，　Ogasa－gun小笠郡菊川町富1｛li，21　Nlshikata，

　Kikugawa－cho，09asa－9un小笠郡菊川町西方

調査者Au：fgenolnmel｝〔lurch；Lfd．　Nr．！；K．　S．，　Y．　M．　u．　a．，2；K．　S．，　S．　S．

Lfd．　Nr．：

Feld．Nr．：

　35）ヒシ群落

　　　Tr偽Pαノ⑳o泥εcα一GeseHschaft　（7ab．26）

　ヒシは1年生の浮葉植物で嘉栄養な池沼，貯水池では一面に繁茂することがある。ヒシ群落は

ヒシユ種が優占する他は稀にウキクサなどがみられるにすぎない。ヒシの優占高分はガガブター

ヒシ群集にまとめられている（富脇・奥田・藤原・大1⊥1・山田1977）が，小笠町河東の貯水池

で植生調査された植分にはガガブタ，アサザ，ササバモなどの標微吟群が生育していないため単

にヒシ群落として記載された。

　　　　　　　　　　　　　Tab，26ヒシ群落
　　　　　　　　　　　　　　　丁》「αノ）αみψθ〃’α～一GeseUschaft

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、げ．ρ　　　　　　　　　　　　に．．1．

Gr6Be　d，　Probeflache（m2）：

Deckung（L　Vegetation（％）：

Artenzahl；

油　し

調査
番7ラ

番号

　査　傭　積
植　　被　　率

出　現　種　数

1

MM
41

4

90

1

2

MM
42

4

90

2

Trennart　d．　Gesellsc1｝aft：　　　　　　　　　　　　群落区分種

　箔卿妙αノαPoノ房αε　　　　　　　　　　　　　　　ヒシ　　　　　　　　　　　 5・4

Beglelter＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　勘々η磁Zσ♪04γ酌∫靴　　　　　　　　　　　　　　ウキクサ　　　　　　　　　　 。

調査地Lage　d．　Aufn．：Kawato，　Ogasa・cho，　Ogasa－gun　小笠郡小笠町河東（Ju：ユ．14．1985）

調i査i者Aufgenommen　durch　K・S・

5・5

÷・2
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j．iヨモギクラスほか（路傍草本植物群落ほか）

　　Artemisietea　priRcipis　u．a．（Wegrand・Unkrautgesellschaftenu．　a．）

　林縁や路傍の富栄養な適潤立地，河原には多年生の広葉草本から成る植生が発達しておりヨモ

ギクラスにまとめられている。

　36）　メドハギーヤハズソウ群落

　　　LθSpθdθzααεπεα彦α一Kωπ3配θroひεαsfrεαごα靹Gesellschaft（Tab．27）

　河原は河川の増水，氾濫による冠水や砂礫の移動，直射日光による乾燥という厳しい環境にあ

り，河原特有の植物群落が成立している。島田市の大井川橋の2可川敷で植生調査された植分は，

ヤハズソウ，メドハギ，アレチマツヨイ，ムシトリナデシコ，アプラシバ，カワラケツメイ，カ

ワラヨモギなどを区分種としてメドハギーヤハズソウ群落にまとめられた。メド口早ーヤハズソ

ウ群落は高さ20～30Cmの比較的疎らな野分で，上記の種の他にヨモギ，ヒメムカシヨモギ，ニ

ワゼキショウ，メヒシバ，シロツメクサなどがみられ，田野種数は20種に及ぶ。河川敷や中洲の

砂の混在した掃地に生育している。メドハギーヤハズソウ群落とほぼ同じ立地に成立する植生と

してカラメドハギーカワラケツメイ群集が知られている（奥田1978）。種組成的にも類似してい

るが，メドハギーヤハズソウ群落にはカラメドハギ，マルパヤハズソウが生育していないことに

より今厩｝は別群落として記載された。

　37）　ドクダミーヤブミョウが群集

　　　Ho疑tt縦ynio・Pollietum　3apo益三cae　MurakamiinMiyawakU982（Tab・2ア）

　ドクダミーヤブミョウが群集は，ヤブツバキクラス域の自然林の即発に生育するソデ群落であ

る。優占するヤブミョウガ，ハエドクソウのほか，シンミズヒキ，アキノタムラソウによって標

野，区分される。群落の高さは70cm余りで，他にドクダミ，ケチヂミザサ，ウラシマソウ，ヒ

カゲイノコヅチ，ヤブランなどが生育している。ドクダミーヤブミョウが群集は掛川箔八坂，旧

任八幡宮のミミズバイースダジイ群集の社叢林の林縁に生育しており，路傍草本群落としてはゴ

ミの投棄など人為的影響の少ない，より自然に近い状態で生育している群落である。

　38）　ヨメナーヨモギ群落

　　　1ζα’εητθrεs　〃。η⑰θπα一』4r’θrπε8εαprεπC｛ψ8・Gesellsc蓋afも　（「ra｝）．27）

　日当りの良い畑や，水田のやや乾性の畦肩部には，ヨメナ，ヨモギ，ヒナタイノコズチなどが

生育する多年生：草本群落がみられ，山回ナーヨモギ群落にまとめられる。葺メナーヨモギ群落は

ヨメナ，ヨモギが優占する他，セイタカアワダチソウ，タチカタバミ，ヒナタイノコズチ，ギシ

ギシなど計7～9種から構成されている。水田の畦ではミゾカクシーオオジシパリ群集に接する。
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　　　　　　　　　　　　　Tab。27ヨモギクラス　Artelnisietea　principis

LL召ミ1＞o融之αc～‘〃。α孟α一K～‘〃〃〃βノ・oτP～ζz∫’ノー～α畝一Gesellsc1、aft　メドハギーヤハズソウ群落

2：HQuttuynio－Pollietum　japonicae　ドクダミーヤブミ遅ウが群集
3：∫（αZf〃’召ノ・’5ツ。〃～．8〃α一孟ノー’8〃”∫’αノ》ノー’〃α4）3－Gesellscllaft　ヨメナーヨモギ群落

4：GZec1～．o〃’α1Le漉ノ・α‘βαvar．9’一α1κ～∫∫一ノ30擁〃’召’一～α〃’／）oノ～o〃’w‘z－Gesellschaft　カキドウシーカラムシ群．落

Spalte；

Lfd．　Nr．：

Feld－Nr，：

Datum　d．　Aufn．：

H6he萱．　Meer（m）＝

Rxposition（Waldral玉d－Exposl亡ion）：

Neigung（。）：

Gr6Be（L　Probeflache（m2）：

H6he　d。　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

群落．i．：分

通　し　番　曇

1調　 釜託　番：　一号

i…調三査向三月　El

海

力’

．傾

髄

出

　抜　　高

　　　位（林三方．位）

　　　　　　斜

至叢　儲．i　程1

　　　　　　高

　：被　　率

現　種　数

Trennarten　d．　Gesellscha．ft＝

　κ，〃ノ〃〃〔ヲ1・0てノ～α5〃・’α’‘記

　ゐ6功‘κ1伐‘‘α‘〃8α‘α

　06〃。〃L（ノr‘」ゐ～6〃ノ，～5

　5∫勘，が〃61～々〃〃‘↓〃αノ～々α〃〃

　51～♂（ノ〃6ζ〃フ〃ω一～α

　Cα1一賦じ説拡説〃〃6ノ～認5

　Cα5∫～α　〃‘〃〃α〃，‘ゲ

　孟ノ’〃ノ〃おノμαψ〃1ご〃ゴ5

Kenn．　u．　Trenllarten　d．　Ass．：

　昂ノづ，〃’‘z妙‘0勲（r1り・αvar．α5’‘’〃α♂

　んz～～ζどノ妙。〃！α’

　ん4y90〃～〃ノ1．〃6（ゾ7復ノ∂1’〃躍

　5α♂・び’α　ノαρo〃～‘，ζJ

Trennarten　d．　Gese1｝schaft：

　KαZ∫〃擢’ゴ∫ツ0〃躍ノ」α

　50〃‘！αgoα躍∬’ノ〃‘置　　　　　　　　セイタカアワダチソウ

Trennarten　d．　Geselischaft：　　　　　群落区分種

　．β・ご1Z’〃爾α〃ψ・ノ～・〃’Wα　　　　カラムシ

　ズニ19’・（壌y1一ω’々ω；1（〃’∫　　　　　　　　カモジグサ

；～enn－　U・Trellnarten　cL　ム【teI1｝isi竺．も§＿a　l壁一歪ncipis：．

1洋同区ク｝・禾藁

　　ヤハズソウ

　　メ　ドノ、織ゴ

　　アレチマツヨイ

　　ニワゼキシ三露ウ

　　ムシトリナデシコ
　　　　ぞ　　　　　　　　　　　　　ず

　　アフラシバ

　　カワラケツメイ

　　カワラヨモギ

群集標亜種・区分種

　　ノ、エ　ドク　ソウ

　　ヤブミ　ョ　ウガ

　　シソミスヒキ

　　アキノタムラソウ

才洋落置分種

　　ヨメナ

擁’・’6〃～’5’α！）1ゴノ～αψ5

0卍ζz♂～5ご。，・〃1α♂’α！α　f．

G砂ぐ’〃‘ノ鍬ノα

且（ゾリηて躍〃～8∫天」’θ’1d～

∫∬0〃κ，’己y〃～αぐ0，・4ζ～’α

6r｛ノ（．「’α

ヨモギクラ．スの種

　ヨモギ

　タチカタバミ

　匹．ソノレrマ　メ

　ヒナタ．イノコズチ

　　ドクダミ

1 t 2 3 4

　1　　　2

MM　MM
　工　　　3

’84　　’85

　6　　　6

！3　　1．2

10　　10

㎝　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　0　　　0

35　　20

20　　30

4（．）　　70

20　　20

　3　　　4

MM　JK：
12　　7
’85　　’84

　6　　　10

12　　30

50　　一

（S）　S

　O　　30

i．0　　4

70　　90

90　　80

16　　9

5　　　6

JK　MM
37　　10
’84　　》85

10　　6

31　　．12

3　　ユ．40

W　　　N

20　　5

3　　　4

50　　120

100　　　100

7　　　2！

2・2　　4・4

十　　！・2

1・2　十・2

十　　　十

十　　　十

十　　　　1．・．1．

1・2　　・

・　　　十

o

o

●

・

9

●

●

o

幽

・

●

・

●

●

．

●

●

o

■

●

9

●

●

●

3・3

3・21

1・2

　　　ミ
1・21

0

9

●

・

●

o

o

●

●

●

o

o

，

，

●

・

：3。2　　3・2

1・1　十・2i

．

o

P

o

の

。

．

o

・

∂

●

●

o

．

o

●

・

o

o

・

・

，

十

〇

十

〇

〇

●

賜

　十

　〇

十・2

　．

　．

●

o

　・

　・

　・

　●

ユ．・2

・

・

2・3

1．・2

　●

り．9
一　　　一

　．

■

◎

　5・4

11・2

4・4

十・2

　●

　o

　・

1・2

1・2

　0

：1．・1

十
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Begleiter：

　Co〃〃〃8〃〃‘‘co〃～ノ〃κ〃1∫

　E厚9召ノ’oπ侃ノ～α‘あノ～∫お

　左万98ノ噂。π∫～〃〃α’ノ・8〃∫お

R’〃〃‘孔：むノごψoノ～～ビ～’∫

ツユクサ

ヒメムカシヨモギ

オオアレチノギク

ギシギシ

十　　十　　・

十　　十　　・

・　　十　　 ・

●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●

o

　●

十

÷・2

十

〇

幽

o

o

■

・

十

出現1園の種Au8erdem　je　elnmal玉n　Lfd．　Nr・1：0’9磁廊‘乞ゐ。6／z♂d〃∫メヒシバ1・2，0び〃。”～8雌

　’αご加∫α蝕コマツヨイ　十・2，・41¶’1ぴα欝。〃h嬉〉！‘1κ∫コブナグサ十，PlzZ6μ〃’少α〃～α’Zα々〃〃．アワガエリ　十，

　Cψ3”αわ’〃苫α一ρα5‘01”∫ナズナ十，Clzo〃。ノ）o‘♂々‘〃’αノノめノ’o∫～窃48∫ケアジタソウ十，＆5々’6α〃～ン～〃’o∫ナ

　ギナタガヤ　率，　πα〃8αgηα5’醜～ごαガ‘オバコ　十，　G〃αρ1～α蹟θπノ）ど‘厚）’〃’6Z〃〃チチコグサモドキ　十，

　in　2；βが之α〃～加。”ヒメコバソソウ十，ゐψ別々〃π油’g加∫α‘ノπマメグンバイナズナ十，　Lo蹟〃π〃’磁が

　ノZo1層’〃”ネズミムギ÷・2，　望う’ヴbZ”〃〃．ノ’｛ψω～∫シロツメクサ1・2，・勤”七〃z’1～6∫∫”～げ〃3’5ネジバナ十，

　λ〈傭ωπ砺‘55’〃ψ～∫∫∫ススキ十，1ヲ～1層α8’〃漉8∫‘襯∫々冨おヨシ十，Z5αご1～〃88面605μチゴザサ十，5αg∫ノ1α

　ノ‘ψo〃’偲ツメクサ十，in　3；0♪〃∫〃～8〃榔～‘’κゐ‘Z如ヴ協μ5ケチヂミザサ1・2，211噂15αω～α’θ郡ん～〃～αウラ

　シマソウ1・1，　C1～‘〃〃‘zθZd‘たα〃ノめ6〃5セントウソウ十，　Z）’05co”6αノ‘ψ‘〃～∫cαヤマノイモ÷，ゐ～1”‘4》8

　ノ〉♂αリソ）乃ツ11αヤブラン十，　C扉。／9α〃’ノ耀5361’灘頗∫フタリシズカ十，5〃雇α灘万ノ）α1☆‘var．μ∬zび～61～5～∫シ

　オデ十，R”加51～．∫1w～”．♂‘∫クサ．イチゴ十，語1ζゾ～y灘〃〃～65ブαρo〃～ごαヒカゲイノコヅチ　十，　Co‘10〃砂∫～∫

　1・〃濯・！α’．αツルニンジン七zβ∫ノ妙θ〃’α・シ鳶・ガ＋，in　4：魚脚・zααα〃z‘・・磁var．ノψ6〃∫ハイメド

　ハギ＋，．M敵ψZ癬5ノ・ψo〃～ごαガガイモ＋，玉n　5；ゐαc々‘ω～〃‘！～α‘アキノノゲシ＋・2，（与・〃・‘1・〃

　‘～αご‘），Z〔〃’ギ。ウギシ・ミ÷，　in　6：G／αソ’・〃’μ1・6♂6／w，6αvar．8馳ノマτ〃61～5カキドウシ1・2，5’‘〃・〃・∫α・zσ〃・zオ’・て記

　ウシハコベ十・2，．a～5々κ「αノ〉α1マノ’gゼ～〃〃α　i・ボシガラ　十・2，　yoκ〃g9’αノ‘4）ω～～cαオニタビラコ　十・2，

　P∂Zツ90〃～〃〃‘7～‘．ヅ》1‘Z‘z♂．’〃〃．イタドリ　十，　P（，α／，18‘～’8〃5おナガパグサ十，　7■1～αZ∫‘，’〃〃〃た‘～〃’o〃56vaL　1～5ψo・

　16’κ”〃’アキカラマツ十，E（1雇5磁’〃〃αノ’τ1ピ〃5σスギナ十，∬セ如豆化5ノα！）ω～～ご’∬フキ十，ノく’〃〃｛義：じα躍齢∫‘Z

　ス．イバ十，R雌1じノ’～α5‘：㍑ノκ1β那var．ノ〃α～1窺ヘクソカズラ十，．1ぐ’め1α盈α〃8アカネ十，ノ1〃ψゐ～ごαψ配σ

　〃”．『♪♂1フ〃αヤブマメ十，Gツ〃05’ご〃〃〃α♪（ダ〃’．妙ノ姻蔽〃〃．アマチャヅル十．

調査地Lage　d．　Aufn．；Lf（1．　Nr．ユ．，2：Br員cke　Oigawa，　Sta（lt　Shimada　，ll：寿田了1了火井ノli橋，　3；S亡adt

　Kakegawa捗卜llh＝i：∫，　4＝1sooka，　Asaba－cho，　Iwata－gun磐繊ll：15浅羽Ill∫：：：f：1ニー1．一岡，　5：Nakashinden，　Asaba－

　cho，　Iwata－gun磐田郡浅羽ll【」昌昌新ELI，6：Awashima，　Kanaya－cho，　Haibara－gun榛原君ll金谷町粟島．

調査者Au．fgenolllmen　clurch；Lf⊂L　Nr．！～3，6；1（．　S．，　Y．　M．　u．　a，，4，5；Y．　N，　Jw．　K．　u．　a．

ヨメナー載モギ群落は九州からも：報告されている（宮脇編！981）。

　39）　カキドウシーカラムシ群落

　　　σZecん。〃εαゐθderαcθαvar．σrαπdε8・βoθ1ε配θrεα　πεpoπoπεひθα⇔Gesellschafも　（【rab．27）

　農家の瑚辺，畑の土手など人毘の寓栄養で定期的に草刈りが行なわれる立地には，よくカラム

シの．優占植分がみられる。このようなカラムシ優占植分は各地から報告されており（宮脇編！982

～1985），カキドウシーカラムシ群落に区：分されている。カキドウシーカラムシ群落は高さ1m

余りのカラムシが密生し，カモジグサ，ヨモギ，カキドウシ，ヒナタイノコズチ，タチカタバミ，

トボシガラ，ドクダミなど20種余りが生育している。カキドウシーカラムシ群落は掛川市金谷町

の排水路沿いの土手で植生調査資料が得られてし・る。カキドウシーカラムシ群落の生育地は人家

の周辺にほぼ限られている。
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訟“ 暑??

響懇難鱗
畿．

　　　　Fig．！3河川敷の礫地に広がるメドハギーヤハズソウ群落（島田市）
ム8ψ‘ノ6～8之α‘〃〃8α’α一K〃〃〃〃‘ノノ・oて，～‘～∫’ノ・～α’α一Gesellsc｝1aft　in　einem　kiesigen　Flu廊bett（Stadt　Shimada）．

．瀞審轟磯難艶醸

轟韓鑛継「

。醗

幽幽纏

Figユ4　セイタカアワダチソウ群i落（袋井市）

．～01’‘1‘’gθα〃～∬～ノ〃α・GeseUschafl（Stadt　Fukurol）．
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　40）　セイタカアワダチソウ群落

　　　SoJjご」αρo　α髭εssεηεα一Gese韮匪schaft　（「fab．28）

　ヤブツバキクラス域の造成地や河辺，空地などに優占群落を形成する帰化植物としてセイタカ

アワダチソウが知られており，今回，セイタカアワダチソウ群落にまとめられた。セイタカアワ

ダチソウ群落は優占するセイタカアワダチソウを区分種とし，スイバ，ヌカキビ，スギナ，ヤブ

マメ，ヨモギ，ツルマメなどが生育している。セイタカアワダチソウは高さ2．5mに達し密生し

ている。今のところセイタカアワダチソウに特徴的に結びつく種は見1：1：1されていない。セイタカ

アワダチソウ群落はやや湿｛生の富栄養な立地に生育している。

1♂f（1．　Nr．：

Feld．Nr。：

DatUm　d．　Aurn．（1984）：

H6he廿．　Meer（m）：

Gr6侶e　d．　Probefiache（m2）：

H6he〔L　Vegetatlo篇（m）：

Deckung　d．　Vegetati◎11（％）：

Artenzah1＝

Tab。28　セイタカアワダチソウ群落
　501’‘Z‘zgηα々～∫∫～〃’‘’一Gesellschaft

　　　　　　　　通　　し　・番　号

　　　　　　　　　調　査　番　号

調　査　月　日

海　　抜　　高

調　査　1．而i骨

植　　生　　高

植　　：破　　率

出　現　種　数

Trennart　d，　Gesellschaft：

　50／～ζZαgo‘1々ノ∫∫1〃～α

Begleiter：

　1ヒ，〃〃疏写ααノ‘05α

　ルフがα〃〃ゐ～∫〃Zα～∫～〃刀

　E〈1躍∫6翻ノ〃ζ～1㍗0〃∫6

群落区分種

　セイタカアワダチソウ

随fド種

　スイバ

　ヌカキビ

　スギナ

1　　2

JK　SS
17　　25

10　　10

30　　29

5　　20

i6　　12

2．5　2．3

100　95
8　　1ユ、

5・5　5・5

牽・2

十・2

÷

1。2

！・2

一ト。2

出現1回の種Au島eRiem　je　einmal　hl　Lfd．　NL　1：・4〃4・12～‘て～’ψα‘ノd；・～）ごノ・〃’αヤブマメ＋・2，　Cα’‘〃〃α8’ノ・o∫’15

　ψ～9窃。∫ヤマアワ十・2，R～84‘〃ゴ‘6‘αノκ～8〃∫var．〃κ～11癖ヘクソカズラ十，五ビ1り，川〃〃～郡ノ～ε～θ・～8∫ヒナタ

　イノコヅチ十，in　2：〆b勿〃～f5～α♪ノの～‘砂∫ヨモギ2・2，1｝♪♂ygθ〃’‘〃～10〃8”∫8”〃〃イヌタデ十，M’6御∫’691～〃”

τ～〃～～〃α〃〃var・ρ・♂）・∫’‘zご1り，～〃ノ’アシ酵ミソ＋，1塀ug〃’～！e5‘～τ’3∫1u々5ヨシ＋，々y5～〃’・♂‘1～ノαノ妙・ノ～1cαf．

　5～‘伽∬燃・ナスビ＋，3’詔α癩・曜α〃Cαウシハコベ＋，Gら，翻65のαツルマメ＋．

調i斜地Lage　d．　Aufn，；Lfd．　Nr．1：Daimon，　Stadt　Fukuroi袋井衛大門，2：Sakura，　Hamaoka－ch（，，

　09asa・gun／」、会佐君【～重兵1覇田］’仏三倉

調査老A目fgellommen　dしlrch；Lfd。　Nr．！：Y。　N．，　Jw。　K．　u。　a，，2：K．　S．，　S．　S．
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　41）　ヤマアワ群落

　　　0ατα配αρro8εεs叩fgεfos－Gese蓋叢schaft　（Tab・29）

　砂丘後背地の湿潤立地や湿った造成地にはヤマアワ群落がみられる。ヤマアワ群落は優占する

ヤマアワを区分種とし，チガヤ，ヨモギ，ヒメヤブラン，キンエノコロや，チゴザサ，ヒメクグ，

ホウキギクなどの湿性植物が生育している。既に御前崎地方では砂丘後背地に生育するヤマアワ

群落が報告されている（宮脇・村上・鈴木1980）。

Fe1（｛．Nr．1

H6he菰．　Meer（m）；

Gr6Be　d．　Probefl…iche（mユ）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d，　Vegetation（％）：

Artenzahl：

Tab．29　ヤ　マ　ア　ワ　群　落
α～～‘〃〃α9ノ・・∫’15｛ソ・～9・・1θ∫一Gesellschε㌃ft

　　　　　　　　　　調　査　番　一写

海　　抜　　高

調　査　1了li　積

植　　生　　高

植　　被　　率

出　現　種　数

Trelmart　d．　Gese｝lschaft：

CαZα〃κ’91・o∫〃5‘ψ19ぞ～o∫

群落区分種

　ヤマアワ

JIく

34

4

8

1．2

90

12

小4

随伴種Beg】e三日置r：1〃ψ61π儲り’～～ノκみ扱‘VξIL々0‘ノ〃～9！～チガヤ2・3，1セ4（Zで〃享αぶα〃κ～ご〃∫Var．ノ〃‘r1宕～〃κ’テ

　リハヘクソカズラ十・2，ノ11プβノ〃癖αかカκ‘ψ∫ヨモギ率・2，　⇔Wπ1θ〃‘～‘認」’！0〃ギョウギシバ十・2，

　5d如1ゴα9ノα’καキンエノコロ十・2，　Lノパρ1）8〃’～〃。ノ’ヒメヤブラソ1・／，　、／～”3ノ泌ヴ瀦～αvar，　Zθゐ副αエビ

　ヅル十，ノ15’〔炉∫’‘加∠α々’5ホウキギク十，必w1～解gゼ。加∫αチゴザサ十，κy～11〃g㍑gノて1ビπ1～〃’αヒメクグ

　十，乏シ）‘刀ηろ。伽∫ノぴ”’∫ネズミノオ十．

調査地（調査年月口）Lage（1．　Aufn．（Datum（L　Aufn．）：Hanawabarashin（len，　Ogasa－cho，09asa・9un小

　坐i君影ノ」、欝三田∫」濤｝彦哀菊τ口il　（（）kし　31．1984）

調査者Aufgenommell　durch　Y．　N．，　Jw．　K．　u．　a．

　42）　ジュズダマ群落

　　　CoεκZαcr〃rπαづobε・Gesenschaft　（Tab，30）

　浜岡町箴川の河辺からジュズダマ優占賊乱が植生調釜蓋され，ジュズダマ群落にまとめられた。

ジュズダマ群落は密生するジュズダマを区分種とし，高さ2mにも及ぶ。オオオナモミ，アキノ

ウナギツカミ，アメリカセンダングサなどのタウコギクラスの種の他，ヨモギ，ヤブマメ，イノ

コズチ，キツネノマゴなどのヨモギクラスの種，ツユクサ，トコロ，スズメウリなどが生育して

いる。

　千川は生活排水による汚濁化が進んでおり，ミゾソバ群集，オオイヌタデーアメリカセンダン

グサ群落などのタウコギクラスの植生が多くみられる。ジュズダマ群落はそれらのタウコギクラ

スの植分に隣接した寓栄養な立地に生育している。
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Feld。Nr．：

H6he茸．　Meer（m）＝

EXPosition：

Neigung（。）：

Gr6Be〔L　Probeflache（m2）：

H6he（L　Vegetation（m）：

Deckung　d。　Vegetation（％）：

Artenzahl＝

Tab．30　ジュズダマ群落
Coかご～ゴαごノつ・〃～αブ。δ∫一Gesellschaft

調査番号
海・

方

傾

調

植

払

出

抜　　マ三1ド

　　位
　　　斜

査面
　生　　膚

　：被　　率

現種数
Trennart　d，　Gesellschaft　l　　　　　　　　　　　　　群落1奥：分種

　Co嬬1配ノツ〃’αヴ。ゐ～　　　　　　　　　　　　　　　　ジュズダマ

Kenn．u．Trennarten（1．Artemisetea　prillcepis：ヨモギクラスの種

　ノ1ノ・’8〃」’5ぬメηゾノ～cψ∫　　　　　　　　　　　　　　　　ヨモギ

　・丁1〃ψノ～煎1：ρα8αごノ・1∫ρ8〃〃α　　　　　　　　　　ヤブマメ

　召∂認々りF〃fαぐ01・‘1α’α　　　　　　　　　　　　　　ドクダミ

　ノ1ビ1リワ・α〃功8∫ノ‘4）oノ～1ατ　　　　　　　　　　　　　　　イノコズチ

　諏∫’液α♪ノ巳・α‘〃’加ノ～5var．　Z‘～〃‘W泌ζ’　　　　　　キツネノマゴ

Kenn．u．Trennartend．Bidentetea　tripartitl：タウコギクラスの．種
xαノz’ん’～〃丹‘αノ～α4θノ～∫6

Pb4ygo〃κ〃’5∫8ゐ01凶’∫

技礁〃∫．乃・oノ～40∫α

オ十月ナモミ

アキノウナギーツカミ

アメリカセソダングサ

KK
67

8

E
25

6

2

95

16

5・5

1・2

1・2

1・2

弓一・2

十

1・1

十・2

十

随伴．種Begleiter＝Co〃〃〃8Z”2‘τ‘’o〃～ノ〃’〃」～5ツユクサ1。2，1）∫05foノ’6‘τ’oた。”θ　トコロ2。2，ムノ8～o”～ノ‘～αノ昭）oη’6α

　スズメウリ1。2，ル砂α！ノ〃〃ご1～5’～‘：伽’ノπキシュウスズメノヒエ1・2，Ro5αヱこ．「∫c1～」‘π1ぬノ～αテリハノイバラ

　十，説〃召1・’αασ～’αノ1ビαウシハコベ十，0朗α漉1～．8メ濯α躍ビαセリ十．

調査地（調査年」ヨ1三i）1－age　d．　Aufn．（Da低lm　d．　Aufn．）：Flu廊Osagawa，　Hamaoka－cho，　Ogasa－gun小笠

　君【～重兵岡i日」’箴」［1（Sep・5。1985）

調査虚者Aufgenom1エ、en　durch　K．　S．，　S．　S．

k．オオバコクラスほか（路上・冠水草原群落）

　　P韮antaginetea　majo罫is　u．a。（Tritt・uRdF1羅trasen）

　人による踏圧を受ける路上や水田の畦および増水により冠水する河辺にはオオバコ，カゼクサ，

ギシギシ，カモジグサなどの生育するユ～多年生箪本群落が成立しオオバコクラスにまとめられ

ている。

　43）　オヒシバーアキメヒシバ群集

　　　Eleusi駐。　ind量cae－Diglitarietu臓　v量olascenも量s　Okuda1978（Ta肇）．31）

　二二の激しい立地に成立する植生としてオヒシバーアキメヒシバ群集が知られている。オヒシ

バーアキメヒシバ群集はオヒシバ，アキメヒシバなどのイネ科の1年生草本によって構成される。

群落の高さは踏圧のため5cm程度にとどまり，構成種は放射状に叢生した疎の植分を形成して
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　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．31　路上雑草群落　TrittgeseHschaftell

l：Eleusino　in⊂hcae－Digitarietumv三〇lascentisオヒシバーアキメヒシバ群集

2：EragrQstioferruginei－PlantaginetuIn　asiaticaeカゼクサーオオバコ群集
3：1）～8～～ζ～ノ・’α‘πム‘78〃♂ρ〃∫．1）～g～’α1・1ατ．，～01α∫‘「‘〃～∫一Gese1】schaftメヒシバーアキメヒシバ群落

Spalte：

Lfd．　Nr，：

Feld＿Nr．：

DatUm　d，　Aufn．：

H6he積．　Meer（・n）：

Gr6Be　d．　Probeflまche（m2）：

H6he　d．　Vegetation（cm）＝

Deckun慕d．　Vege餓tion（％）

Artenzah】：

群　落　ゴ．二分

通　し　番　号

調　査　番　号

二三年月日

海

鳴

植

抜

査　植

生

被

：L翠：三種

マ墨．歪一

写．．婁．．デ

率

数

1i 2 i 3

　1

∫K
38

’84

10

31

3

　1

　5

40

　5

　2

SS
22

’84

10

29

80

　5

15

80

　7

3

JK：

9

’84

10

30

1

30

70

8

4

JK：

2

’84

10

29

105

2

40

80

9

5

JK
33

’84

10

31

4

2

15

70

8

Kennart〔i．　Ass．：

　β∠8〃∫～ノ～ζゴノκ♂，’α～

Kenn，　u．　Tτennaγten　d．　Ass．1

　／ヤω漁8ηα∫1α〃α’

　勘・ノ・・δ・1〃∫ノ1ノノ・〃1’ぎ

Trennarten（1．　Gesellsch．：

　∫）1潔9〃‘ηプζ1ぐんた‘・‘～〃‘勧∫

　58如ゴζ’8ノ‘～〃‘Y’

Arten　d．P｝antaginetea　nlajorisオオバコクラスの種

群集標全種

　　　　　　ず　オヒシバ

群集．襟徴種・区分種

　オオバコ
　　て　　　　　　ず

　不スミノオ

群落区分種

　メヒシハ

　キンエノコロ

　君’・α9γ0∫〃∫ノ～～ノー’マ’9ノ〃α’　　　　　　　　カゼクサ

　Z）～8’”．α’弓託て．，’0！‘～∫ビβ〃∫　　　　　　　　アキメヒシバ

Be鍔leiter：　　　　　　　　　随伴種
　Cツ〃。♂o〃滅～ぐ「リゾ01’　　　　　　　　　　ギョウギシバ

　κ〃〃〃〃俘礎～α5’ノ・ノ‘磁　　　　　　　ヤハズソウ

出現1回の種AuBer（lenUe　einmal　lll　L：1（1．　Nr．．1．＝．1勧4y9θ〃’〃〃ノ）4．「

　∬セ〃〃15‘：ノ々〃〃α！0ρ‘蝦げθノ‘！びチカラシバ十・2，　ノレκゐY4）θgo”　’

　V1‘～α‘耀9’”5以1b1忽ヤハズエンドウ十・2，

　ラミ　十，7セノマ獄認α’〃’（〃7ぐゴ〃α々セイヨウタンポポ十，　．1をノ’oノ～～‘ノα

　E安～イ～灘々〃〃．ごηて，8〃躍スギナ十・2覧

　十，　％Z）・go〃κ〃’．　Zo〃9～∫び’〃〃イヌタデ十，　R～〃1α〃〃．

　5～””α’γ0〃5∬オオ‘アレチノギク十・2，

調査地Lage　d．　Aufn．；

　Sagara－cho，09asa－gun　イ」、短三才．1【≦壕；1蓬良i【1∫欝i名，

　Yamase，　Osuka－cho，　Ogasa－gun小笠郡大多ll賀町i」．．i瀬，

調査者AufgenQmmen　durch；Lf（しNr．1．，3～5　Y．

13・31・ o ・

　　謄

　　o

・

o

●

÷　　　2・：5

4・4　十・2

o

o

●

●

o

・

o

■

12・2　1。2

i十　　十・2

　十　　　 1・2　　　4．4　　一｝一●2　　　十

十・2　　3・3　　　。　　　4●4　　4●4

　　　　　　　　　　　　　0　、ノ’～‘．ヂ’”■0ノ～

　　　　　　　　　　　　て．w召’〃～’ビ”∫

C♪ψ6ノ’～’∫ノ・o’．’ρκ’～’∫ハマスゲ＋・ワ

　　　　　　　　58’αがαノ～τ～＞81ゾアキノエノコログサ　十・2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飯∫〃Z‘・α々〃〃

　　　　　　　　　　∫万8’〃αプ1α酌〃0ノ・｛ワ’∫おコメヒシバ率．

Lfd．　Nrほ：．Nakasllinden，　Asaba－cho，　Iwata－9un一日涯￥lil浅羽町中新［｛日，2：Kasana，

　　　　　　　　　　　　　　　3＝Uetolni，　Asaba－cho，　Iwata－gun磐il／i郡浅羽町．」：二＝欝，4：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5：0gasa－cho，　Ogasa・gun　イJ、会窪君iシJ、舗三田」’

　　　　　　　　　　　　　　　　　N．，∫w．Kl．　u．　a．，2：K．　S，，　S．　S．

　　十。2　　　・　　　。　　　。　　十・2

　　　・　　　1．2　　　・　　　　・　　一】一●2

　　　　　アキノミチヤナギ1・2，in　2：

”　　メリケンカルカヤ　十，　三n3：

　　　　　一，勤1・∫廊メ‘ψo〃～6αヤブジ

！）‘ワ¶甜ぐαオオイヌノフグリ　十，　三n4：

　　　　　，5ω～‘1～’‘∫α砂召ノ・オニノゲシ

　　　ヌカキビ÷，in　5：Eノ・’98ノ・・〃



64

いる。オヒシバーアキメヒシバ群集はカゼクサーオオバコ群集など他の踏跡群落と比較して，よ

り踏圧の強い，土壌の固結した乾性な立地に生育している。日当りが良く踏圧の激しい路上，使

用頻度の高い運動グラウンドなどにみられる。オヒシバーアキメヒシバ群集はオオバコクラスに

近似した種組成をもつが，酬萌する上級単位についてはまだ明らかにされていない。

　44）　カゼクサーオオバコ群集

　　　Eragrostio　ferr“ginei靹Planもaginetum　asiaticae　Tx。197ア（愛ab．31）

　カゼクサーオオバコ群集は路上に生育する踏跡群落である。カゼクサが優噛することが多いが，

平良町笠名の今節ではネズミノオが優占している。カゼクサーオオバコ群集は未踏装で踏圧の強

い路上にみられ，車道では轍の間に生育している。群落の高さはカゼクサ，ネズミノオの出穂時

には30cmに達し，門門率は密な町分では80％程になる。オオバコ，ネズミノオによって区分さ

れ，他にアキメヒシバ，チカラシバ，ヤハズソウ，セイヨウタンポポなどが生育している。出現

種数は平均8種である。カゼクサーオオバコ群集は踏圧の程度が強く頻繁に加えられるとオヒシ

バーアキメヒシバ群集に移行し，さらに踏圧が強く持続されると裸地に至る。

　45）　メヒシバーアキメヒシバ群落

　　　1）iρ甜αγεαα48c8π（9θπ8陶1）εσ泥αrεαoεoZαscθπ8－Gese茎董schaft　（Tah．3i）

　メヒシバーアキメヒシバ群落はアキメヒシバの優潤する路上植物群落で，他の路」二植生とはメ

ヒシバ，キンエノコロによって区分される。踏圧は比較的弱く堵ド詳落高は40cmに達する。メヒシ

バーアキメヒシバ群落はオニノゲシ，オオアレチノギクなどの帰化植物が多くみられ，造成地に

生育している先駆的な植分である。

　46）　エゾノギシギシーギシギシ群落

　　　R膨7πθκob♂郡8εfo髭配s一、配π7πθκノαpo雇。πs－Gesellscka｛t（Tab．32）

　冠水する富栄養な河辺にはギシギシ属；Rz〃ノZ槻の優占する群落が成立し，ナガバギシギシー・

ギシギシ群集にまとめられている（Miyayaki　u，　Okuda！972）。瀬戸川上流の藤枝市滝沢川沿い

で植生調査された四分はナガバギシギシが生育せず，種組成的に貧弱でナガバギシギシーギシギ

シ群集の断片的な植分と考えられる。しかし，楠生調査資料が1つと少ないため群集としてとら

えずにエゾノギシギシーギシギシ群落として区分された。エゾノギシギシーギシギシ群落はギシ

ギシが優占し，エゾノギシギシ，カモジグサのカモジグサーギシギシ群団の種によって区分され

る。植生高1．！m，植被率90％と密な植分で，他にアメリカセンダングサ，イヌタデなどのタウ

コギクラスの種がみられる。

　汚れた用水路に隣接した肥沃な川岸に生育しており，オオイヌタデーアメリカセンダングサ群

落に援iしている。
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1？eld＿Nr．＝

Hδhe　t1．　Meer（m）：

　Tab．32　エゾノギシギシーギ9シギシ群落
／く～〃〃。灘。乃’〃画〆∂！～〃∫一沢’〃〃‘駕ノα♪o〃～‘マ’∫一Gesel｝schaft

　　　　　　　　　　　　調　査　番　一野

Gr6βe　d．　Probefl謎che（m2）：

H6he（L　Vegetation（m）＝

Deckung　（1，　Vegetation（勿）：

Artenzahl：

海　　抜　　竃曇i’

　　査π百

植

植　　：被　　率

出　現　種　数

MM
8

8（）

5

1．1

90

8

Trennarten　d．　GeseUschaft：　　　　　　　　　　　　群落区分種　　　　　　　　　　！

R、““岬ψ…如、・　　　　　　　　ギシギシ　　　　1　4．4
R，“鷹。伽、ケぬ，，　　　　　　　　エゾ．ギシギシ　　　1　2．2

　五g1－oρッ1・o〃々α〃ゆ’　　　　　　　　　　　　　　　　　カモジグサ　　　　　　　　　　　　！・2

随伴．種Beglelter：」％らノgo〃～〃μZoノ屠～∫8孟’‘刀zイヌタデ十・2，　Co〃〃〃読ノ～αco〃〃ノzz〃zおツユクサ十・2，　Gα♂∫z〃π

　∀）㌍ゾκ〃～f．∫’万gO5Z〃μヤエムグラ十，捌4ω～5ノ〉て）ノκ10∫αアメ夢カセンダングサエ・1，　A訪卸Y切擁8∫メ砂0ノ～此α

　イノコズチ十．

調査地（調査年月1三DLage　d．　Aufn．（Datum〔｛．　Aufn・）：Taklzawa，　Stadt　Fulieda藤枝市減琶沢（∫un．12．

　1985）

調i査者Aufgenommen　durch　K　S，　Y．　M．　u．　a．

　47）　ミゾカクシーオオジシバリ群集

　　　Loもelio・Ixendetu三n　3aponicae　M量yawakietOkuda19ア2（Tab．33）

　僕作業による人の踏圧や刈り取り，適度な水分と養分の供給を受ける水田の畦には，春季にオ

オジシバリ，ムラサキサギゴケ，ノミノフスマなどの花が特微的なミゾカクシーオオジシバリ群

集が成立する。ミゾカクシーオオジシバリ群集は上記3種の他，ノミノフスマ，ヒメクグ，ノチ

ドメ，ヒデリコなどが生育している。生育地の土壌は粘土質で，畦の踏圧の頻度が低くなるとヨ

メナーヨモギ群落や他のカモジグサーギシギシ群団の植生に移行する。

1．シqザクラスほか（畑地雑草群落ほか）

　　Chenopodietea　u．　a．（Acker－Unk：rautgese11schaften　H．　a。）

　耕転，施肥，収穫という集約的な管理を受けている畑には，種子の脱粒性が早い好編素性の！

年生草本群落が生育しシμザクラスにまとめられている。また管理が停止されるとシロザクラス

の種は次第に消失し，ヒメジョオン，オオアレチノギク，ヒメムカシヨモギなどの生育する群落

に移得する。
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Feld．NL：

H6he　U．　Meer（m）l

Gr6Be（1．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d。　Vegetatlon（傷）：

Artenzah1：

Tab．33　ミゾカクシーオオジシバリ群集1

L◎beho－lxeri（letum　jap・nlcae

調査番号

海　　抜　　“「圭デ

調i査爾
植　　生

植　　：被　　率

｝：i二i　現　種　数

Kennarten　d．　Ass．二

　五〇ゐθたα（21Lf刀θノz∫∫∫

　奮θノゼ∫4βろfZf∫

Kenn．　u．　Trennarten（1。　h6heren　Einheiten：

3∫〔～ZZαアゴα認∫∫π8　var．πノ～ζ♂Z‘Zα’α

翫之μ∫7πfq～‘8屠

Kンμゼπ9α97・αご〃∫η’ζz

群集標徴種

　ミゾカクシ

　オオジシバリ

上級単位の．種

　ノミノフスマ

　ムラサキサギゴケ

　ヒメクグ

∫1く

16

10

1

10

80

10

3・3

2・2

2・2

1・1

1．・2

随伴種Begleiter：F加あぜ5砂Zガ∫7〃漉α6eαヒデリコ2・3，物4ノ・o‘，切），た；〃α7廊’〃’μノチドメ1・2，06’～ご〃～〃～β

ノ⑳α励αセリ牽・2，君Z8・61・α濡ツ・た・鮒～∫ノ∫マツ・ミイ＋・2，　D～9～勧毎蜘1‘～∫α〃～5アキメヒシバ＋・2．

調査地（調査年月涯DLage　d．　Aufn，（Datum　d．　Aufn．）：Daimon，　Stadt　Fukuroi袋井i／l秋門（Okt．30．

　1984）

調査者Aufgenom搬en　durch　Y．　N，　Jw．　K　u．　a．

　48）　コミカンソウーウリクサ群集

　　　PhyHanもぬ。　urinar量ae－Linδernietum　crustaceae　Miyawaki1969

　　　　（Taわ．34）

　コミカンソウーウリクサ群集は頭正木のヤブツバキクラス域の沖積地に生育する畑地雑草群落

である。コミカンソウーウリクサ群集はコミカンソウ，ウリクサを標徴種，区分種とし，ハナイ

バナ，カヤツリグサ，シロザ，エノキグサ，スベリヒユなどの1年生の畑地雑〕￥‘が生育している。

この他，アキメヒシバ，カタバミ，ヤハズエンドウ，イヌガラシなど，栽培植物ではゴボウ，ジ

ャガイモ，アサツキ，ショウガなどがみられる。御前崎地方からはコミカンソウーウ9クサ群集

の他，関東三酉のヤブツバキクラス域の畑地に広く生育するカラスビシャクーニシキソゥ群集が

報告されている（宮脇・村上・鈴木1980）。

　49）　ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落

　　　石1rε9θroπ　cαπαdεπ8εs一五7rfgθroπ　s麗η2α亡rθπ8ε8－Gese夏lschaft　（安ab・35）

　耕作地の管理が停止されるとコミカンソウーウリクサ群集などの畑地雑草群落は次第に・姿を消

す。入れ替りにヒメムカシヨモギ，ナオアレチノギク，ヒメジョオンなどムカシヨモギ属

（E7’∫g8ザ。π）の帰化植物が生活空間を求めて侵入し群落を形成する。このような放棄畑地雑草群



67

Fe】d－Nr．：

　　　　　Tab．34　コミカンソウーウリクサ群集

phyllalltho　u「ina「iae営Lin（le「nietuln　c「ustaceae

　　　　　　　　　　　　　　　　調査番号

H6he貢．　Meer（m）：

Grδβe　d．　Probefi琶che（R玉2）：

H6he　d。　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Ar亡enzah1：

海　抜　li塔

調i査面積
植　生　高
植　　被　率
桝　現　種　数

Kenn・u．　Trennarten　d．　Ass．：

　ア1Lツπαノ～〃L～‘5　zげ∫πα’・どα

　．1ノヒ〃Z漉〃～α01マ‘鉱πぐ6α

Kenn－u，　Trennarten　d．　h6heren　Einheiten：

　Bo〃Lノ・∫05♪6ノ・〃z～‘’μ妙置θZ♂～〃〃．

　C）ψ0’マ‘5〃1．’‘2ノ・0∫1一～‘↓

　C1～8／zρρ04々‘〃ゐαあ♂‘〃’．

　ノ1ατら｛ρゐααz∬♂π～～～∫

　Pbグ’♂‘♂α‘αoZ6，・αC6α

　3‘〔メ♂α1・’α〃～64’α

　君～ψん0ノ・演α5zψノ〃μ

Kulturpfjanzenl

　五κ’々〃〃♂曜，α

　z’〃9必8’・の卵‘〃κzど8

　7ワzα‘∫1〃ピ〃∫’∫

　CO10‘πぶ’‘↓85‘〃14〃’‘♂

　・W～8〃〃5・，ノZ・6’Z・♪’・・∫’〃〃．var．〃’・5・‘〃’

　5bんη～’〃〃．∫Z’～＞6ノ亀0∫κノμ

随伴種Beg】eiter：Z）ノ8〃α所エエ・ノ・∠・’5α・〃5アキメヒシバ2・3，

群集標徴種・区分種

　コミカソソウ

　ウリクサ

上級単位の種

　ハナイバナ

　カヤツリグサ

　シロザ

　エノキグサ

　スベリヒユ

　；Zノ、コヘ

　コニシキソウ

栽培．植物

　ゴボウ

　ショウガ

　チャノキ

　サトイモ

　アサツキ

　ジャガイモ

SS
24

20

60

7

30

29

十。2

十

1・2

1・2

十・2

十

十

十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　均～4よ螂♂〃〃．π・惚ノ配スギナ＋・2，

　co1フ”α’Zα如カタバミ十・2，　W‘ぬα〃g郡耐b蔽‘ヤハズエンドウ十，　G〃妙1～α々ご〃μ！＞’〃プ）～‘プα〃μチチコグ

　サモドキ十，Cノ¶α∬（κψ1～α♂z〃π4’ψ∫読。’4c5ベニバナボロギク十，君‘♂ψ如ρ’η∫ケα臨タカサブロウ十，

C・〃’〃’6♂～〃α…〃・ノノ〃〃・1∫ツ・：・クサ＋，E・海・1・6〃・μ・W5－8η〃イヌビエ＋，沢・・ゴ〃・μノ〃4！α・イヌガラシ

　十〇2，yO’‘〃9∫αノψ0加αZオニタビラコ　十，八表傭～‘∫〆》～〃π∫Zκ5　トキワハゼ十，　Pbら・8り遅πノμZO〃g∫56伽ノπイ

　ヌタデ十，30～α川‘川．1〃6〃ψ1z副α〃〃．ムラサキイヌホウズキ十．

調査地（調査年月目）Lage　cL　Aufn．（Datu組（L　Aufn．）：Sakura，　Hamaoka－cho，　Ogasa－gua　小笠郡浜岡

　【確∫f空眠　（Okt．31．！984）

調査者Aufgenommen　durch　K．　S．，　S．　S．

2・2

1・2

！・2

1・2

十・2

十

　〇謬α／β

落はヒメムカシヨモギ，オオアレチノギクを区：分種としてヒメムカシヨモギーオオアレチノギク

群落にまとめられた。優占種のヒメムカシヨモギ，オオアレチノギク，ヒメジョオンは放棄畑一

面に繁茂する。よく発達した植分では高さ2mを越えることがあり，ハコベ，コハコベ，キュウ

リグサ，ツユクサなど残存畑地雑草，メヒシバ，ヤハズエンドウ，カモジグサ，ヨモギ，スギナ

などがみられ，出現種数は三拝分平均23種を数える。
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Lf（＝1．　Nr．：

Feld－Nr．：

Datum　d．　Aufn．（！985）：

Tab．35　ヒメムカシ望一モ五一オオアレチノギク群落
E1一’8リノ・oノ～‘αノzζz砒ノzぶノ5－Eノ・’9ぞノー。π5z〃〃α孟’・召〃5∫5－Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　通　し番号

　　　　　　　　　　　　調査番万

Gr6Be　d．　Probef互ache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d．　Vegetat玉on（％）

Artenzahl：

調査月

調査面積
植　 生　

τ躊ヂ

植　　被　　率

田現種数

　！　　2　　3

MM　MM　JK：
17　　47　　8

6　　6　　10
13　　　14　　　30

25　　9　　25
0．8　　1．2　　2．1

70　　　　80　　　　80

22　　27　　2！

Trennartell　d．　Gesellschaft＝

　E1ゾ9蜜ノー0π5～‘〃診α≠1・εノ～∫ゴ5

　Eプ∫9Bノ・0π6απα4β刀∫’∫

Sonstige　Arten：

　z）’9∫孟⑳ゼααぬご6〃4β〃5

　C81一α5孟∫～〃1露13・Z・5∠60読∫var．α〃9’♂で∫耐bZ々〃〃

　0露α〃5ぐ017～∫α，ll‘zご‘z

　▽7ご’【zご切8w鋸ヴb〃‘置

　」49ノ・o血yrO〃ゐα〃’（孔1’～

　E（1Z互∫（～々〃〃‘」1惣6〃56

　」ご1ノ”．（〃〃～∫～α／）ノゾ〃ご（ψ∫

オ洋瓦1茎二分禾壷

　オオアレチノギク

　ヒメムカシヨモギ

その他の種

　メヒシバ

　ミミナグサ

　カタバミ

　ヤハズエンドウ

　カモジグサ

　スギナ

　ヨモギ

1●2　　3・4　　十。2

4・4　　÷　　4・4

十

1。2

十・2

　0

．

十

十

十

層

0

1・2

1・2

3・4．

o

　0

4。4

十・2

　十

十・2

｝1：｝現1剛の．種AuBerciem　je　einmai．　in　I’．Fd．　NL　l：06〃。〃～‘ノ1一α！‘κ～〃～ζπα　謂マツヨイ　2・3，　C8π説～～〃〃．

　8Zo1川ノ1層α‘’〃μオランダミミナグサ十，5’‘ノ1んz’ゾα〃（タ8／（ノ‘ソαハコベ十・2，　G〃砂11α’”〃〃ノ）”ノソ）〃ノ曙6’〃〃．チチコ

　グサモドキ十賢！か0〃昭5／6ψ0〃～（．W5スズメノチャヒキ1・2，君9αα〃〃’奴スズメノカタビラ十，沢〃〃猷じ

　露ψθ1抜辺∫ギシギシ十，　ル∫おごα〃〃耀∫51〃6〃51∫ス．スキ十，　ノ∫ノ’o〃烈∫ぐα〃1α’百‘：w5イヌムギ十，　C1～6〃ρ／）o－

　4々〃〃・τ伽〃’シ・ザ＋・2，君囎脚〃ω照‘緬～沸var．　Zα廊ケナシヒメムカシヨモギ＋，　C・め，読9～α

50～ぬノ～〃αハマヒルガオ‘ {・2，Cω・げ・～，♪～‘〃〃αコ・ンボウシバ＋，・・1gγ・∫〃54ご・T・μ．αvaL〃”たα加ヌ

　カボ十，．Rκ〃猷君α‘8’o∫αスイバ十，　in　2：5’〃α’・～α〃’（～4～αコハコベ十，　κ1・19砕。〃ζ〃〃～～’”5ヒメ

　ジョオン2・3レ501’4α8∂α〃1∬～〃’‘‘セイタカアワダチソウ2・3，5θ〃訪郡。如・αぐ召”5ノゲシ　十。2，

　Co〃〃〃8ノカ～αビ。〃～ノ〃～〃～～∫ツユクサ十，　G1κψ／～α”〃ノ〃みψ槻～α〃〃チチコグサ÷，ノ：1謡8’艦∫〃δ～’Zα甜5ホウキギ

　ク十，．ムω～4．甜」，〃1α‘o’・威zご．αドクダミ1・2，アワー～9θ〃。〃5ノ）β‘」～‘〃‘「～’／‘〃一1∫キュウジグサ十，！∫～‘！6〃5♪～Zo5‘‘コ

　センダングサ率・2，7ヲ～6α∫加6〃∫～5チャノキ1・2｝・擢厚0δ盈∫加∫∫’ノ〃0ノ漉メダケ十，∬〃ψ‘ノ”‘1如‘ぴF！加‘1～”‘「α

　var．た08〃’g’∫チガヤ十・2，．∬）」α〃’αgoα5～‘z’～‘’‘zオオバコ十，．1／6’闇。〃∫‘Y～‘〃’こ．P6〃∫’5タチイヌノフグリ十，

　qy〃。‘♂01～面cz5／Zoノ～ギョウギシバ十・2，　（刀）ノ～～（4♪ogo〃露ψθ〃∫‘～f∫ジャノヒゲ十，1を1・θ〃～αz♪6ハ∫！αzオオ

　イヌ／フグリ　十，　Co嬬♂αθっη〃αヴθ飯ジュ．ズダマ十，　Z万g～’αノ噂’α’評諺‘～5ごご〃5アキメヒシバ1・2，　in：3：

　ムαぐ‘”‘‘zご〃4’‘αアキノノゲシ十・2，遅y（／’一〇ご。’yん’rα〃’びZo1・αオオチドメ　十，　E’・～9〃。〃ノ）1～’灘‘！ψ）／～～（．・～’∫

　ハルジオン÷，盈7痂〃06配0α‘1マ‘5・8認々イヌビエ÷，．Xα〃疏々〃π5ケ’‘ノ〃αグ～’〃〃オナモミ十，β1で訪～々加∫

　んガ81・α‘ケb♂ガαダンドボロギク十，qy〃α濯ノ観1〃．ご‘擢‘～廓μ濯イケマ十，茄5融‘二α♪αノ・・翻8／’〃〃αトボシガラ十，

　7ラガb疏〃π1．層｛ψ8〃5シロツメクサ十，＆！αノ’如9ゾα礁αキンエノコロ十，鋭6”ζZヂ～ααα～κ漉ぐαウシハコベ十，

　30’弓g1LZ〃μ1zα♂｛4）8ノ～58セイバンモロコシ十，醜β”αパαα∠51’昭vε瓦r．～耀滅‘Zα’αノミノフスマ十，ムτcパ∫‘ん演／～5

　　　　　　　　　　　　　　ロ

　オオシシバリ　十．

調査地Lage　d．　Aufn．；Lfd．　Nr．1：Nemunokigal佃en，　Hamaoka℃ho，　Ogasa－gun小笠1郡1兵岡1町ネムの木

　学園，2；Kato，　Ogasacho，　Ogasa，gun小笠郡小笠町河風，3二Asab盆一cho，　Iwata－gun磐1躍：：lil浅羽町

調査者Aufgenommen　durch；Lfd．　Nr．！，2；Kl．　S．，　Y．　M．，　u．　a．，3：Y．　N．，　Jw．　K，
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Fig．15　人里の富養地に発達したヒメムカシヨモギーナオアレチノギク群落（小笠町）

Auξeinem　eutroPh三er亡en　Standort　entwickelte・融点冠’一〇〃α〃～α‘♂6〃∫ピ∫一君万9〃η1～∫’‘〃16‘か81説5－

Gesellschaft（Ogasa．cho）．

　ヒメムカシヨモギー製罐アレチノギク群落は，時間の経過と共にチガヤ，ススキ，ヨモギなど

が侵入し，次第に衰退してゆく。

　50）　セイバンモ1ココシ群落

　　　Sorgん靴配んαZ印eπsθ・Gese嚢lschaft　（「翌哉b．36）

　浅羽町中新田の幻1醍醐地でセイパンモロコシの優占櫨分が植生調査され，セイバンモロコシ群

落にまとめられた。群落高1．8mのセイバンモロコシ群落は，コハコベ，イヌビユ，ヒメオドリ

コソウ，ホトケノザなどの畑雑草やメヒシバ，イヌビエ，オヒシバ，エノコログサを伴っている。

セイバンモロコシは地中海難産の帰化植物で人家の周辺にみられる。本編のセイパンモロコシ群

落は耕作放棄後2～3年後の植分である。
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猿 轡
・／

侃

轍雛 駿鵡繊
灘塗

Fig．！6　セィパンモロコシ群落（浅羽田丁）

50ノ召ゾ～z〃〃1～α♂ψθノ～∫8－Gcsellschaft（Asal）a．cho）．

Tab．36　セイバンモロコシ群落
　50’召ゾ～～〃〃　ゐαZψ｛η～5（ノーGese】lschaft

Fel（LNr．：

H6he鋲．　Meer（m）：

Gr6潟e　d．　Pr・befiache（in2）：

H6he　d．　Vegetation（m）＝

Deckung　d．　Vegetation（％）；

Artenzah】：

il周　査　　番　　熱

海

1調

植

総

出

抜

査　面

　生

　被

現　種

高

積

高

猫

額

i

Trennart　cL　Gesellsc1、aft＝　　　　　　　　　　　　群落区分種

　50’紗～〃〃ゐα妙6〃30　　　　　　　　　　　七イバンモロコシ

その他の種Sonstige　Arte11：Z）19～’α’・～ααみごβ〃6た〃∫メヒシバ1。2，

∫K
36

3

64

！．8

60

9

4・4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∬61～1〃06〃θαぐノ・”∫習z濯1イヌビエ　÷・2，

　5‘認α廊ノ濯4如コハコベ＋・2，擁〃～ω・α〃〃π’5伽～4”∫イヌビユ七ゐα〃’”〃〃♪’〃ψ～θ一6〃〃～ヒメオ1ごりコ

　ソウ七E♂麟～〃β’ノ～砒αオヒシバ気ムα〃～々研α〃ψ∠爾α〃磁ホトケノザ＋，5吻・’α・酌泌∫エノコ

　ログサ十．

調査地（調査年月ED　Lage　d．　Aufn．（翫竃tum　d，　Aufn．）：賊akashinden，　Asaba．cho，　Iwata．gun磐田｛｝il浅

　署零園丁14笥菊テ｝王1　（Okt．31，1984）

調査者Aufgenommen　durch　Y．　N．，　Jw．　K．　u．　a，
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L｛d．．Nr．：

Feid．Nr．：

Tab．37　オォイヌタデーアメリカセンダングサ群落
　　劫砂8切z～〃〃〃040ぶ’‘ノルβ’‘～8ノ～∫ノ〉・o〃405‘zGesellschaft

H6he　U．　Meer（m）：

Gr6βe　d．　Probeflache（m2）：

｝｛6he　d．　Vegetation（1n）：

Deckung　d．　Vegeta亡ion（弩）：

Artenzahll

通　し　番　一ワ

　　査　番

謡　　抜

植

植
1．：．i：i

査　痛

．被

現　種　数

Trennarten　d．　Gesellschaft；

　B∫46〃5ノ｝・0〃405α

　Pbら，8’0πκ〃’〃040∫～〃〃

Kenn，　u．　Trennarten　d．　h6heren　Einheiten：

　Pb砂g’0’～～〃ノδ5’8ゐoZ4～∫

　五ノ’〃η「α¢oπん碑）’漉‘∫

　Pb～ン8’o川〃π〃ZZ〃～∂θ’9～’

Begleiter：

　Gl【漉κノπ∫♪’〃・々fノμf，5’痒9ひ∫Z〃〃．

　Co〃〃〃（ノ”～αco〃’〃’～〃露∫

　C6’rα銘’κノ〃．9／oノμ6／rα凝〃～．

琴洋落区分種

　アメリカセンダングサ

　オオイヌタデ

上級単位の種

　アキノウナギツカミ

　コブナグサ
　マ　　　　　ゆ　　　　　　　　ず

　ミソソバ

随伴種

　ヤエムグラ

　ツユクサ

　オランダミミナグサ

　1　　　2

NI八｛　A｛IA圧

6　　　7

80　　80

　9　　10

0，6　0．5

90　　95

ユ8　　i8

4・4　4・5

ワ■ワ　　　ワ●ワ
ー　　　一　　　　　　　　一　　　一

十　　十・2

十・2　　十

　・　　！。2

出現ll：藝1の種Au億erdem　je　einmal　in　Lf（L　Nr．1；5’〃α’弓∫αα4～‘認∫6α　ウシハコベ2・2，

　！o〃9’56’～〃〃．イヌタデ十・2，GαZ∫〃∫08㍑ぐ∫♂～α’αノ・キダメギク十，　C1～召〃ρρo（1～κ〃’‘〃ノめノ噂05’o’滅ノ∫ケアジタ

　ソウ十，ノ1．〃’α’¶α漉1臨5々加4郡イヌビユ十，！）漉αノ〃。〃go”‘αアオミズ十，　C1～碗（ψo読～〃〃α♂ゐ’〃πシロ

　ザ十，　D∫g宛α’ゾαα‘1∫‘，β〃4ε〃5メヒシバ十，　Cα’¶滅τ醒～〃6ノ／6ζむ’ω∫αタネツケバナ十，　劫噌ご155～‘αノ8例αノα

　セイヨウカラシナ！・！，R8〃〃6謬露ψo〃∫α‘∫ギシギシ1・！，　in　2：／ヲ〃Y♂g〃～’‘65ノ‘4）oノ～’‘αツルヨシ十。2，

　擁．’噛如漉5！αメη’加αソ》∫ヨモギ十量3’召”α1”α〃昭んα‘’ハコベ十，蕊‘1～〃〃加あヴセノ闇’‘’〃コモチマソネソ十・2賢

　ル””αノ1阜κ齢‘溜’5var．αcπご．αシソ十，＆gゴ〃αノ妙。〃～‘αツメクサ十，7Wαψごω噺灘〃∫（ノグンパイナズナ

　十，茄ααごズ扉甜。α　ミゾイチゴツナギ十・2，50Zα〃’〃〃〃磐’・κノμイヌホオズキ十，ノV曜）αwマ15α‘’“’κ漉∫

　スズメノテッポウ十，

調査地（調査年」ヨ1三DLage　cL　Aufn．（D乏ヒtum（L　Aufn．）；Lfd．　Nr．1，2＝Taldzawa，　Stadt　Fulieda藤枝1．i∫

　～竜かく　（J．un．12．1985）

調．査者Aufgenom11｝eII　durch　K．　S．，　Y．　M．　u．　a．

÷・2　　十

　十　　十。2

　十　　十・2

　ぞb4y90〃κノ〃

m．タウコギクラス（水辺1年生草本群落）

　　至3idenもetea　tripartitae（Zweizah皿・Knδ毛erich　Ufersaume）

　生活朋水の流入する用水路や肥沃な河辺，休耕田など長期ll・1コ湛水する立地には，湿性の．二二素

性1年生草本植物群『落一タウコギクラスの植生がみられる。今圏，以下2群集1群落がまとめら

れた。
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　5D　オオイヌタデーアメリカセンダンゲサ群落

　　　PoZ〃ρoππ7ππodo8郡πε一Bεdθπs　froπdo8α幽Gesellschaft　（愛al）．3ア）

　オオイヌタデーアメリカセンダングサ群落はアメリカセンダングサが高い被度（4）で優占す

る，高さ50cm余りの！年生草本群落である。アメリカセンダングサの他，オオイヌタデによっ

て他のタウコギクラスの群落から区分される。アキノウナギツカミ，コブナグサ，イヌタデ，ミ

ゾソバ，ヤエムグラ，ツユクサ，オランダミミナグサ，ハキダメギク，ギシギシなどが生育して

おり，出現口数は！8種を数えている。生育立地は生活用水の流入する排水路の縁で，富栄養な泥

質の立地である。

　52）　ヤナ開田デーイヌビエ群落

　　　PoZ〃σoππ7πん〃drOPεPθr一」醒。んεπocんZoαcrπs－9α’‘ε一Gese至隻schaft（Tab．38）

　袋門門大門の水田放棄地で植生調壷されたイヌビエ優占壮士は，ヤナギタデーイヌビエ群落に

まとめられた。ヤナギタデーイヌビエ群落はヤナギタデを区分種とし，高さ1mでイヌビエが密

生している。他の構成種に．は，アキノウナギツカミ，ノミノフスマ，ミゾソバ，スズメノテッポ

ウ，アメリカセンダングサなどのタウコギクラスの種，ヒデリコ，セリ，サナエタデなどの湿性

Feld．Nr．；

　　　Tab．38　ヤナギタデーイヌビエ群落
n／4ygo川〃”1Lyζ♂加汐～♪61一一！鉱1～～〃（ノ（，〃。αビ’フ’5－8τ〃ムGesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　調　1査　番　号

H6he　U．　Meer（m）：

Gr6‘3e〔L　Probeflache（m2）；

｝玉6he　d．　Vegetation（n｝）：

DeckUng　d．　VegetatiOI・（％）；

Ar吐ellzah；：

海　　抜　　高

調　査　llll積

植　　生　　高

植　　被　　率

技1　現　種　数

Trennart　d．　Geselischaft；

　20奴9切〃〃ノ11ノツ‘1ノ’（ψ～ノ♪‘ツ・

Kenn．u．　Trennarten（玉．　h61】eren　Einheite婁1：

5！6∠～1‘〃ゾα　α！5～ノ，‘～　Var．　κ〃‘／〃Zα∫α

湿ζψαマ〃・〃∫αじα”αz～5

∬わごlygo〃’〃π疏’〃め。’君が

Rノ砂8『〔川8〃π5～（ぞムθ♂‘1～1

盈4～～酵～♂∫診～〃〃漉び

β～‘♂6〃5／1・o〃‘！ω‘～

群・落区分種

　ヤナギタデ

上級単位の種

　ノミノフスマ

　スズメノテッポウ

　ミソソハ

　アキノウナギツカミ

　トキワハービ

　アメ　リカセンダングサ

JK
！8

10

9

1

100

ユ3

3・3

1・2

1・1

十・2

十・2

随伴種Begleiter二E4z’〃θ訪∠（ノα‘，〃’5－9α〃～イヌビエ5。5，　F～〃’んゴ5∠y～∫〃～’♂∫αごeαヒデリコ十，0ピ〃απ〃z‘～

　∫ζRノα厩。αセリ十・2，A5激嘩zごκ55∫〃～‘コ郡ゲンゲ十，拓ら’g（川”〃～∠砂‘乞”ガb々～〃πサナエタデ十，　Cα55’α

　〃θ〃’α1〃6カワラケツメイ牽．

調査地（調査年月【壬DLage　d．　Aufll．（Datum　d．　Aufn．）：Daimon，　Sta（lt　Fし1kuro1袋井市大門　（Okt。30．

　！984）

調査名・Aufgenommel｝durch　Y．　N．，　Jw．　K．　u．　a．
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植物が生育している。ヤナ瀬踏デーイヌビエ群落は利根川流域から記載されているアキノウナギ

ツカミーヤナギタデ群集に種組成的に近似している。しかし，アキノウナギツカミーヤナギタデ

群集は河川の流水縁に生育し，イヌビエが密生することはないことから別群落として記載され

た。

　53）　ミゾソバ群集

　　　Polygo烈et縫頁［thu筑berg圭i　I．ohmeyeretMiyawaki1962（lfaも・39）

　ミゾソバ群集は標二種のミゾソバが高い被度で優面する！年生草本群落である。よく発達した

植分では高さ80cmにも達し，ヤナギタデ，アメリカセンダングサ，ケイヌビエなどのタウコギ

クラスの種，オオフサモ，セリ，キシュウスズメノヒエなどが生育している。

　ミゾソバ群集は休耕田や流れの弱い農業用水路，汚濁の進んだ河辺など富栄養な水辺に生育す

る好窒素性群落の1つである。

1ξ’eld＿Nr．：

Hδhe慧．．Meer（m）：

Gr6Be　d．　Probefktclle（m2）l

Hδhe（L　Vegαa亡三〇n（Cm）：

1）eckung（しVegeta亡ion（傷）：

Artenzahi；

Tab．39　ミ　ゾ　ソ　バ　群　集

　PolygOnetUlu　thUnbergii
　　　　　　　　　　調　盃　．番　号

海　　払：　高

調　査　前1積

植　　生　　高

植　　破　　率

出　現　種　数

KK
68

8

3

80

90

10

Ke一・d・Ass・・　　　　　　　　牒樗｛徴種　　　　i
　アbら・9θ〃z〃〃〃擢ノ～加，g～～　　　　　　　　　　　　　　ミゾソバ　　　　　　　　　　　　5。5

K器糖器h6㎞　1浬㎞：　」鞠撃　レ、
　ノ∫’ζ～‘耀∫ノ1・o〃‘～05ζ置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アメリカ七ソダングサ　　　　　　　十・2

　Eご1～～〃。‘”oα（ノ〃’∫・gα”～var．‘，α～’‘Zα∠‘’　　　　　　　　　　ケイヌビエ　　　　　　　　　　　　　十・2

随伴種Begleiter：06ノ～・・〃〃～6ノ・…‘〃～κ‘・セリ1・2，∠、《y’砂ノ～y♂’〃〃〃’w∫〃6〃5びオメーフサモ！・2，∫を’5ノ・‘・’1〃〃

　‘1説1納’〃〃キシュウスズメノヒエ十。2，ノ”～ご～ん〃ゾ5αノマ〃κ1’〃ご～α’αクサ筆シ十・2，ノノ～θ〃”伽55α’〃‘～4〃∫カナ

　ムグラ十，Coノ〃〃’認～〃α（，o〃～ノ〃8f1パ5ツユクサ十．

調査地（調査年月FD　Lage　cL　Aufn．（Datum　d．　Auf1L）：Flur30sagawa，　Hamaoka－cho，　Ogasa－9un小笠

　郡浜岡町籏1目（Sel〕．5．1985）．

調査者AufgelユOI1恥玉en（1urch　K．　S．，　S．　S，

n．アゼナ群団（短期1年生草本群落）

　　1・in“er無io亘procumbentis（Zweτgbinsen・Gesel豆schaf重e皿）

収穫後水を落した水田，水泣の低下により底の露出した池沼や用水池，水位の不安定な河床な
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ど，一時的に泥土となる立地にはそれら立地に特微的なアゼナ群団の1年生草本群落が生育して

いる。今回2群集が記録された。

　54）　トキンソウーウリクサ群集

　　　Cenも呈pedo－Vande呈lietum　　crusもaceae　Okuda　1978　（r妻ab．40）

　トキンソウーウリクサ群集はウリクサ，コアゼテンツキ，チョウジタデによって区分される1

年生草本群落である。大須賀町西大谷貯水池で植生調査されたトキンソウーウリクサ群集は，ケ

イヌビエが．優眠し，ヌカキビ，スカシタゴボウ，オオクサキビ，イヌタデ，コゴメガヤツリ，タ

カサブロウなど22種が生育している。貯水池の水の引いた後に形成された富栄養な泥土上に生育

しており，群落の生存期間は夏～秋の中頃にほぼ限られる。

Feld＿Nr．：

H6he　tL　Meer（m）：

　　Tめ．40　トキンソウーウリクサ群集

Centipedo脚Vandellietunl　crustaceae
　　　　　　　　　　　　　調　釜壼　番　号

Gr6爲e（L　Probeflache（m2）：

R6ne　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　cL　Vegetation（％）：

Artenzah1：

海　　抜

調査面
出

　　　被　　漏

出　難急　種　数

Kennartell　d．　Ass．：

　．vと‘〃40〃∫ασマ，舘αα～α

　F～〃め’・！∫zツz～∫曜3‘fτ，‘～！～5

　．ゐ’κたび～9～αψ～Zo飯。’‘～d∫

Kenn－u．　Trelmarten（L　h6heren　Eillheiten＝

F～〃め’ゾ説ツ〃5ノ〃’1’α偲α

（：＝）ψdノマ’∫‘鉱〃わノ・〃’～∫

c5ψ8ノ・‘’∫如～κ’ψ’（二α

L’，κ～6ノフが‘‘‘ゐ，ゐ’α

群集：襟徴種

　ウリクサ

　コアゼテンツキ

　チョウジタデ

＿．L田図f立の種

　ヒデリコ

　タ　マ　プン“一ヤアツ　　リ

　ヒメガヤツリ

　アメリカアゼナ

！くenn－u．　Trennarten（L　I3i（lentete．a　t．縫part三tae；タウコギクラスの種

　1恥〃〃。‘ゾzloαご1・”5帽と〃1　var．α躍6面’α　　　　　　　　　　　ケイヌビェ

　Z｝捌’α〃〃．ゲ∫μZ（駕～〃〃　　　　　　　　　　　　　　　ヌカキビ

　Roノ・ψ汐α’∫Zα〃‘1～‘α　　　　　　　　　　　　　　　　　スカシタゴボウ

　丑」π諭〃π‘11‘ヲ～．‘ノ如ノπヴZoノ・μ〃’．　　　　　　　　　　　　オフ｝需クサキ・ビ

JK
3

95

15

10

60

22

／・2

1・2

十

十

十

十

十

3・2

2・2

1・2

十・2

その他の種Sonstige　Arten：CJ少召ノー～’∫か～αコゴメガヤツリ1・2，∫，oら，8‘‘〃～～‘〃’ρ6ノ・∫砒z’・’αハルタデ十。2，

　％ちノgo〃μ〃’！o〃9～5曲‘〃’イヌタデ十・2，　E‘♂ψ如ρ1・05‘雌‘αタカサブロウ十・2，脇ノ・躍♂αoαoZβ1・αぐ。αス

　ベリヒユ十，露甜06んαノおα忽ノ～～鰯αセイタカハリイ十，Z）な飯η☆μ∠’〃01初z∫おコメヒシバ十，　q）ソ）β耀5

ノ・・4y漁c1り，o∫イガププヤツリ＋，8勲∫∫〃6〃・砒αオヒシバ÷，ハ必yr’砂1り・〃・〃慣．，薦∫c〃磁’〃フサモ＋，

調査地（調査年月1三1）Lage　cL　Aufn。（DatuHI　d．　Aufn・）：Mototani，　Osuka・cho，　Ogasa－9un小笠郡プ（須賀

　ili∫オく谷　（Okt．29，ユ．984）．

調査i者Aufgenommelユdurch　Y。　N．，　Jw．　K．，　u．　a．
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　55）　アゼガヤツり一力ワラスガナ群集

　　　Cyperetu瓢globoso－sa恭guinolenもis　Okuda1978（饗ab．41）

　アゼガヤツリーカワラスガナ群集は河床の不安定な湿性地や水田放棄地，1豊に生育する（奥田

！978）。今回は水田放棄地から楠生調査資料が得られ，アゼガヤツリを欠くがタネツケバナ，コ

ウガイゼキショウ，カワラスガナを標徴種および区分種としてまとめられた。構成『種には他に，

Lfd．　Nr．：

Feld．Nr．：

Tab．4！　アゼガヤツリーカワラスガナ群集

Cyperetumglobosi－sanguinolentus
　　　　　　　　　　　　通　し番号

　　　　　　　　　　　　調査番号

H6he廿．　Meer（m）：

Gr68e　d。　Probef1農che（m2）：

H6he〔L　Vegetation（cln）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

．Artenzah1：

海　　抜　“爵’

調　　写
植

植　　．被　田

口1　現　種　数

1くenn－u。　Trennarten（L　Ass．：

　c召ノ・孟〃〃ガノ～4ノ／叙wo5‘～

　」〃〃‘マ‘5！（～∫‘1～8ノ～α～，々’ノ

　Cbψ‘ワフ’∫漁9～”ノ’θ～β〃々’∫

．Kelm－u／rrennarten　d．　h6heren　E三nheiten：

盆〃めノゾ5リナ〃∫ノ〃～！1α6ε‘‘

ゐ〃～48〃～’α4，め～‘～

Mω’・‘ノ～・r1αw‘9’ノ～α〃∫var．ρ1‘‘・～’α9’η8α

C5ψ61マび読伽ノWlf5

C6ノ寵。μ81・～∫〃昭蹟7か。凹凹

群集標鼠子・区分種
　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

　タ不ツケハナ

　コウガイゼキショウ

　カワラスガナ
．．．．L級単位の種

　ヒデリコ

　アメリカアゼナ

　コナギ

　タマガヤツリ

　ミズワラビ

Kenn．u．Trennartencl．Bidentetea　tripartillae：タウコギクラスの種
　ノ：11ρρ‘ノ。～’ノ・〃∫‘～8〈～〃召～～5

　《4a電～‘5♪8〃〃∫々’∫

　ノヨ（ゾ～～〃0‘ソ～ZOα　ぐ1マ’ぶ一9と～！1～　var．　ボαZ‘（面’α

　5’｛イ！α，ゴζ’　‘，！5～ノ～（ノ　var．　～‘ノ～‘1～，ん～’α

　1わ4ygoノ醒’〃．ノ～ツ‘1ノ・妙ψ8ノ・

　∫わらgo〃～”〃！oノ～9’∫6々‘ノ〃

Begleiter：

　C）ψ61・μ5〃～’‘ノ・oか’α

　尺y〃加9μ9／rαご〃〃ノ’α

　ρ～9～’αノ・’α・乙ノ’01α∫‘ノω～∫

　スズメノテッポウ

　トキ・ワノ、ワビ

　イヌビエ

　ノミノフスマ

　ヤナキごタヲず

　イヌタデ

随伴手眞

　カヤツ　リ　グサ

　ヒメクグ

　アキメヒシバ

1　　2

JK　JK
14　　15

10　　10

25　　9

20　　20

100　90
20　　20

3・3　　203

1・2　1・2

十　　十・2

2・3　　4．4

2・3　十。2

1・1　十・2

1．・2　十・2

十　　十・2

3・3

十・2

十・2

十

十

十・2

1。2

十

十。2

十

十・2　十・2

十・2　十。2

十　　十

出現1回の種AuBerdem　je　einmal　ill　Lfd・NL　ll　G6・α～ノゴα‘‘‘wヴ10雌ムツオレグサ　十，　．β6‘ゐ〃π〃〃加

　5）観9ロc1切。カズノコグサ牽，療fび。α〃田川ノ～α∫α那イチョウウキゴケ十，翫砂上〃〃♂1z’‘〃ゐ8ノニg鉱スズメ

　ノヒエ十，　in　2；E6んf〃oc1～Zo‘‘‘1マ’5・9㍑1Zfイヌビエ十，　＆々ブ）’‘∫1zθ’απ‘’ホタノレイ　1・2，　D’9∫∫αノr々孤

　躍た68π漉刀5メヒシバ十・2，Eが望1噂。〃5’θ〃α∫ノ噌8〃51ぶオオアレチノギク十・2，

調査地（調査年月1…DLage　d・Aufn・（Da｛um　d・Aufn・）：Daimon，　Stadt　Fukuroi袋ジ：卜市プ（門（Okt、30．

　1984）

調査者Aufgenommen　dし！rch　Y．　N．，　Jw，　K．　u．　a．
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ヒデリコ，アメリカアゼナ，コナギ，ミズワラビなどアゼナ群団やイネクラスの種，スズメノテ

ッポウ，トキワハゼ，ケイヌビエ，ノミノフスマ，ヤナギタデなどのタウコギクラスの種，カヤ

ツリグサ，ヒメクグ，アキメヒシバなどが生育している。

o．ホシクサ類一コイヌノハナヒゲ群団（1年生中間湿原植生）

　　EriocauIo－Rhynchospofio韮fu3iiani（Zwische瀧moor－Vegetation）

　山足の貧栄養の湿原や滲出水のある湿地には，ミミカキグサ，ムラサキミミカキグサ，コイヌ

ノハナヒゲ，イヌノヒゲ，シロイヌノヒゲなどのホシクサ属；E7勿6磁Zoπ，イヌノハナヒゲ属；

R1孟」η～漉05ρ02一αなと“によって特徴づけられる草本植生がみられ，ホシクサ類一コイヌノハナヒゲ

群団にまとめられている（Fullwara　1979）。今圃は1群集が認められた。

56）　ムラサキミミカキグサーシqイヌノヒゲ群集

　　Urticulario　yakusimensis－Eriocau隻eもum　s童kokiaRi　KFuj韮wam1979

　　　（望ab．4！）

Lf〔L　Nr．：

Fel（レNr．：

Tab．42　ムラサキミミカキグサーシロイヌノヒゲ群；集

Ul：riCularlo　yakuslme！｝sis・Eri（）Cauletum　sikokialll

H6he茸．　Meer（m）：

GrδBe　d．　Probeflache（ln2）；

H6he　d．　Kmutsclユicht（Cm）：

Deckun9（1．　KraLltschlCht（％）＝

1）eckung　d．　三＞1．ooSSChicht（％）；

Artenzahl：

遭1　し　番　号

　　　番号

海　　抜　　高

調　査　薗　積

出　現　種　数

Kennart　d．　Ass．；

　しケ1ゾα”‘〃・～μ、，ζ～た～’訂〃’6〃∫ノ5

Kennarten　d。　Verband＝

　沢1り，〃61z（♪功。ノーαノ｝’ノ～1α〃ご～

　E，・10ατ～401～．∫盈’〃κ，ω～

　ひケ’α，んεノ・1αノU（⊃8ノ〃0，9α

　Eザ～0α耀10ノ～51ゐ0ゐ～ζ〃～π〃，

　1ぜ1～ツ〃61ω∫♪01・αプ2～～‘ノ・～8∠

　D∫ノ〃0ノ・～‘μηw〃．1～‘脚4αvar．！8〃網

Beglelter：

　！）プ058ノ・α5／）‘π．1～歪’Z‘～’‘～．

　助ゐα9ノ躍〃～．♪‘τ々’3々ぞ

　1／如Z‘孤・び0ノ・6αθ～6～‘エ

　5α‘ぐ！o妙廊’7Z4～CαVar．・ノひ畑・〃〃〃

　／差～ノ・〃α∬～σ少弐〃5’ノ・A∫

群集｛票．歯種

　ムラサキミミカキグーり一

　コイヌノハナヒゲ

　イヌノヒゲ

　ホ曽ザキノ　ミ　ミ　カキグ→ナ『

　シロイヌノヒゲ

　オオイヌノハナヒゲ

　カリーマタガや

随伴種

　コモウーヒソゴケ

　オオミズゴケ

　ツボスミレ

　ヌメリグサ

　ウメバチソウ

M

1　　2

JK　JK
25　　27
120　　　12（．）

2　　（．）．4

玉（．

j　　30

60　　80

5　　20

12　　14

十・2　十・2

1・2

3・3

1・2

2・2

十・2

　●

．レ．1．

十・2

十・2

十・2

十

4。4

3・3

1。2

．1・！

十・2

2・2

2。2

1．・2

十・2

十。2

十・2
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出現1回の種Au奮erdem　je　einmal　in　Lfd．　N二1：」F／5ゾ，ωブ｛”f〃〃αζ～wμコケオトギリ÷・2，　ln　2：昂〃‘η冒9∫∫

　〃1～‘コμ胡”～αアリノトウグサ！・2，7ソ～6らゾ）このおノ》α面5’1容ヒメシダ十。2，

調査地（調査年月ED　Lage〔i．　Au｛n．（Datum（L　Aufn．）：Yamamoto，　Stadt　Fukurol袋井ii∫1［i本　（Olく重．

　30。ユ984）

調査者Aufgenommen　durch　Y．　N．，　Jw．　K．　u．　a．

　袋井蒲山本の山足部で植生調査されたイヌノヒゲ，コイヌノハナヒゲの優占する野分は，ムラ

サキミミカキグサを標徴種としてムラサキミミカキグサーシロイヌノヒゲ群集にまとめられた。

群落の高さは30cm以下で上述の優占種の他，シロイヌノヒゲ，ホザキノミミカキグサ，オオイ

ヌノハナヒゲ，カリマタガヤ，コモウセンゴケ，ウメバチソウ，オオミズゴケなどが生育してい

る。ムラサキミミカキグサーシロイヌノヒゲ群集は滲出水によって道の脇に形成された小規模な

湿地に生育している。土壌基岩は花騰岩系でアカマツ林に隣接した貧栄養な立地である。

P．　ヰ直　　林　　ほ　　か

　　Fo貰sもen　u．　a．

　御前崎地方はスダジイ萌芽林が広くみられ植林の澗積は比i絞的少ない。海三部のクロマツ植林，

やや内陸部のスギ，ヒノキ植林が代表的である。

　57）　クロマツ植林

　　　」Pεπ既s　〃品ππ6θrgεε幅Forst　（？ab・43）

　御前崎地方は西方向の強風地として知られている。浜岡砂丘に代表される遠州灘に面した砂葺二

地帯は，この強風を人工的な砂丘とその上のクロマツ防風林で抑鋼することにより開拓されてき

た。このため御前崎地方の砂丘地では人工的に築かれた帯状のクロマツ植林が何列にも平行して

みられる。

　1984～！986年目現地踏査で植生調査されたクロマツ横林はいずれも海際線近くの強い風衝地に

生育する樹高10m以下の6林分である。植生高はL5～！0mである。ほとんどの林分は低木層と

草本願の2群落階層からなっている。低木層にはクロマツが密生するほかヒメユズリハなどをわ

ずかにまじえる。草本層は上被率3～30％と未発達でススキ，ノヅドウ，オオアレチノギク，ヘ

クソカズラなどが低い被度で生育している。汀線に近い砂丘上のクロマツ植林にはハマヒルガオ，

ヶカモノハシ，メヒシバが特微酔にみられる　（ハマヒルガオ下位単位）。また汀線からやや離れ

た旧砂丘上の林分にはヒメユズリハ，トベラ，テリハノイバラが蒋徴的である（ヒメユズサハ下

位単位）。出現野晒は8～23種，平均14種目あった。

　前述のように浜岡砂丘の帯状クロマツ植林は大正から昭和の初期にかけて風向に斜交する形に

砂丘を作りかえ，その上に植栽されたものである。これらのクロマツ植林は海岸線から内陸に向

かって立地の傾度に対応した種組成的な変化がみられる（前報；宮脇・村上・鈴木1980）。別刷
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丘の安定地のクロマツ植林にはウバメガシ，ヒメユズリハなどの常緑樹が高い被度で生育してお

り，トベラーウバメガシ群集などに遷移しつつある。

　58）　アカマツ植林（ネザサーアカマツ群落）

　　　P加π8dθπ8εf’orα・Forst（、PZθ励ZαS舌1εs　dεsfεC勧8　var．ρ励θr－Pε肱8　dεπ8εヂZorα一

　　　Gesellsc為aft；　【rab．6）

　御前崎地方ではアカマツ植林の爾積はせまく，やや内陸の丘陵尾根地などに緬く帯状に配分し

ている。そのアカマツ植林も近年はマツノザイセンチュウによる枯死のため年々面積を減じてい

る。植生調査されたアカマツ植林は浜岡町の旧砂丘上の林分である。他のアカマツニ次林と種組

成の比較によりネザサ，ノブドウなど林縁生の超群を区分種としてネザサーアカマツ群落に区分

された。

　調査林分は高さ7mであった。高木1轡はアカマツ1種で占められる。低木層にはウバメガシ，

ヒメユズリハ，ヌルデ，モッコクなどが生育している。草本層にはネザサが優心するほかノブド

ウ，スイカズラなどのつる植物，ヌスビトハギ，ススキ，ジャノヒゲ，ナキリスゲなどの草本植

物が混生している。繊等温数は32種であった。ネザサーアカマツ群落は他のアカマツニ次林と比

較してやや水分条件に恵まれた立地に生育している。

　59）モウソウチク林

　　　」Pん〃‘Jo8fαe苑〃ε　んθfεrOC〃eZα　f．　」Pε‘わθ8Cε」にS軸Bestand　（「fab．44）

　御前崎地方の各集落，特に沖積低地と丘【竣斜面基部の接点に発達した集落では，マダケやモウ

ソウチクが広く植栽されている。

　モウソウチク林は掛川市松葉で植生調査された。林分の高さは玲mでモウソウチクが高木層を

占めている。低木層は欠如している。0．8m以下の草本層にはチャノキ，テイカカズラ，タブノ

キ，ベニシダ，マンリョウなどのヤブツバキクラスの常緑植物やハナイカダ，イボタノキ，コチ

ヂミザサなどが生育している。出現種数は3！種であった。

　モウソウチク林は水分条件に恵まれた感状地，凹状地に植栽される場合が多い。植生調査され

た林分は凹状の急傾斜地に生育していた。娼現種にはタブノキ，イノデ，ヤブランなどを含み，

イノデータブノキ群集域の林分と凋定される。

　60）　スギ植林

　　　（フr〃P彦。η8εrεαノ卿。πfcα一Forst　（Tab。44）

　スギはヒノキ，サワラなどと比較して適湿地での生育が速く，全国的に広く植栽されている。

スギ植林は磐田郡浅羽町で植生調査された。植生高は19mに達し，高木層はスギ1種により占め

られる。林内には低木層にイヌビワ，ムクノキ，ゴンズイ，タブノキ，スダジイ，サカキ，カク
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レミノなどがみられる。草本層にはフユイチゴ，テイカカズラ，ベニシダ，ミゾシダ，ハシゴシ

ダ，コチヂミザサなどが生育している。出現種数は44種であった。

　植生調査された浅羽町のスギ植林は茶畑に接した谷状地に生育しており，水分条件に恵まれて

いる。林床にはミミズバイ，センリョウなどがみられることにより，ミミズパイースダジイ群集

域のスギ穂林と判定される。

　61）　ヒノキ植林

　　　0為αηεαθe即αrεsoわ彦π8α鱒Forst　（7ah．44）

　スギ植林が斜面下部や谷状地の適潤地に多く行われているのに対し，ヒノキ植林は斜面肩部，

尾根状地などの乾性な立地を中心に植栽されている。榛原郡金谷町では広尾根上のヒノキ植林が

穂生調査された。

　林分は植生高12mに達する。高木層はヒノキ1種で占められる。低木層は高さ3mでアラカシ，

ヒサカキ，ソヨゴ，スダジイ，アセビ，クロバイ，ヤマウルシ，ツクバネウツギ，ガマズミ，ア

オハダなどが生育している。草本層は高さ50cm以下でツルアリドオシ，ウラジロ，ササクサ，

チゴユリ，トウゲシバなどのほかアラカシ，モチノキ，コナラ，ピサカキなどの幼木が多数みら

れる。出現種数は49種であった。

　植生調査されたヒノキ植林は種組成的にアラカシ萌芽林，あるいはコナラニ次林と共通種が多

い。
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：B．植 生 図

1．　浜岡原子力発電所構内現存植生図（Kar亡e　I縮尺1：10，000）

　浜岡原子力発電所構内および周辺約1km圏内を対象として，植物学会学的植生単位を中心に

19の凡例で現存植生図が縮尺1：！0，000で作成された。対象地域の大部分は，様々な形での人間

活動の影響下に成立する二次植生，代償植生で占められている。

　現在生育している自然植生は，面積が限られているが，桜ケ池周辺に生育しているスダジイ自

然林，すなわちヤマモモースダジイ群落に代表される常緑広葉樹の高木林からハマグルマーコウ

ボウムギ群集などの海岸砂丘植生まで，多彩である。高さ20mを越える高木の1§然林は，ヤマモ

モースダジイ群落にまとめられる桜ケ池周囲の林分が面積も広い。また，構内および周辺地域に

は，集落の周囲や急斜面地などに小酒積ずつではあるが，この地域の自然林を構成しているウバ

メガシ，トベラ，タブノキ，ヤブニッケイなどの常緑広葉樹が優占している林分が見られる。こ

の林分は，自然植生に準じる樋生であり，（潜在）自然植生の種から構成されており，群落構造

上および種組成的にトベラーウバメガシ群集としてまとめられる。新野川河口の西に発達してい

る海岸砂丘には，クμマツ，アカマツ林の前線にハマグルマーコウボウムギ群集，ハマグルマー

ケカモノハシ群集などのハマボウフウクラスにまとめられる自然草原が小野状ながら生育してい

る。新野川には，ヨシを中心とする河辺草原が発達している。

　現存植生のなかで最も広い面積を占めている森林植杢1三は，植栽されたクロマツ（一部にアカマ

ツを混生している）林である。このクロマツ林は海痒の砂丘，風下丘上，構内，海抜！0～60mの

台地斜壁などに生育している。また，臨海部の温暖な気候条件を反映したミカンや茶の栽培地も

広がっている。ネザサーススキ群集，シバ群落など二次草原は，発電所構内などの造成法爾にと

どまっている。

2。　浜岡原子力発電所構内潜在自然植生図（K：arte　II縮尺和10，000）

　潜在自然植生は，残存自然植生，代償植生，土地条件など現存している様々な植生情報から総

合的に糊定されており，その立地が支えうる最も生物的生産性の高い終局的植生である。

　植生概観の項でも示されているように，浜岡地区およびその周辺域はスダジイ，タブノキで代

表される常緑広葉樹の高木林が気候的極相林として成立している植生域，すなわちヤブツバキク

ラス域Calnellietea　japonicae・Gebietである。したがって，海津前線，河辺，開放水

域など植生の生育条件として極端な立地を除いた潜在自然植生が，常緑広葉樹林；ヤブッバキク

ラス林であると判定される。

　ヤブツバキクラスにまとめられる潜在自然植生域は発電所構内およびその周辺域の大部分の面
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積を占めている。隅じヤブツバキクラス林を潜在自然植生とする立地であっても，桜ケ池周辺な

ど内陸側のやや乾性立地ではやマモモースダジイ群落が，発電所構内などの臨海側の1日砂丘上で

はウバメガシースダジイ群落が成立する。最も広い面積を占めているヤブツバキクラス林は，イ

ノデータブノキ群集であり，適湿からやや湿潤立地に成立している。また，海岸前線など土壌の

堆積が限られており，極端で厳しい立地条件下には，ヤブツバキ，マサキ，トベラなどの優卜し

ている亜高木林，低木林のトベラーウバメガシ群集，マサキートベラ群集が潜在自然植生として

成立している。

　現在水田耕作地などに土地利用されている沖積面は湿潤な立地となっており，ムクノキ，エノ

キ，ケヤキなど夏緑広葉樹の優占するムクノキーエノキ群集が潜在自然植生として成立している。

新野川の河辺は，現存しているヨシ群落などヨシクラスを中心とする河辺生草本植生が成立して

いる。さらに，桜ケ池などの開放水域にはヒルムシロクラスの植生が判定される。

　海燦砂丘は汀線から内陸側にかけて細かく立地環境条件が変化しており，その潜在自然植生も

帯状の配分がみられる。海岸最前線でたえず海水の飛沫の影響をうける砂丘上には，オカヒジキ

クラス（1年生草木植生），ハマボウフウクラス（多年生草本植生），ハマゴウクラス（わい生低

木林）が潜在自然植生として判定される。

3．　浜岡原子力発電所周辺地域の現存植生図（Klarte　m縮尺1：50，000）

　浜岡原子力発電所を中心とする半径30km圏を対象とした現存植生図が，縮尺1：50，000で作

成された。植生図は，森林植生として常緑広葉樹林が6，夏緑（落葉）広葉樹林が5，針葉樹林

が1，植林ほかが5，低木林として8，草原植生として多年生草本植琴勿群落が9，ユ年生草本植

物群落が5，その他として6の計45の凡例にまとめられている。

　A．森　林　植　生

　調査域に生育している森林髄生のなかで，自然植生あるいは自然植生に準じて霞1然度の高い，

常緑広葉樹を中心とする森林植生の痴積は限られている。ミミズバイースダジイ群集は近畿地方

から愛知県，さらに静岡県西部の混暖な気候条件下にある臨海部に成立する（潜在）自然植生で

ある。浜岡町，菊川町などに残存生育しているミミズパイースダジイ群集は，分布のほぼ東端に

あたっている。同じスダジイの優占している常緑広葉樹林のヤマモモースダジイ群落およびホソ

バカナワラビースダジイ群集は，桜が池（浜岡附），御前崎町などに社寺林として発達している。

ヤブコウジースダジイ群集は海からの影響を受けやすい古い砂丘上などに生育している。粟ケ雷

（掛川市，金谷町）の山腹部には，アラカシ，コジイの優占するサカキーコジイ群集が残存生育

している。海抜200～300m以下では，常緑広葉樹林でもアラカシースダジイ群落にまとめられる

二次林が広がっている。

　イロハモミジーケヤキ群集は，林床に常緑植物を多く混生しているケヤキの自然林であり，竜
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洋町，掛川市萩問，金谷町栗島，庄司などに残存林分がみられる。しかし，調査対象地に生育し

ている夏緑広葉樹林は小面積にすぎず，その大部分がなんらかの人間活動の影響下に成立してい

る代償植生，二次林である。内陸側で海抜200～300m以上の山腹に成立している夏緑広葉樹林は，

タリーミズナラ群集あるいはクリーコナラ群集にまとめられる。この林分は，コナラ，ミズナラ，

クリなどが優占しており，低木層，草本層にはヤブツバキクラスにまとめられる常緑植物があま

り生育していない。一方，同じコナラ林でも林内にヤブツバキクラスの常緑植物を多く混生して

いる林分は，クヌギーコナラ群集などにまとめられる。

　常緑針葉樹林の大部分が植林である。最も広い面積を占めているのがスギ，ヒノキ植林である。

ヤマツッジーアカマツ群集にまとめられる二次林としてのアカマツ林は少なく，比較的乾性立地

にみられるアカマツ林および1日砂丘上などに広がるクロマツ林のほとんどが植林である。また，

山地，台地の斜爾下部などで湿潤な立地にはマダケ，モウソウチク林が塊状に広がっている。

　B．低木植生
　ヤブツバキクラスにまとめられる常緑広葉樹の自然林でも海からの影響をまともにうける海岸

前線には，トベラーウバメガシ群集などの風衝低木林が成立している。大井／目の河川敷には，ド

クウツギーアキグミ群集などの河辺林もみられる。また，焼津布栃山川にはメダケ林が河川に沿

って細長く延びている。袋井市法馬には，ウバメガシ群落にまとめられるウバメガシの低～高林

が広がっている。低木植生として広い簡積を占めており，地域特性でもあるのがウンシュウミカ

ン，茶などの生産緑地である。牧の原台地を始め調査地のほぼ全域に広がっているのが茶畑であ

り，常緑果樹のウンシュウミカン園も広い面積におよんでいる。落葉果樹のクリ園，桑畑などは

小面積にすぎない。

　C。草　原　植　生

　自然草原はいずれも多年生草本植物群落である。低湿地，河辺のヨシ群落（ヨシクラス）また

はカワラヨモギーヤハズソウ群落，海岸風野地のイソギクーハチジョウススキ群集，海岸砂丘前

線のハマグルマーコウボウムギ群集，ハマグルマーケカモノハシ群集，池などの浮葉植物からな

るヒシ群落などがある。ヨシ群落は新野川，弁財天川，太清川，浜岡砂丘の後背湿地，郷lil市向

笠などに生育している。イソギクーハチジョウススキ群集は御前崎の海岸前線を中心に発達して

いるG海岸砂丘の草本植生は，焼津市，御前崎町，浜岡町，大菓町，大須賀町，福日！｝町などに見

られる。

　多年生草本植物を中’心とする二次草原は，河辺，採草地，道路法爾などのススキ草原がトダシ

バーススキ群集などにまとめられており，藤枝市や菊川町のゴルフ場はシバ草原によって占めら

れている。

　1，2年生草本植物からなる群落は，いずれも二次草原である。金谷町や掛川市の森林伐採跡
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地にはベニバナボロギクーダンドボロギク群集がみられる。カラスビシャクーニシキソウ群集に

まとめられる耕作地雑草群落またはヒメムカショモギーオオアレチノギク群落にまとめられる耕

作放棄地雑草群落が生育する畑地は海岸の旧砂丘地に広がっている。ウリカワーコナギ群集，ア

シボソーミゾソバ群落などの雑草群落の生育する水田耕作地およびその放棄地は，沖積（低地）

地の大部分を占めている。

　D．そ　の　他

　植物群落の成立していない土地でも，公園や緑の多い住宅地は独立した凡例として区：分されて

いる。また，植生を欠いている裸地は，市街地，工場地，造成地・入工裸地，自然裸地，開放水

域に区分されている。
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C．植生と土壌

　植生調査に伴って土壌調査が行なわれた。土壌調査はヤマモモースダジイ群落，トベラーウバ

メガシ群集，クロマツ植林，チガヤ群落，コウボウシバ群集など計9ケ所の植生調査地点で行な

われた。

　御前崎地方は古砂丘，旧砂丘が広い面積を占めており，土壌母材は海成砂に由来する土壌が多

く，一般に砂質である。クロマツ植林や砂丘植生の土壌は砂質未熟土となっている。ヤマモモー

スダジイ群落に代表される洪積地に生育する常緑広葉樹林の土壌は，西南日本のヤブツバキクラ

ス域に広く分布する黄色系褐色森林土となっている。砂丘地帯でもトベラーウバメガシ群集やク

ロマツ植林の生育する安定砂丘では，砂層の上部に腐植の堆積が観察される。

　なお土壌調査は，「森林土壌の調べ方とその性質」（森林土壌研究会，1982）により，土壌層位，

土壌構造，土性，水向状態，堅密度，石礫，根系，土色などについて記載された。土色は，　「新

版漂準土色帖」（小山ヨ三忠・竹原秀雄1967）1こよった。

土壌断面1．砂質未熟土

調　査　地：静岡嬢榛原郡御前　晦町御前崎。

母　　　材：海燦砂丘砂。

海　抜　高：30m。

地　　　形：安定砂丘斜面。

方位・傾斜：SE200

植　　　生：トベラーウバメガシ群集（SS－26）。

　高木層：7m，90％。

　　　　　　　ウバメガシ5・5，アカマツ！・2，ヤマモモ1・1。

　低木層：2m，10％。

　　　　　　　ヒメユズリハ÷・2，トベラ÷・2，ウバメガシ十，ムラサキシキブ÷，ネズミ

　　　　　　　モチ÷，カクレミノ÷，クロガネモチ十，イボタノキート，ツルグミ十。

　草　本　層：0．5m，20％。

　　　　　　　ツタ1・2，ヒトツバ（！・2），チヂミザサ÷・2，ナガバジャノヒゲーi一・2，ミツバ

　　　　　　　ツチグリ÷，マンリョウ÷，ノキシノブ÷，シャシャンボ÷，アオッヅラフ

　　　　　　　ジ十，アズマネザサ十。
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　　Fig．！7　土壌断面1の植生断面模式図。

Schematisches　Vegetationsprofil　auf　dem　Bodenprofi11．
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Fig．18土壌断面1

　Bodenprofil　1

1

　土壌i断面記載：

L　　　：3cm，ウバメガシ，ヒメユズリハなどの落葉，粗に堆積。

F：4Cm，半腐朽層。

H－A：5cm。暗赤褐色（7．5YR3／3）。腐植に忌む。単粒状構造。砂土。潤。すこぶる粗。小

　　　　根多し。下層との境界は明。

C1　：20cm。褐色（！0YR4／4）。単粒状構造。砂土。潤。軟。小根有り。下層との境界は漸。

Q　　：15cm一｝一。黄褐色（2．5YR5／3）。単粒状構造。砂土。潤。粗。小根有り。
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　　　　　　　　　　　　　　土壌断面2．砂質未熟土

調　査　地：静岡県小笠郡浜岡1町浜岡発電所。

母　　　材：海岸砂丘砂。

海抜高：20m。

地　　　形：安定砂丘。

方位・傾斜：平坦地。

植生：クロマツ植林（SS－37）。

　高　　フ1く　　層　：13m，　40％。

　　　　　　　クローマツ3。3Q

　亜高木層：6m，20％。

　　　　　　　ウバメガシ2・2，クロマツ1・1，ヤマモモ1・1，カクレミノ1・1，オオシマザク

　　　　　　ラ十Q

　低　木　層：3m，30％。

　　　　　　　ヒメユズリハ2・2，タブノキ1・2，エノキ十・2，ムラサキシキブー｝一・2，クロマ

　　　　　　ツー・i一，ヤマウルシ÷，ネズミモチ÷，シャシャンボ十，ゴンズイ十，クロ

　　　　　　ガネモチ！・！，ピサカキ÷，サンショウ÷，イヌビワ十。

　草本摺：0．5m，30％。

　　　　　　キヅタ1・2，ツタ1・2，ハエドクソウ1・2，ナキリスゲ十・2，ナルコユリ÷・2，

　　　　　　カマツカー｝…2，イヌヨモギ率，　トベラ十，ノブドウ÷，ノキシノブ÷，ア

　　　　　　オツヅラフジ牽，ヒメムカシヨモギ十，マンリョウ十，アキノキリンソウー｝一，

　　　　　　ノコンキ：’ク・．卜，ジャノヒゲ÷。
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　　Schematisches　VegetatiQnsprofil　auf（iem　Bodenprom　2．

　　1：クローマツ　　　P～〃～び〃〃〃～ゐ召ノ9～～

　　2＝ウバメガシ　　（2〃6’Y認5ノ）1～1〃ツノγ擢。’ζん5

　　3：タブノキ　　　／ヤ’・∫（ノα疏〃〃！ア8ノ客～～

　　4：ヒメユズリハ　ノ）‘ψん〃ψゐツ〃κ’〃甜ヴ‘ノ3〃～‘醒μ

　　5：クロガネモチ　ゐでユコノ¶θ！’〃κ面

　　6：キヅタ　　〃召‘～‘ηYεグん。ノ〃～〉（ノα

　　7：ツ　　タ　　　」陵ノノ鮪（’〃。‘ゴ∬’び∫ノ☆’∬ρ～‘面！α

　　8こヲーへ｝リスウ∫　　C‘～ズ駄ご／〔ξ〃！‘’

土壌断而記載：

L　　：2～3Cm◎クロマツの落葉，粗に，堆積。

F　　：！Cm。クロマツの半腐朽葉，粗に堆積。

　　　　こぶる力む。下層との境界は明。

B

　　　　り。下層との境界は漸。

C1

　　　　有り。下層との境界は漸。

C2

　　　　細根，小根有り。

　1汐

　F
H一．A

　B

　Cl

　c3
5G

Fig．20

　　Bodellprofi12

懸饗
ノマ～〆忍
　　　’戸プ．

　土壌断面2

H－A：2cm。黒狂詩（7．5YR2／2）。単粒状構造。砂質壌⊥。潤。粗。石礫含まず。翻根にす

　　　：13cm。黄褐色（2，5YR5／3）。単粒状構造。砂土。乾。すこぶる粗。細根多し，小根有

　　　：！5cm。黄褐色（2．5YR5／3）。単粒状及び丁度の塊状構造。砂土。乾。粗。細根，太機

　　　：20cm－i一。オリーブ褐色（2．5YR4／3）。単粒状及び弱度の堅果状構造。砂土。潤。軟。
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土壌断面3．砂質未熟土

調　査　地：静岡県小笠郡浜岡町浜岡原子力発電所。

母　　 材：海岸砂丘砂。

海　抜　高：20m。

地　　　形：安定砂丘斜面。

方位・傾斜：NE10。。

植　　　生：ヤマモモースダジイ群．落（SS－39）。

　高木層：13m，90％。

　　　　　　スダジイ5・4，ヤマモモ2・1，タブノキ1・！。

　亜i萄木層：7m，20％。

　　　　　　スダジイ1・2，イヌビワ1・！，タブノキ1・1，ヤブニッケイ1・1，モチノキ1・1，

　　　　　　ウバメガシ十，モッコク÷，ヒメユズリハ十，ヤマモモ÷。

　・低　 フ1く　1蕾：4m，30％。

　　　　　　トベラ！・2，タイミンタチバナ十・2，タブノキ1・2，スダジイ1・2，ネズミモチ

　　　　　　十・2，ピサカキ1・2，ツルグミ十，ガマズミ十，カクレミノ÷，ナワシログミ

　　　　　　÷，エノキ牽，サカキ十，ヤツテ十，モチノキ十，オガタマノキ十，カゴ

　　　　　　ノキ十，モッコク十，シロダモ÷，ヤブツバキ十，ニッケイ十。

　草　　オミ　　1蕾　：0．5m，　20％。

　　　　　　キヅタ2・2，ツタ1・2，ノブドウ十。2，アリドウシ÷・2，マンリョウート，チ

　　　　　　ヂミザサ÷，ビナンカズラ十，ムベ十，イヌマキ十，ヤブコウジ÷，カブ

　　　　　　ダチジャノヒゲ÷，テイカカズラ十。
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　　　　　　器蕩豫・撫

認（ D　　評　　　　 罐　　　　冶乃　　　　一m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鎌》
　　　　　　　　　e珍　　ζ笏＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　£

勘（驚 @　εら睡り
　　　　　　　　～勃　　　　（《

　　　　　　　　ぐ

　　3　　　　7　1　　　6　i1

　　　　　　　　　　　37　5
　　　　　　　　　　　　　　　　2　4　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　Fig．21土壌断面3の三生断面模式図。

Schematlsches　Vegetationsprofil　auf　ciem　Bodenpro田3．

1：スダジイ

2：ヤマモモ

3：タブノキ

4；イヌビワ

5：ト　ベ　ラ

6：ネズミモチ

7：キ　ヅタ

Cα5‘α〃。ノ）∫～∫‘～’∫ノリ～‘麦z’αvar．5～6ゐoZζ♂～～

1、丈yノゴαuマ’δ’惚

／ヤ1・肥α11～8〃～～7ω9’～

万｝’α，5ごノrβc‘α

∬）醗。ψo〃〃〃ω∂ど耀

㍑9マ‘∫’ノwμノψoノ♂’α〃〃

ム酷ぐ～6，τ‘ノー1zo〃め6α

L
F　　G

ん

Aビ

B

CL

C2

総噸
　ノ　　　、

　　　　　　！

Fig．22　土壌断面3

　Bodenprof113

土壌断面記載：

L

F

Al

A2

B

C1

C2

：2～3cmQスダジイの落葉，粗に堆積。

：2cm。スダジイの半腐朽諮i1に堆積。

：6cm。黒褐色（7．5YR2／2）。腐植に冨む。弱国の団粒状及び三度の塊状構造。砂二：i：二。

やや乾。粗。石礫含まず。細根，小根多し。下層との境界は漸。

：10c五n。暗褐色（10YR3／3）。弱度の塊状及び単粒状構造。砂土。やや乾。軟。細根，小

根多し。下層との境界は判。

11cm。にぶい黄褐色（7。5YR4／3）。弱度の塊状及び弱度の堅果状構造。砂土。澗。軟。

細根，小根，太根有り。下層との境界は漸。細根に沿って腐植が浸透。

：26cm。にぶい黄褐色（7．5YR5／3）。中度の堅果状構造。砂土。潤。堅。小根に乏し。

下層との境界は漸。

：！0cm－i一。にぶい黄褐色（7．5YR5／3）。中度の堅果状構造。砂土。潤。すこぶる堅。小

根に乏し。
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　　　　　　　　　　　　　　土壌断面4．砂質未熟土

　　査　地：静岡県小笠郡浜1認1町浜岡原子力発電拶『。

毎　　　材：海岸砂丘砂。

海抜高：20m。

地　　　形：安楚砂丘斜面。

方位・傾斜：S！5。。

植　　生：トベラーウバメガシ群集（SS－40）。

　高　木　層：8m，90％。

　　　　　　ヒメユズリハ3・3，トベラ2・2，クロマツ2・2，タブノキ⊥・！，ヤマモモ！・！，

　　　　　　ネズミモチ串
　　　　　　　　　　　　5　0

　低木層：2m，5％。

　　　　　　　トベラ÷・2，ピサカキ十，ネズミモチ÷，モッコク÷，ノブドウ十，スダ

　　　　　　ジイート，ツルグミ÷，ヤブニッケイ十，シャシャンボート。

　草　本　層：0．5m，5％。

　　　　　　ツターi一・2，アズマネザサ÷・2，ハエドクソウ÷，トベラ十，マンリョウ十，

　　　　　　ナキリスゲ÷，サルトリイバラート，スイカズラ十。
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　　Fig．23土壌断面4の植生11ジ緬模式図。

Schematisches　Vegetationsprofil　auf　dem　Bodenl）rofi14．

1：ヒメユズリハ　D砂1～〃ψゐメ♂’‘ノ〃紹ヴ∫〃κ〃漉

2；クローマツ　　　P～ノ1～’∫〃～〃〃ゐ8’客～～

3：トベラ　　P1〃卿ωマ〃〃1θ砺マτ

4：ヤマモモ　　晒ワ加ノwゐノw

5：ヒサカキ　　　 E’〃てyαブ【τ／，0ノ～1c召

6：スダジイ　　　C‘～∫！αノ’Ojρ515　c8’V，～‘Zα～αvar．5～8みoZ‘～∫1

7：ネズミモチ　　ゐ屠1’∫’ノマ〃〃ノαノ）ζ♪〃1α〃〃

　L
　F
H－Ai

　A2

　C1

C2

Fig．24　　こヒ壌断貨訂4

　Bodenprofil　4

土壌断面記載：

L

F

：5～6cm。ヒメユズリハ，

：1cm。半腐朽層。

クロマツなどの落葉，粗に堆積。

H－A、：2cm。黒色（5YR2／2）。粒状構造。砂土。潤。すこぶる粗。下層との境界は明。

A2

C圭

C＝

：9cm。黒褐色（5YR2／3）。単粒状及び弱度の塊状構造。砂土。潤。軟。出盛，小根す

こぶる多し。下層との境界は明。

：1！cm。にぶい黄）褐色（10YR5／3）。単粒状構造。砂土。潤。軟。細根やや多し（根つづ

れ状）。下層との境界は判。

：27cm十。にぶい黄褐色（10YR5／3）。単粒状及び塊状構造。砂土。潤。やや堅。維根，

燐コ～ヌ（根有り。
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　　　　　　　　　　土壌断面5．弱乾性黄色系褐色森林土

調　査　地：静岡県小笠郡浜岡町桜ケ池。

母　　材：相良層群砂岩泥岩。

海抜高：40m。

地　　形：段丘肩部斜面。

方位・傾斜：NE35G。

植　　　生：ヤマモモースダジイ群落（SS－28）。

　高木層：！4m，70％。

　　　　　　スダジイ4・4，アカマツ！・1。

　亜高木層：10m，40％。

　　　　　　スダジイ2・3，タブノキ2・2，ヤブツバキ1・2，ウバメガシ！・1。

　低木層：4m，30％。

　　　　　　アリドウシ2・3，スダジイ1・2，イヌビワ1・2，ネズミモチ十・2，テイカカズ

　　　　　　ラ牽・2，タイミンタチバナ十・2，カクレミノ　÷，モチノキ十，シロダモ十，

　　　　　　ヤブニヅケイ十，タブノキ十，ヒメユズリハ十，ツルグミ÷，クチナシ÷ρ

　草　本　層：0．5m，15％。

　　　　　　ベニシダ！・2，イタビカズラーi一・2，テイカカズラー｝一2，イヌマキ÷，ナガバ

　　　　　　ジャノヒゲ÷，シャシャンボ÷。
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　　Fig．25土壌断面5の植生断面模式図。

Sehemat三sches　Vegetat三〇nsprof三1　au｛dem　I30denprofH　5，

1：スダジイ　Cα3∫ω～砂5～∫6”51・1ゴ‘」’‘～var．∫～ゆ01‘1ノ’

2：アカマツ　　1）1ノ醒5ζ～（切∫ヴア0ノ「α

31タブノキ　　P｛ッ窟ノα読〃〃ゐ6ノ君1～

4こ口リドウシDα〃’〃α6αノ～〃πζ5～〃‘Z～‘，κ∫

5：イヌビワ　　17’αバ6～でぐ’α

6：ネズミモチ　ゐ～g郎！ノw〃ノα♪oノ～’‘w〃

7：ベニシダ　　Z）び（4，18’お6酬酌ノ那。π1

L　　O

A

B1

B240

Cl

C280

口　い／ノ㌧しハ・～・

セ　ノ　　ロ　　　　　　へ

でウ＼く
　ゲ
」一畢一一…・一．．．、

ジぷや

ノ　　　　　ノ

糊私飯。

F玉g。26　　ニヒ壌i断頂15

　Bodenpr・f115

、

＼

土壌断面記載：

L

A

B、

B2

C1

C2

：2～3cm。スダジイ，タブノキなどの落葉，粗に堆積。

：6～7cm。褐色（10YR4／4）。中度の塊状及び弱度の団粒状構造。砂質壌土。乾。粗。

石礫含まず。細根，小根多し。下層との境界は明。

：24～25cm。にぶい黄褐色（10YR5／4）。中略の塊状及び弱度：の堅果状構造。（砂質）壌

土。堅。シルト質の小角礫を含む。細根，小根やや多し。下層との境界は漸。

：ユ9cm。黄褐色（2．5Y5／4）。堅果状及び塊状構造。壌土。乾。すこぶる堅。石礫含まず。

小根，太根有り。下塗との境界は漸。

：20cm。黄褐色（2．5Y5／4）。弱度の堅果状及び中度の塊状構造。壌土。乾。すこぶる堅。

シルト質の中角礫を含む。小根有り。下層との境界は判。

：10cm÷。黄褐色（2，5Y5／4）。堅果状及び弱度の塊状構造。（埴質）壌土。潤。すこぶる

堅。シルト質の中～大角礫多し，礫の色；浅黄色（2．5Y7／3）。小根をわずかに認む。
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　　　　　　　　　　　　　土壌断面6．砂質未熟土

調　査　地：静岡県小笠郡浜岡昨浜岡原子力発電所。

母　　　材：海岸砂丘砂。

海　抜　高：10m。

地　　　形：安定砂丘斜面。

方位・傾斜：SW5。。

ll直　　 ぐし：クロマツ1禎：林（KK－70）。

　高木磨：高さ！0m，植被率40％。

　　　　　　クロマツ3・3。

　低木層：高さ4m，植被率10％。

　　　　　　ヒメユズリハ÷，ヒカサキ十，ヤマモモー｝2，カクレミノ　十Q

　草　木　層：高さ0．5m，植被率20％。

　　　　　　チガヤ2・3，ツユクサ2・2，ヘクソカズラ十・2，ヒメヤブランー｝一・2，ツタ÷・2，

　　　　　　ヒメムカシヨモギ十，ノブドウート，スイバ十，ハマスゲ÷，カタバミ十，

　　　　　　コナスビート，ヨモギ十，メドハギ÷，ノアズキ十，スダジイ十，コチヂミ

　　　　　　ザサート，スズメノヤリ÷，センダングサ十。
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哩ノ

　Fig．27土壌断面6の植生断面模式図。
Schematisches　Vegetatlonsprofil　auf（玉em　Bodenprofil　6．

　1：クロマツ　　　P々Z～齪〃LZ〃rゐ8／9々

　2：ヤマモモ　　　ノ㌧必y’ゴ乙u1マ’う2を露

　3：ヒメユズリハ　Z）α／）1切ψ1診ツZ飯ノπ加び5〃～α〃万

　4：チガヤ　　Z〃～ノ）81τz’αごツZf／z6♂1ゾ‘αvaLた08〃191～

　5：ツニLク→去　　　 Co〃〃〃8”ノ～αcoノ”〃㍑’ノ～’3

L
F　　o

H－A一

C1

C230

謬ウ汽・・一．fゆ，一彊勘瀞・‘・．

＾ひ’Y♂F理’”””　4
1ヤ’・1、‘繧・1

＼

Fig．28　土壌断面6

　Bodenprofil　6

、

亀

土壌断面記載：

L　　　：3cm。クロマツの落葉，粗に堆積。

F　　：3～4cm。菌子束を認む。

1｛一A：3～4cm。暗褐色（10YR3／3）。単粒状構造。砂土。乾。すこぶる粗。継根多し。腐植

　　　　が根に沿ってつづれ状に浸透。下層との境界は明。

C監　：2！～22cm。オリーブ褐色（2．5Y4／3）。．単粒状構造。砂土。潤。軟。細根有り。下層と

　　　　の境界は判。

C2　：15cm÷。黄褐色（2．5Y5／3）。単粒状構造。潤。やや軟。根なし。石礫なし。



96

　　　　　　　　　　　　　　土壌断面7．砂質未熟土

調査地：静岡県小笠郡浜岡町浜岡原子力発電所。

母　　材：海岸砂丘砂。

海抜高：15m。

地　　形：安定砂丘斜面。

方位。傾斜：NE7。

植生：クロマツ植林（KK－56）。

　低木層：高さ4m，植被率70％。

　　　　　　　クロマツ4・4，ヒメユズリハ十。

　草本層：高さ1m，植被率20％。

　　　　　　　ススキ1・2，ノブドウ1・2，トベラ十，テリハノイバラ十，ヒメムカシヨモギ

　　　　　　　十，ヘクソカズラ十，ツルウメモドキ十，マサキ十，イヌビワ十，ムラサキ

　　　　　　　シキブ十。

土壌断面記載：

L　　　：3cm。クロマツの落葉，粗に．堆積。

F　　：5cm。菌子束多し。

A－C1：10cm。黄禍色（10Y5／3）。単粒状構造。砂土。潤。粗。石礫なし。細根すこぶる多し。

　　　　根に沿って腐植が浸透。下層との境界は明。

C2　：17cm。黄褐色（10Y5／3）。単粒状構造。砂土。1閏。軟。石礫なし。小根，中根有り。下

　　　　層との境界は漸。

C3　：10cm十。黄褐色（10Y5／3）。単粒状構造。砂土。潤。堅。石礫なし。小根有り。

L

F　o

A－C茎

淑需糞翻蕩．灘瀞
鰍瀧蝋漁嬬1・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C3

　　　Fig．29　土壌断面7の植生断面模式図。

　Schematisches　Vegeta授ons工）rofi董auf　dem　Boden1）rof三】7．

1　クロマツ　P∫川∬ぬ‘〃ゐωgガ　　3：ノブドウ　A〃ψ8♂砂濡か拠ψε♂‘‘〃α面如

21ススキハ4’3‘α雇1耀∫∫加8ノ～∫お4：テリハノイバラ　Ro∫ατσ～ぐノ遅’耀～α〃α

llr

@　h，ll・
　　　　　’ll、＼｝㌧
一一一一

ｺ、L一一Av一

Fig。30　土壌断面7

　Bodenprof三】7
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　　　　　　　　　　　　　　土壌断面8．砂質未熟土

調査地：静岡県小笠郡浜岡町浜岡原子力発電所。

母　　　材：海岸砂丘砂。

海抜高：10m。

地　　　形：安定砂丘頂部。

方位・傾斜：平坦地。

植　　　生：チガヤ群落。

　植　生　高：40cm，植被率70％。

　　　　　　　チガヤ5・5，コマツヨイグサ1・2，クロマツ十，コウボウシバ十，ケカモノハ

　　　　　　　シ　十。

土壌断面記載：

L

C、

C2

C3

：1cm。チガヤの落葉，粗に堆積。

：1cm。黄褐色（2．5Y5／3）。弱度の塊状構造及び単粒状構造。砂土。乾。堅。石礫なし。

細根有り。下層との境界は明。

：9～11cm。黄褐色（2．5Y5／3）。単粒状1薄造。砂土。潤。軟。石礫なし。細根多し，小

根有り。下層との境界は漸。

：30cm＋。黄褐色（2．5Y5／3）。単粒状構造。砂土。潤。堅。石礫なし。小根有り。

CI

C2

Cl；

1　　1 1

　　　Fig．3！土壌断面8と植生断面図。

Schematisches　Vegetatlonspro巨l　auf　dem　Bodenprdil　8，

　　1：チガヤ1〃ψ8ノ耀‘～‘づ・〃ノ～‘勲ηvar．た06ノ’～9～f
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　　　　　　　　　　　　　　土壌断面9．砂質未熟土

調査地：静岡県小笠郡浜岡町浜岡原子力発電所。

母　　材：海岸砂丘砂。

海抜高：！01n。

地　　形：安定砂丘頂部。

方位・傾斜：平坦地。

植生：コウボウシバ群集。

　植　生　高：25cm，植被率60％。

　　　　　　　コウボウシバ2・2，　ケカモノハシ2・3，　ハマヒルガオ十・2，　コマツヨイグサ

　　　　　　　十・2，チガヤ十，アキメヒシバ十，ハマアカザ十。

土壌断面記載：

CI　：5cm。にぶい黄褐色（2．5Y6／3）。単粒状構造。乾。すこぶる粗。石礫。細根多し。下

　　　　層との境界は漸。

C2　：40cm一ト。黄禍色（2．5Y5／4）。単粒状（カベ状）構造。砂」二。潤。軟～堅。石礫なし，

　　　　ノ」・根まれ。

0

1 1
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C2

50

・｛　　し

無帽・讐
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　　　Fig．32　土壌断爾9と植生断面図。

Schema亡lsches　Vege亡a亡ionsprofil　auf　dem　Bodellprofi19．

　　　　1：コウボウシバ　Cα1℃灘ノη’〃～～Zα


